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プロローグ





「天気が、いいですね」

　学校の屋上で、雲ひとつない青空を眺めていると、いつの間にか隣にいた真ま央お塚づか杏あんがそんなことを呟つぶやいた。

「……そうだな」

　どうして自分は屋上なんかにいるんだろう？　はっきりしないそのあたりのことを思い出そうとするが、記憶が曖あい昧まいになっていて、どうしても思い出すことができない。

　それに、なぜか――気持ちが沈んでいた。

「どうかしたんですか？　センパイ」

　そんなことを知らない真央塚が、能天気な顔で微笑ほほえみかけてきた。

　低い身長と小さな体。髪の毛を両側でお団子のようにしてまとめている。平和的で、物事を深くは考えないような顔つき。

　彼女は高校一年生で、俺おれが部長をしているクラブの後輩だ。

「別に。どうもしないけど……」

「本当ですか？　洗濯物が干しっぱなしで、雨が降ったらどうしようって感じの顔をしてますよ」

「この天気なら、雨の心配をする必要なんかないだろ」

「じゃあ、食べ物の心配ですか？　冷蔵庫に入れっぱなしのプリンを誰だれかに食べられたらどうしようとか思ってるんですか？」

「……そんなの、また買えばいいだろ」

「あっ。それもそうですね」

　言って、いつものように能天気に笑った。

　文句のつけようがない、いつもの真央塚杏だ。

「お前は何でこんなところにいるんだ？」

「こんなところって、どんなところですか？」

「屋上のことだよ。ここは立ち入り禁止だから、良い子はさっさと立ち去った方がいいぞ」

「私って良い子でしたっけ？」

「……さあ」

「ううん……どうでしたかね。良い子だと言われたら良い子のような気もしますけど、悪い子だと言われたら悪い子のような気もしますし……」

　腕を組んで真剣な顔をして考え始めた。

「センパイはどう思いますか？」

「悪い子なんじゃないか」

「そうでしょうか？」

「そうだよ」

「……そうですか」

　悪い子だと言いきられたことで、財布でも落としたかのように真ま央お塚づかが落ち込む。

　ちょっとした冗談のつもりで言ったんだけど……悪いことを言ったみたいだな。

「で、なんか用か？」

「？」

「わざわざ空を見に、屋上まで来たわけじゃないだろ」

「そういえばそうでした……で、センパイは屋上なんかで何をしてるんですか？」

「俺おれは何の目的もなく突っ立ってるだけだけど……って、聞いたのは俺だろ」

「そうでしたっけ？」

「そうだよ」

　真央塚と話しているといつもこうなる。恐ろしくマイペースに話を進めるので、自然と相手のペースで話が進んでしまう。

「私は屋上に向かうセンパイが見えたからついてきただけですよ」

「尾行か？　あんまりいい趣味だとはいえないな」

「一いち途ずに思い慕ってついてきたって言ってくださいよ」

「そういうタイプの女の子じゃないだろ。お前は」

「じゃあ今日からそういうタイプの女の子になります。だから、これからはそう言ってくださいね」

　そういう問題じゃないんだけど……本人が楽しそうだから別にいいか。

「センパイ」

「うん？」

「自分で言うのはなんですけど、私っていい女だと思いませんか？」

　チラッと真央塚を盗み見る。満面の笑顔で答えを待つ姿は確かに可愛かわいらしいが、俺が思ういい女とは少しズレている。

「いい女とは違うような気がするけど……」

「優しいですし、素直ですし、思わずぎゅっと抱きしめたくなる愛らしさも持ってますし……私とお付き合いしたら、かなり楽しい青春を送れると思うんですけど」

　どうやら、俺の言葉は耳に届かなかったようだ。いつものようにマイペースに、自分の言葉を続けている。

「どうでしょう？　ここは思いきって、私とお付き合いしてみては」

「……ご遠慮しておきます」

「ふぇっ。そんな……え、話が……え……」

　ガーンといった感じで、口を大きく開けて驚いている。もしかしてこの子は、俺がイエスと言うとでも思っていたのだろうか。

「おかしいですね。センパイはモテないから、告白すればいちころだって話だったんですけど……」

　真ま央お塚づかの中での予定が大きく狂ったのだろう。作戦の変更を迫られ、真央塚は真剣な顔をして何かを考えていた。

　それにしても、モテないから告白すればいちころって……どんな話だよ。俺おれはそんなに尻しり軽がるな男じゃないつもりだけど。

「あっ。嘘うそだったんだ……」

　突然、真央塚がそんなことを言った。

　誰だれに騙だまされたんだろう。疑うことを知らない純な子だから、意地悪な人に騙されたんだろうな。

「もうッ。あの人はやっぱり信用できない悪い人です。まったくもう、プンスカプーです」

　プンスカプー。腕を組んでそう言う姿は、ちょっと可愛かわいかった。

「ひどい、ひどすぎます。私の心を弄もてあそんで恥をかかせて……あの人は絶対笑ってるはずです。最低です」

　どうやら、その「あの人」という人に対して、かなり怒っているようだ。真央塚らしくなく結構真剣に怒っている。だが、頭から湯気を出しそうな顔で怒っている姿は、恐こわいというよりは面白くて、見ていて飽きないものだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「で、用事はそれだけか？」

「ふぇ」

「ふぇ。じゃなくて、用事はそれだけかって聞いてるんだけど」

「それだけかと聞かれればそれだけですけど……なんですか。その、早くどっか行けばって感じの空気は」

「……そんな空気出してるか？」

「出してますよ……駄目ですよ、女の子にはもっと優しくしないと。私は凄すごくいい女になる可能性があるんだから、値上がり確実な株を買う感じで、いい印象を与えてないと」

「悪い。俺おれ、株には興味ないから」

「私も興味ないです」

「……」

　不意に会話が途切れてしまった。

　いつか機会があれば真ま央お塚づかにお願いしてみよう。もっと計画性を持って喋しやべってくれって。

「まあいいです。株の話はここまでにしましょう」

　誰だれのせいで始まったんだっけ。

「センパイ。ちょっとだけ真面目まじめな話をしてもいいですか？」

「ちょっとだけだぞ」

「あ、ごめんなさい嘘うそです。たくさん真面目な話をします」

「……好きにしてくれ」

　俺がそう言うと、真央塚はもったいぶるように咳せき払ばらいをした。

　そして真央塚いわく、真面目な話が始まる。

「宇宙人はいると思いますか？」

「……さあ」

「宇宙人を好きになったらどうしますか？」

「……さあ」

「宇宙人に好きだって言われたらどうしますか？」

「……さあ」

「好きになった宇宙人は、いつかいなくなってしまう運命を持っている。その場合センパイはどうしますか？」

「……さあ」

　真央塚らしいというのか、なんとも答えにくい質問だ。明確な答えが見つけられない俺は、さあっていう曖あい昧まいな答えを繰り返すだけだった。

「センパイは私にぞっこんですよね？」

「いいえ」

　そこだけは、はっきりと答えられた。

「……そんなにはっきりと言わなくても……やっぱり、あの人の話は嘘うそだったんだ……」

　思いっきり落ち込む真ま央お塚づか。

　あの人って、誰だれのことなんだろう？　真央塚みたいな子を騙だまして笑ってるくらいだから、相当性格の悪い子なんだろうな。

「それより、何でそんな質問をするんだ？　真面目まじめな話をするんじゃなかったのか？」

　俺おれが質問すると、真央塚は何事もなかったかのようにいつもの顔に戻った。この立ち直りの早さも、真央塚の魅力だと俺は思う。

「私は大真面目ですよ」

「……そうは思えないけど」

「大真面目ですよ。だって私は――」

　屋上から見える空。それは、どうしようもないくらいにキレイだった。



    

  
    
      




「彼女と、彼女のかけら」



　　　１





　自然と調和した、無駄に広い裏庭にある木造三階建ての旧校舎。ほとんどの教室が使われていないその旧校舎の三階に、うちの部室はあった。

　元が普通教室だったこの部屋は、後ろ半分が山積みにされた机に占領されている。そして空いた前半分に、長机とパイプ椅い子すを置いて活動スペースとしていた。

　クラブの名前はオカルト研究会。

　俺おれはこのクラブの部長で、名前を神かん崎ざき輝てる幸ゆきという。

　オカルト研究会とはいっているが、活動はほとんどしていない。今も、部活動の代わりに部員全員でババ抜きを行っていた。

　クラブに在籍している部員は、俺を入れて五人。が、一人の部員は用事で今日の部活を休んでいる。なので、その一人を除く四人でババ抜きをしていた。

　外はいい天気で、室内の空気は穏やかそのもの。みんなが手札を整理し、同じ数字のカードを場に出している。

　そんな中、俺は一人、心半分に手札を整理していた。

　同学年の女子部員。

　蓬ほう莱らいありすという名前の少女に、見み惚ほれていた。

　腰まである長い黒髪。物もの憂うげな瞳ひとみ。人を寄せつけない凛りんとした雰囲気。全すべてがキレイに整った顔。物語の中から抜け出してきたかのような美しさを、目の前にいる少女は持っている。

　初めて見た時、俺はその美しさに腰を抜かしそうになった。お世辞でも、言いすぎでもなく、絶世の美女というのはこういう人のことをいうんだろうなと思ったものだ。

　手札を整理している最中、蓬莱さんが手に持っていたカードを膝ひざの上に置いた。それから、女の子らしい小さなクシャミを一度した。

「ごめんなさい」

　物静かな声で、蓬莱さんがみんなに向けて軽く謝る。それから、綺き麗れいに整っている鼻を触り、調子を整えた。

「……」

　あれ？　そんな言葉が聞こえてきそうな顔で、突如として蓬莱さんが固まってしまった。

　数秒の硬直の後、蓬莱さんが不思議そうな顔で辺りを見渡し始める。

「蓬莱さん」

「なに？」

「カードだったら、膝ひざの上だよ」

　言葉を受け、視線が俺おれから膝の上へと移る。

「あっ」

　目的のものを見つけた蓬ほう莱らいさんは、そんな小さな声を上げた。

「ありがとう。急にカードが消えて、ビックリしちゃった」

　落ち着いた声で自分の心情を述べる。その顔に照れなどは一切なく、淡々と事実を口にしているといった感じだった。

　自分の天然ぶりに一切照れないという反応。いつものことで珍しさもなく、みんな普通にそれを受け流していた。

　可愛かわいいな……

　姿や行動。蓬莱さんの全すべてを見ていて、そう思う。

　俺は――彼女のことが好きだった。

　一年前、俺が一年生だった頃ころ。同じクラスだった彼女を俺は好きになった。だけど勇気がないので、告白などをしたことはない。ただ見つめているだけ。そんな具合に時間は過ぎ、今に至っている。

　蓬莱さんが、いつもの物もの憂うげな瞳ひとみで軽くため息をついた。

　何かに悩んでいる。そんな風にも見えた。

「輝てる幸ゆき君」

　突然、おっとりとした優しい口調で話しかけられた。

　花畑で感じるような甘い香りが、かすかに鼻に触れる。

　肩口くらいまでに伸びた茶色の髪の毛には軽くウエーブがかかっている。優しく温和そうな顔つきで、見ている者をほっとさせる穏やかな笑顔。振る舞いがとてもおしとやかで、気品の高さを感じさせる。

　声をかけてきたのは、幼おさな馴な染じみで同学年、そしてこのクラブの部員の一人である、君きみ島じま麗れい華かという名前の少女だった。

　彼女とは幼稚園の頃からの付き合いだ。なので、俺たちはお互いのことを気軽に名前で呼んでいる。

「どうかしたんですか？　早く準備をしないと、ゲームを始められませんよ」

「え、あ……そうだね、ごめん」

　麗れいちゃんに促される形で急いで手札の整理をする。観察力のある彼女のことだから、俺が蓬莱さんに見み惚ほれていたことを見抜いているだろう。それを思うと、少し気恥ずかしくなった。

　幼馴染みの俺が相手でも、礼儀正しく話しかけてくる。それが君島麗華という少女だ。

　その物腰の柔らかさと優しい雰囲気で、教師はもちろん生徒からも慕われている。茶色でウエーブのかかった髪の毛は、本来なら校則違反になる。が、彼女は地毛なので特別に免除されている。

　素行不良の人間だったら、たとえ地毛であっても染めてこいと言われるのだろうが、彼女はそれを言われない。それほど、彼女は周りに信頼されていた。

　全員の手札整理が終わり、ゲームが始まる。

　ジャンケンで一番になった麗れいちゃんが隣の席の蓬ほう莱らいさんのカードを引く。次に、蓬莱さんが机を挟んで反対側にいる一年の女子のカードを引き、手札のカードと合わせて捨てた。

「私の番ですね。よしっ、真っ白に燃え尽きちゃうくらい、全力で飛ばしちゃいますよ」

　カードを引かれた一年の女子が気合の声を上げる。そして、次の順番である俺おれに向けて笑顔を飛ばしてきた。

　低い身長と未発達の体つき。お団子頭で、能天気な平和顔。このクラブ唯一の一年、元気がとりえの真ま央お塚づか杏あんである。

「ふふ、センパイ。コテンパンにしてあげますから、覚悟しておいてくださいね」

　主人に悪戯いたずらをしようとしている猫のような顔で真央塚が宣言する。侮あなどるつもりはないが、可愛かわいらしい顔なのでまるで脅威を感じない。

「この日のために心しん眼がんを身につけてきましたから、センパイには悪いんですけど、私が圧勝しちゃいますよ」

「心眼なんて、誰だれに習ったんだ？」

「漫画で読みました」

　気持ちのいい、ハキハキとした声で返事をする。

「心眼があるから、センパイのババなんて全然恐こわくないですよ」

　そう言って真央塚が目を瞑つぶる。気合とは裏腹に、目を瞑った真央塚の顔は、一日の仕事を終え布団に入った時のような顔で、放ほうっておくとそのまま眠ってしまうような気がした。

　俺はカードを構えたまま、真央塚の次の動きを待った。その間、思うことがあった。

　どうしよう、言ったほうがいいのかな……

　俺は、ババを持っていない。だから、この状況で心眼を発揮しても意味がないのだが……目を瞑ったまま精神を集中している真央塚を見ていると、俺は何も言えなかった。

　それから無言で真央塚の動きを待つが、一向に動き出す気配がない。

「どうした？　引かないのか？」

　寝てしまったんじゃないかと心配になり声をかける。その声に、真央塚は答えた。

「カードを引きたいのは山々なんですけど……真っ暗で何も見えなくて、カードがどこにあるかがわかりません」

「……」

「どうしましょうか？」

「……目を開けたらいいんじゃないか」

　そう言われ、真ま央お塚づかが目を見開く。

「おおっ。さっきまでよりも物がくっきりはっきりすっきりと見えます。これが心しん眼がんというものですね」

　それは心眼ではなく、単純に目を開けたからだと思うけど……そう思い、若干呆あきれながら辺りを見回すと、なぜか瞳ひとみを閉じている蓬ほう莱らいさんが目に入った。

　瞳を閉じ、静かに集中してから蓬莱さんが瞳を開く。が、特にこれといった変化はなく、小首をかしげて不思議そうな顔をするだけだった。

　俺おれと同じように蓬莱さんを見ていた麗れいちゃんが、優しく声をかける。

「蓬莱さん。目を瞑つぶるだけでは心眼はできませんよ」

「そうなの？」

「そうです」

「そうなんだ……私も、物がはっきりと見えるようになるかと思ったんだけど……」

　ちょっとだけ残念そうな蓬莱さんと、気を遣つかいながら笑っている麗ちゃん。

　まさか蓬莱さんが心眼に挑戦するとは……まあ、可愛かわいい姿だったから別にいいんだけど。

「それじゃあ、センパイのカードを頂きますね」

　遠回りしていた時間が終わり、真央塚が俺のカードを引く。カードを引いた真央塚は、宝くじが当たったような最高の笑顔で、手札とそれを合わせて捨てた。

　順番が回ってきた俺は、麗ちゃんの手札に向けて手を伸ばした。

　余談だが、麗ちゃんはとんでもなくババ抜きが――というか、ゲーム全般が強い。心を読んでいるんじゃないかと思えるくらいの駆け引きの強さを、彼女は持っている。

　適当に選んだカードに触れ、麗ちゃんの顔色を窺うかがう。いつもの穏やかで優しい顔のままで、表情は一切変わることはない。

　特に警戒することなくカードを引く。引いたカードは、ババだった。

「ふふ、ごめんなさい」

　小さな悪戯いたずらが成功したような顔で、麗ちゃんは笑った。

「ううん、さすがですね」

　真央塚が、あっさりと俺にババを引かせた麗ちゃんに感心している。それは別に構わないのだが、できることなら俺が何を引いたのかを覗のぞき見るのはやめてほしい。

　それから静かにゲームは進展していき、勝ち抜ける者が勝ち抜け、残る者が残った。

　残った人間は俺と真央塚。残念ながら、真央塚の心眼が力を発揮することはなかったというわけだ。

　場に存在するカードは三枚で、ババは俺の手元にある。

　この勝負が始まる前、俺おれと真ま央お塚づかは先にあがった方が勝ちという条件で賭かけをした。

　それを言い出したのは真央塚で、先輩としてのプライドがある俺は、逃げることなくそれを受けた。

　ちなみに、賭けているものはお金で、その金額は五百億……………もちろん、冗談だからこそ成立した賭けである。

　カードを差し出す。真央塚はそのカードに手を伸ばすと、不敵な顔をして笑った。

「ふふ、センパイ。負けたら、借金返済のために地下王国で働いてもらいますからね」

　自信満々の言葉と態度。自分の勝ちを信じて、疑っていない顔だ。

　今まで使わなかったが、俺は対真央塚用の秘策を持っている。このままあっさりと負けたら悔しいので、ここはその秘策を使うことにしよう。

　そっと、二枚ある手札の一枚を上にずらす。すると、引き寄せられたように真央塚はそのカードを引いた。

「はうッ。なんで？」

　子猫が驚いたかのようなリアクション。

　純粋で疑うことを知らない真央塚は、ちょっとカードを引きやすくすると、かなりの高確率でそれを引いてくれる。なので、簡単にジョーカーを引かせることができた。

「おかしいですね。こういう時は可愛かわいい方が勝つって決まってるものなんですけど……」



    

  
    
      



    

  
    
      　真ま央お塚づかが真顔で悩んでいる。つっこむのも悪いので、ここは何も言わないでおこう。

　攻守が変わり、今度は俺おれが真央塚のカードを引く。二枚しかないので、半分の確率で俺の勝ちが決まるわけなのだが……

　適当に選んだカード。それは、さっきまで俺の手元にあったカードだった。

「私に勝たせるために、わざとババを引いてくれたんですね。嬉うれしいです。そんな優しいセンパイのためにも、私は絶対に勝ちますよ」と言いながら、太陽のような素敵で眩まぶしい笑顔を見せる真央塚が、俺のカードに手を伸ばす。

　俺は先ほどと同じように一枚のカードを上にずらし、そのカードを真央塚に引かせた。

「はうッ。なんで？」

　先ほどと同じように、驚く子猫のようなリアクションを見せる真央塚。この子の心は、子猫のように綺き麗れいなんだろうなと、俺は感心した。

　それから、ジョーカーを引き合うという低レベルな戦いがしばらく続いた。

　その間、蓬ほう莱らいさんは諦あきらめることなく何度か心しん眼がんに挑戦し、それを麗れいちゃんが困ったように笑いながら見守っていた。

　最終的に勝ったのは俺で、「センパイ。私、センパイのことが大好きです。センパイのことを思うと夜も眠れません。だから……だから、そのカードを引くのはやめてください」と、懇願してくる真央塚を振りきっての勝利だった。

　なんとか勝って、先輩のプライドを守ることはできたようだ。

「さて、どうやって五百億払うんだ？」

「ふぇっ。え、ええっと、言いにくいんですけど……実は、私の貯金全部集めたとしても、五百億は用意できなくて……集まるお金としては、せいぜい八百円くらいでして……」

　八百円しか貯金がないのか。五百億よりも、そっちの方が気になった。

「お金の代わりに体でお支払いしようと思います。だから、何でも言ってください」

　体で払います。

　年とし頃ごろの女の子なんだから、そういうセリフは慎んだほうがいいと思うが……

「じゃあ、お金を渡すからジュースでも買ってきてくれ」

「ふぇっ。そんなことでいいんですか？　もっと大胆なお願いでも私は構いませんよ」

「大胆なお願いって……どんなことだ？」

「そうですねぇ……膝ひざ枕まくらで耳みみ掻かきとか、一日センパイ専属のメイドになるとか。それくらいのことでも私は全然オッケーですよ」

　そう言って、真央塚は見ているこっちが照れてしまうくらいの最高の笑顔を見せた。

　真央塚に耳掻きをしてもらう？　そんなことをしたら、鼓膜が破壊されるに決まっている。恐ろしくて頼めるわけがない。

「……いや、ジュースを買ってきてくれるだけでいいよ」

「そうですか？　センパイは、欲がない人なんですね」

　満足げに笑う真ま央お塚づかにお金を手渡す。すると、真央塚はやる気に満ちた瞳ひとみでそれを強く握り締めた。

「それじゃあ、五百億の価値がある買い物をしてきますから、待っててくださいね」

　部室の扉を開け、駆け足で出て行く真央塚。その姿は、喜んで散歩に出掛けていく犬のようだった。

「いつものことですけど……元気ですね、真央塚さんは」

　ふと、麗れいちゃんがそんなことを呟つぶやいた。

　俺おれはそれに、そうだねと答えた。

　二週間ほど前、真央塚は両親を亡くした。

　乗っていた車の事故が原因で、真央塚自身もその車に同乗していたらしい。幸いなことに真央塚は無傷だったのだが……二人の親は、もう帰ってこないところにいってしまった。

　再び学校に通い始めたのは一週間前から。一週間前の真央塚は、もうすでにいつもの真央塚に戻っていた。

　元気いっぱいに幸せそうな顔をして笑って……

　世界中の人間全すべてがあんな子だったら、きっと争いなんて起こらないだろうな。

　さっきまでの笑顔を思い出し、そう思った。

　扉をノックする音がする。部長である俺が「どうぞ」と言うと、遠慮気味に一人の女生徒が顔を出した。見覚えのない顔で、入部希望者という雰囲気ではない。

　その女生徒は、顔を覗のぞかせた時と同じように遠慮しながら、麗ちゃんの名前を呼んだ。

　麗ちゃんは占いを得意としていて、かなりの高確率で色んなことを言い当てることができ、善意で色んな人の相談に乗ってあげていた。

　おそらく、この女生徒は麗ちゃんの占いを頼りにしてきた相談者なのだろう。

　女生徒は麗ちゃんと目が合うと、安心したように小さく笑った。

「あ、ちょっと席を外しますね」

　おしとやかに席を立ち、俺たちに気を遣つかいながら教室を出て行く麗ちゃん。

　突然現れた人間に対し、嫌な顔一つせずに対応する。それを見ていると、彼女は本当に良い子だなと思う。

　麗ちゃんが残していった甘い匂においが教室に漂う。

　ふと気づいた。今、この教室には俺と蓬ほう莱らいさんしかいない。

　理由もなく、喉のどが渇いてきた。好きな子と放課後の部室に二人っきり。そのことで、自分でもよくわかるくらいに緊張していた。

　今ここに、このクラブの部員として、蓬莱さんがいる。彼女をクラブに誘ったのは、他ほかならぬ俺だった。

　きっかけをくれたのは麗れいちゃんだった。

　いつも、間違いのない的確なアドバイスをくれる麗ちゃん。彼女に蓬ほう莱らいさんのことを話すと「クラブに誘えば進展があると思いますよ」と言われた。だから、俺おれは勇気を出して彼女をこのクラブに誘ってみたのだ。

　そして結果が、目の前にある光景。

　白い肌と、それを際立たせる黒く長い髪。どちらも、落ち着いた雰囲気の蓬莱さんに、よく似合っている。

　普通に見つめたら、きっといつものように視線を奪われ、見み惚ほれてしまうことになるだろう。だから、俺は盗み見る感じでそっと蓬莱さんを見つめた。

　考えごとをしている感じで下を向いたまま、蓬莱さんがため息をつく。

　麗ちゃんに聞いた話では、蓬莱さんは最近、何かの理由で悩んでいるらしかった。

　俺はその麗ちゃんからの情報を頼りに、蓬莱さんに声をかけた。

「蓬莱さん」

　宝石のような瞳ひとみが、静かにこちらを向いた。

「なに？」

「最近、なんだか悩んでるように見えるけど……何かあったの？」

「そういう風に、見える？」

　女の子独特の高くて透き通った声。その声こわ音ねにやられてしまい、動揺してしまった。

「う、うん……悩みがあるんだったら、相談に乗るけど……」

　蓬莱さんが視線を落とす。それによって、その瞳から俺が消えた。

「少し、わからないことがあって……」

「どんなこと？」

　力なく呟つぶやいている蓬莱さんは、枯れそうな花のように、儚はかなく弱いものに見えた。

　すぐに答えが返ってくると思っていた俺の予想を裏切り、蓬莱さんは沈黙して何も言わない。

　言葉のない時間が続く。次に蓬莱さんが話し出すまでの数秒が、何十分にも感じられた。

　落とした視線を上げ、再びその瞳に俺が映る。

「ねえ、神かん崎ざき君」

「な、なに？」

「コウモリは、獣と鳥、どっちになると思う？」

　何か重要な意味でもあるのだろうか。急な質問には、無回答という答えが許されない何かがあった。

「ええっと、空が飛べるから鳥なんじゃないの」

「でも、普通の鳥にはコウモリみたいな毛皮はないよ。毛皮があるのは、獣だけだよ」

「それじゃあ……獣になるんじゃないの」

「でも、普通の獣は空を飛ぶことはできないよ。空を飛べるのは、鳥だけだよ」

「えっ。ええっと、それじゃあ……」

　答えがなくなる。こういった頭を使う感じの問題は苦手だ。

「ごめん。考えてもわからないんだけど……答えはどうなるの？」

　蓬ほう莱らいさんは表情を一切乱すことなく答えた。

「自分の好きな方になればいいんだよ。鳥と獣。自分がなりたいと思っている方に」

「どうやって、なるの？」

「……それは……」

　言い難にくそうにうつむき、蓬莱さんは小さく息を吐いた。

「そんなことしても、意味なんてないのに……」

　そのセリフは、辛つらそうな色を含んでいる。

　唐突に……本当に唐突に、俺おれたちの間の空気が変わった。

「結局何もわからなくて……意味なんて、何もないのに……」

「……」

「なんで、私はこんなことを……」

　一人で苦しそうに言葉を発している蓬莱さん。

　変な静寂の中。空気だけが、ただ重たかった。

　不意に、ドタドタとした動物が走っているような足音が聞こえた。それは廊下を走っていて、徐々にこちらに向かってきている。そしてその足音は部室の前で止まった。

　引き戸になっている部室の扉が開く。次に、場違いなほどに大きな声が響いた。

「センパイ。タイムは？」

　競技を終えた陸上選手のような表情で、真ま央お塚づかはそう言った。俺は特に感情は込めずに、「計ってないけど」と、答えた。

「ふぇッ。何でですか？　自分でもビックリするくらいの絶好調だったから、絶対にもの凄すごい記録が出たはずなのに……」

　どうでもいいことで、真央塚が肩を落とす。

　蓬莱さんとの間にあった変に重たい空気が、真央塚のおかげで壊れた。心の中でそれに対するお礼を言い、真央塚が買ってきたジュースを受け取る。

「走ったので喉のどが渇きました。だからちょっとでいいですから、そのジュースをください」

　真央塚がそう言うから、俺は少しだけという条件でそのジュースをあげた。すると、真央塚は一切遠慮することなく、俺のお金で買ったジュースの七割近くを飲み干した。

　文句を言いたかった。だが、そこは先輩としての大きな心で許してあげることにする。

　黙って残りの三割を飲み干そうとする。今度は「きゃっ。これって間接キスですよね」と言われ、変に居い心ごこ地ちの悪い気持ちにさせられた。

　その後、相談を終えた麗れいちゃんが帰ってきて、再びトランプが始まった。

　その間、俺おれはずっと蓬ほう莱らいさんのことを考えていた。

　彼女は、何に悩んでいるのだろう。

　何で悩むと、あんな風に儚はかない顔をするようになってしまうのだろう。

　好きな子が悩んでいると思うと、不思議と胸の奥の方が熱く痛くなってきた。

　普段と同じ顔をしている蓬莱さんを見ているだけでは何もわからない。仮に真正面からそれを聞いたとしても、彼女は何も教えてはくれないだろう。

　俺と蓬莱さんの間には、埋めたくても埋められない距離があった。

　近づけばその分離れていくような、不思議な距離が。

　だけど考えてみた。彼女が好きだから、彼女の力になってあげたいと思ったから。

　俺は、彼女のことを考え続けた。



　答えがわかったのは次の日だった。

　そしてその答えを教えてくれたのは、意外にも蓬莱さん自身だった。



『昼休みに旧校舎に来てほしい』

　授業の合間の休み時間に俺の教室に来て、蓬莱さんはそう言った。

　蓬莱さんが別のクラスに顔を出すようなことはほとんどない。だから、彼女の姿を見つけた時は見間違えたのかと思って目をこすってしまったほどだ。

　蓬莱さんに呼び出された。

　好きな子に呼び出されたという喜びは、俺から思考能力を奪った。なのでそれから昼休みまでの授業内容は、まったくといっていいほど頭に入らなかった。





　昼休み。俺は一切の寄り道をせずに、旧校舎に向かった。

　昼休みの間だけ、裏庭は食事をしている生徒でにぎやかになる。その生徒を横目に、裏庭を通り抜けていく。いつもどおりの景観の旧校舎は、いつもよりも神こう々ごうしく見えた。

　蓬莱さんは、入り口の扉に体を預けながら俺を待っていた。

　旧校舎の鍵かぎが開くのは放課後のわずかな時間だけで、それ以外はいつも鍵が閉まっている。だから、彼女は中に入らずに外で俺を待っていたのだ。

「ごめん。待たせたみたいだね」

　軽く挨あい拶さつすると、彼女は俺に向かって小さく頭を下げた。

「で、何の用なの？」

　意識して平静な声を出す。好きな子に呼び出されたのだ。意識してないと、興奮してしまうに決まっている。

「うん。ちょっと、神かん崎ざき君に頼みたいことがあって……」

　扉に体を預けたまま、下を向きながら彼女は言った。

「神崎君」

「は、はい……」

「実はね、私、あるものを失なくしちゃったんだ。それで、迷惑じゃなかったら……私が失くしたものを、一緒に捜してほしいんだ」

　耳を疑った。

　昨日は不思議なことを言うだけで、俺おれを頼りにする感じはまったくなかったのに、どうして急にそんなことを……

　考えても、当然答えは見つからない。

「え、ええっと……それは別に構わないけど……と、突然だね」

「迷惑だった？」

「全然」

　もしかしたら、心配している俺を見て、蓬ほう莱らいさんが俺に対して好意を持ってくれたんじゃあ……そうでなければ、失くしたものを一緒に捜してほしいなんて言うわけが……

　勝手な想像をして興奮しそうになる自分を抑える。彼女が俺を頼ってきた理由よりも、まずは何を失くしたのかを聞かないと。

「で、捜しものって何なの？」

　ごく普通の質問だった。だから、ごく普通の答えが返ってくると思っていた。

　だけど。

「私の――かけら」

　蓬莱さんが返したのは、そんな普通じゃない答えだった。
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「私のかけらって……」

　かけらと言われても、何のことだかわからない。

　その言葉を聞いて、すぐに具体的な何かを思い浮かべることができる人はいないだろう。

「悪いけど、説明に時間がかかるから……続きは、放課後でいいかな？」

「……え、う、うん」

「ごめんね」

　一方的に、話はそこで打ち切りとなった。

　蓬ほう莱らいさんが俺おれの方に歩いてくる。が、俺との距離を詰めようとしての行動ではない。新校舎に戻るために、そこを通ろうとしているだけだ。

「じゃあ、また放課後にね」

　ガラスのような綺き麗れいな瞳ひとみで微笑ほほえんでくる。その瞳の光に、色んなものを奪われた。

　思考能力を奪われたかのように、頭がぼうっとなる。

　心を奪われたかのように、彼女のことしか考えられなくなる。

　時間を奪われたかのように、動くことができなくなる。

　瞳を見ただけで、そうなってしまった。それくらい、彼女の瞳は魅力的だった。





　私のかけらって、どういう意味なんだろう？

　新校舎に戻った俺は、蓬莱さんの言葉を思い出していた。自分なりに言葉の意味を考えてみる。だが、当然のように何もわからない。

　一言、かけらと言われてすぐにピンとくるほど、俺の想像力は豊かではない。

　こんな風に困った時、絶対の信頼を持って頼れる相手は一人しかいない。

　そのことで麗れいちゃんと話をしようと、彼女の教室に向かった。だが、あいにくと彼女は不在だった。

　図書館にいるんじゃないかと思って顔を出したが、やっぱりいない。なので、運が良ければ出会えるだろうという気持ちで、廊下を適当に歩いていた。

　校内を一周して、再び図書館の前にさしかかる。するとそこで、真ま央お塚づかを見つけた。

　小さな体で、パンとジュースを抱かかえている。一人で食べるには多すぎる量なので、おそらくは誰だれかの分も一緒に購入したのだろう。

　真ま央お塚づかが向かっているのは、普通教室ではなく特別教室の方。

　図書館があるのは、二つの教室棟を結ぶ校舎の三階。人ひと気けのない、特別教室の方で静かに食事をするために、そちらに向かっているのだろう。

「真央塚」

　手を上げて挨あい拶さつすると、真央塚はいつもの顔で微笑ほほえみ返してきた。

「あ、センパイ。奇遇ですね、こんなところで会うなんて」

　俺おれと話をするために立ち止まる。その拍子に、持っていたパンの一つが床に転がった。

　俺の方が手軽だったので、それを拾ってやる。

「ありがとうございます。優しいですね、センパイは」

「別に大したことはしてないよ……それより、それだけの量、全部お前が食べるのか？」

「ふぇ、そんなわけないじゃないですか。こんなに食べたら、お腹なかが破裂して風船みたいにどこかに飛んで行っちゃいますよ」

「まあ、そうだろうな……」

　となると、パシリをやらされているのか。恐らくはゲームの罰として、五百億の負債を体で払っている最中なのだろう。

「で、どこ行くつもりなんだ？」

「ふぇっ」

「こっちは教室のある方じゃないだろ。どっか秘密の場所にでも行くつもりなのか？」

「え、ええっと……それは、ええっと、ええっと……」

　わかりやすく視線を泳がせる。その顔を見てると悪いことを聞いたなという気持ちになる。

「いや、別に無理して言わなくてもいいよ。ちょっと気になっただけだから」

「そ、そうですか……じゃあ、口にチャックさせてもらいますね」

　口チャックとは……真央塚らしい、可愛かわいらしい表現だ。

「ええっと、ごめんなさい。それじゃあ先を急ぐので失礼します」

「ああ。それじゃあな」

　俺の横を通り抜けて特別教室の方に向かう。が、しばらくすると急に立ち止まって振り返った。

「あ、そうだセンパイ。この学校には魔女がいますから、気をつけたほうがいいですよ」

「？　どういうことだ？」

「女の子は嘘うそつきだということです。でも……もうセンパイは手遅れだから、言ってもしょうがないですね」

　わけのわからないことを言うと、真央塚は向きを直して再び歩き出した。しかし十メートルも行くと、今度は別の男子に捕まって足を止めた。

　眼め鏡がねをかけ、知的な雰囲気をかもし出している男子。スラッとした体格で、どちらかというと文化系に見える。目がちょっときつめなので、遠目から見ると冷たい印象を受ける。

　彼は真ま央お塚づかの兄で、真央塚正まさ樹き。学年が三年で接点もないので話をしたことはない。だが、この学校ではかなりの有名人なので、その名前だけは知っていた。

　全国模試ではいつも上位に入っている秀才で、有名大学合格間違いなしといわれている。学校が誇りにしている人物の一人だ。

　意外かもしれないが、そんな人物があの真央塚の兄なのだ。その兄と同じ血を引いているからだろう。実は真央塚も成績の面ではかなり優秀な生徒になる。

　会話のきっかけとして「テストの順位はどうだった？」と聞くと、真央塚は「学年で二番でしたよ」と、笑顔で答えたことがある。悔しいを通り越して、驚きで絶句したものだ。

　一体、何を話しているのだろう。

　興味があったが、後で聞きだそうとは思わなかった。親を亡くしてすぐというデリケートな時期なのだ。興味本位で、あの兄妹きようだいの間に入ってはいけない。

　話をしている真央塚と真央塚兄を尻しり目めに、俺おれはまた適当に歩き始めた。





　結局、麗れいちゃんに何の相談もできないまま、放課後になった。

　蓬ほう莱らいさんはわざわざ教室まで俺を迎えに来てくれた。

　帰り支度をした彼女が廊下で待っている。俺は急いで帰り支度をすることにした。

「カーンちゃん」

　声をかけられる。振り向くと、そこにはクラスメートの三み島しま純じゆん也やがいた。

　やる気と生気というものが人よりも少なそうな顔つきで、寝不足であるかのように、どことなく気だるそうな雰囲気を体中から放っている。

　軟派でいいかげんで適当な性格をしているこの男は、うちのクラブに所属する部員の一人でもあった。

「カンちゃんはもう帰んの？」

「そうだけど……何か用か？」

「うんにゃ。ただ聞いただけ」

　人見知りをしないこの男は、すぐに人を「ちゃん」付けで呼ぼうとする。同じクラスである俺は、出会って三日目でカンちゃんと呼ばれた。

　女友達が多く、女の子の多くは三島のことをみーちゃんと呼んでいる。俺が知っている中では真央塚がそのうちの一人で、三島とはマオちゃん、みーちゃん先輩と呼び合う仲だ。

「ニャン」

　三島の足元に、抱き抱かかえるのにちょうどいいくらいの大きさの真っ黒な猫がいる。その猫が可愛かわいらしい声を出して鳴いた。

「いい子だから、今は大人おとなしくしてな」

　三み島しまがそう言うと、その黒猫は言葉を理解したようにもう一度ニャンと鳴いた。

　その黒猫は学校に迷い込んできた野良猫で、名前をクロといい、三島にとてもよく懐いている。いつも一緒にいるから周りの人間もそれに見慣れてしまい、今では教室の中でクロを見ても誰だれも驚かなくなっていた。

　本人いわく、「異性と動物は優しくすれば寄ってくるもんなんだよ」と、いうことらしい。

　そういえば、あの日も三島は優しく気を遣つかっていたっけ。

　真ま央お塚づかが事故から復帰してきて、最初に迎えた部活の日。

　両親を亡くした真央塚にどんな言葉をかけたらいいのか？　部室で真央塚の到着を待っていた三島は、それを真剣になって考えていた。

　だけど、懸命に考えてもその答えは出ず、部室を出て頭を冷やそうとしていた時に真央塚と対面してしまい……………テンパって「ミャアー」とか言ってたんだよな。

　結果としてはよくわからない言葉になったが、その気持ちだけは、俺おれにも伝わってきた。

　三島を見上げるようにしながら、足元にいるクロが体を擦りつけている。丸くて人懐っこそうなクロの瞳ひとみ。目が合ったら、誰でも可愛いと思ってしまうだろう。

　ちなみにだが、クロは真央塚を苦手としている。

　真央塚はいつも愛情を全開にして、クロの気持ちを考えずに力強く体を撫なでる。そのせいで、クロは真央塚を見るといつも逃げだしていた。

　クロと目が合う。俺が笑いかけると、嬉うれしそうにクロはニャアーと鳴き返した。

「ところで神かん崎ざき君ことカンちゃんさん」

「……なに？」

「飛びっきりの猫がいるけど、何か約束でもしてんの？」

　三島が言う飛びっきりの猫とは、蓬ほう莱らいさんのことだ。三島に言わせれば、女の子という生き物は犬か猫に分けることができるらしい。

　相手に尽くして相手の幸せを願う、それが犬タイプ。逆に自分のことを優先して、一緒にいて楽しかったら付き合って、楽しくなかったら付き合わないという気まぐれな子は猫タイプ。そんな具合に、二つのタイプに分けられるというのが、三島の持論である。

「まあ、大したことじゃないけどな」

「ふーん。そうですか」

　興味なさそうな顔で、三島は適当に視線を泳がせている。

「カンちゃんさぁ……」

「うん？」

「蓬莱のこと好きなの？」

「なッ……」

　露骨に、動揺してしまった。

「な、なんだよ突然」

「別に、聞きたいから聞いただけ。無理して答えなくてもいいよ。優しいカンちゃんらしく、態度で大体わかるから」

　そう言って、三み島しまは意味ありげに軽く笑った。

　――詳しい理由は知らないが、三島は、蓬ほう莱らいさんだけは呼び捨てにしている。

　昔からの知り合いだったらしく、二人は、たまに真剣な顔で何かを話していることがあった。昔を知り、真剣な顔で話をする仲だから、変な気恥ずかしさがあり呼び捨てにしているのだろう。

「カンちゃんにいいこと教えてあげるよ」

「なんだよ？」

「蓬莱は飛びっきりの猫だよ。持ってる爪つめも、身軽さも気き紛まぐれさも、他ほかの猫とはレベルが違う。だからこそ、引ひっ掻かき傷の痛さも深さも……普通よりも強烈だと思うよ」

「……何が言いたいんだ？」

「猫に取り返しのつかない傷をつけられたら、俺おれが消してあげる。そういうことを、言いたいんだと思うよ」

　セリフの意味がわからず混乱していると、三島の足元にいるクロが、三島を急せかすようにして小さな声で可愛かわいく鳴いた。

「わかってるって。時間だろ」

　クロの泣き声に、三島がそう答える。

「悪いけど、デートがあるからもう帰るね。カンちゃんと女の子だったら、やっぱり女の子を優先しないと。女の子には優しくが俺のモットーだから」

「それは別にいいけど……」

　三島がクロと一緒に教室を出て行こうとする。その背中に、ちょっと聞きたくなった。

「お前ってさ……好きな子っているの？」

　たくさんの女の子と遊んでいるようだが、正式な彼女がいるという話は一度も聞いたことがない。その質問にどう答えるのか、かなり興味があった。

　振り向いて、三島が笑う。

「いるよ。栗くり毛げでくせっ毛の犬。その子がいれば他の子が全部いなくなってもいいんだけど……まあ、世の中は上う手まくいかないものだよ」

「じゃあ猫にしたらどうだ？　足元に、お前を慕ってる可愛い子がいるだろ」

　三島の足元で、クロが可愛く鳴いた。

「友達に手を出すほど、俺は節操なしじゃないよ。それに、俺はやっぱりその子が好きだからね」

　乾いた笑顔でそう言って、三み島しまが教室を出て行く。

　俺おれはその言葉の意味を深くは考えず、帰り支度を済ませ廊下に待たせている蓬ほう莱らいさんの元に向かった。

　廊下にはまだ三島がいた。

　蓬莱さんと何か話をしていて、俺を見つけると「じゃあね」と言って立ち去っていった。

　三島と別れ、一人静かに佇たたずんでいる蓬莱さん。その姿は一つの芸術品のようにも見えた。

「お待たせ」

　声をかけると、彼女はいつもと同じ瞳ひとみで俺の顔を見つめてきた。

「話をしたいんだけど……時間、いいかな？」

　彼女の質問に、俺は「何時間でも」と答えた。





　学校でするような話ではないみたいだ。

　彼女は何も言わずに下駄箱に向かい、靴を履き替えた。それに黙ってついていく。俺が話しかけるような空気ではなかったので、彼女が何か言うまでは黙っているつもりだった。

　正門を抜け、学校を出る。そして目的地がわからないまま、途中の分かれ道、俺が普段帰っている方とは逆の方に向かっていった。

　こちらを選ぶと、駅前の方へ行くことになる。俺たちと同じような学校帰りの生徒が多く目についた。

　駅に行って電車に乗るところまで予想したが、そこまでは行かない。

　途中にある小さな公園に立ち入ると、彼女は俺に向かって視線を飛ばした。

　蓬莱さんが近くにあるブランコに腰を下ろそうとする。が、両手でブランコを押さえなかったので、ブランコが後ろに逃げてしまい、彼女はしりもちをついてしまった。それでもいつもの顔を崩さない。蓬莱さんは普通に立ち上がって、普通にブランコに座りなおした。俺は、その正面にある手すりに体を預けた。

　黙って彼女が話し出すのを待つ。若干の沈黙の後、彼女の小さな唇が言葉を紡つむぎだした。

「私が失なくしたものは、私自身なの……」

　地面の方を見たまま呟つぶやく。なんだか、寂しそうだ。

「私自身って……」

　思い出や記憶。もしくは大切な人との思い出の品。色んなことを思い浮かべたが、それらは全すべて見当違いだった。

「私は人間じゃないの」

　おかしなことを言い出した。だけど、彼女の態度があまりにも真剣だったから、俺は何も言わなかった。

「終しゆう焉えんをもたらす、星の審判者からの使者」

　聞こえてきた単語は、あまりいい響きではなかった。

「わかりやすく言うと、人型の兵器かな」

「兵器……」

　ありえないことを彼女は言っている。だから、俺おれはそれを信じないで笑いふすことができるはずだ。だけど、彼女の声と態度が、嘘うそではないといっているから……俺は黙って話を聞いていた。

「神かん崎ざき君は知らないと思うけど、この星とは違う星にも生命体はいるの。この星の生命体よりもずっと良識的で、優すぐれた生命体が……その人たちは宇宙全体を監視するだけの力を持っているの。そしてその力を使って、色んな星に干渉するの」

「ど、どんな風に……」

「相手の存在を許すか許さないか。それを決めるの……」

「……存在を許すって？」

「相手を滅ぼすかどうかっていうことだよ」

　どんどん、物騒な話になっていっていることだけはわかった。

「将来危険な存在になると思える生命体を見つけると、その生命体がいる星に私のような存在を送り込むの。そしてその生命体が自分たちにとって危険な存在であると判断したら……」

「……判断したら？」

「その生命体を死滅させるの」

　見み惚ほれてしまいそうないつもの顔で、蓬ほう莱らいさんはそう言った。

「ずっと人間として過ごしてきたけど……それは嘘で、私は人間じゃないの。こことは違う星で生きている生命体の作った、人型の兵器だから」

　何を言ってるんだろう。蓬莱さんは……

　人型の兵器？　宇宙人？　生命体を死滅させる？　そんなＳＦチックなことを言うなんて、蓬莱さんらしくない。

「信じられない？」

「えっ……」

「信じられなくて当然だと思う。だけど、それは事実だから」

　信じられないのか、信じたくないのか。自分でも、よくわからない。

「え、ええっと……一つ聞いてもいいかな？」

「うん」

「蓬莱さんの言ってることが本当だとしたら……俺たち……つまり人間は……」

「死滅することになるね」

　何でもないことのように、そう言った。

「ちょっと待ってよ。いきなり死ぬって言われても……」

　よくわからない。理解したくても、理解できない。それが本音だった。

　好きな子が宇宙人の作った兵器で、作られた理由が人間を滅ぼすためって……

　馬ば鹿かげてる。どうしようもないくらいに、よくできてない作り話だ。

　だけど、それを話す蓬ほう莱らいさんの顔がとても真剣なものだったから。

「ごめん。信じてないわけじゃないんだけど……よくわからなくて……」

　俺おれはとりあえず、否定をせずに話を続けることにした。

「私は人という生命体を滅ぼす存在。それだけを理解すれば、充分だよ」

「人間を滅ぼすって……」

　信じるなというもう一人の自分の声を聞きながら、話を合わせる。

「蓬莱さんに、そんなことできるわけが……」

「できるの。だって、私はそのためにここにいるんだから」

「……」

　蓬莱さんが兵器。人間じゃない。

「証拠は、あるの？」

「……ない、かな」

「証拠がないんだったら、今の話は嘘うそっていうことに……」

「……なったら、いいね」

　些さ細さいな抵抗は、儚はかない笑顔にかき消された。

　やめてくれ。話の真偽は今はどうでもいい。

　とりあえず、その儚げな顔をどうにかしてくれ。その顔を見てたら、胸がしめつけられるんだ。

「だけどね、助かる方法がないわけじゃないの」

「――」

「私は終しゆう焉えんをもたらす使者であると同時に、最終決定者でもあるの」

「最終決定者……」

「そう。私があることをしたら、この星の生命体は救われるの」

「じゃ、じゃあ、今すぐそのあることってのをしたら……」

　潤んだ瞳ひとみが、俺を射抜いた。

「今は駄目。それをしても意味がない」

「何で？」

「大切なものが、失なくなっているから」

　そうだ。俺おれはそれを聞きたかったんだ。

　蓬ほう莱らいさんが失なくした大切なものを見つけるために、彼女についてきたんだ。それがなんで、こんなわけのわからない話を聞くはめに……

「何なの？　蓬莱さんの大切なものって」

「この星の大気と生命体を分析して作り上げた、高密度のエネルギー体」

「は？」

「私にとっての存在意義……………人ではない、私の部分」

　そう言った蓬莱さんは、なぜか辛つらそうだった。

「それを、失くしてしまったの」

「エネルギー体……失くす？」

　必死で頭を回転させないと。気を抜いたら、すぐにわけがわからなくなってしまう。

「それって何なの？」

「相手の死滅を目的としたエネルギーの集合体。神かん崎ざき君が理解しやすいようにたとえると、人類を死滅させるほどの感染力と攻撃力を持ったウイルスっていうところかな」

「そのウイルスを、蓬莱さんが持ってたの？」

「持つという表現は的確じゃないよ。私とあれは入れ物と中身という感じの関係性だから……人間でいったら、魂みたいなものなのかな」

「た、魂がなかったら、蓬莱さん死んじゃうじゃない」

「そうだね。だけど、私は人間じゃないから死なないの。壊れる、機能が停止するってことはあっても……死ぬってことは、絶対にないの」

「……」

「そのエネルギー体がね、一週間ほど前に―――――」

　妙な間があった。

　言いにくそうな、言いたくなさそうな。上う手まくたとえることのできない、妙な間が。

「失くなったの」

「最近、だね」

「そうだね。それで捜してるんだけど……見つからなくて」

「俺に一緒に捜してくれっていうわけ？」

「……うん」

　仮に、今まで聞いた話全すべてを事実だとする。

　彼女は宇宙人の作った兵器で、人間を滅ぼそうとしている存在。その彼女があるものを失くした。それは、人類を死滅させることができる力で、彼女にとっての魂のようなもの。

　要約すると、そういうことになる。

　じゃあ、答えなんて決まってるじゃないか。

「今の蓬ほう莱らいさんは、ウイルスの入ってない入れ物みたいなものなんでしょ？」

「そうだね」

「じゃあ、そのままでいいじゃない。蓬莱さんを作った宇宙人が何を思って人間を滅ぼそうとしているのかは知らないけど……滅ぼすことができなくなったんなら、それで特に問題は――」

「駄目なの」

　悲しげに、そう言う。

「もう時間がないの。放ほうっておいたら、そのまま時間が来てこの星の生命体を死滅させる」

　時間がないって……突然、そんなことを言われても。

「どうして、人型の兵器にしたんだと思う？」

　続けて、そんなことを聞いてくる。

　わかるわけがない。危険だというだけで相手を全滅させようとする宇宙人の考えていることなんて、わかるわけがない。

「私を最終決定者にしたのは何でだと思う？」

「……」

「すぐに生命体を死滅させないのは……何でだと思う？」

　全すべての質問に答えられなかった。

　沈黙していると、彼女は答えを教えてくれた。

「私という存在が、最後のチャンスなの。私は最初からこの姿で生み出されたわけじゃないの。最初は赤ん坊から始まった。そして人と同じように時間をかけて、今の姿になったの。月つき野の瀬せ高校二年、蓬莱ありすに」

「兵器なんでしょ？　何で、そんな普通の人間みたいに……」

「私に学ばせたかったの。この星に住んでいる生命体の本質を。人間という存在の真実を」

「……」

「そして私が答えを出すの。滅ぼすか、滅ぼさないかの答えを……」

「それにタイムリミットがあるっていうの？」

「うん」

「それって……」

　わかってた。あまりいい答えは返ってこないって。

「今日を入れて、あと四日」

　思っていたのより、悪い答えだった。

「四日経たつとどうなるの？」

「当初の予定通りに、そのエネルギー体が大気に混ざってこの星全体に広がっていく。この星の大気で一番活動が活発になるように作られているから、一日もあれば全世界に広がると思うよ。そしてそれは人間という生命体を死滅させるのに一番適した形で作られているから――」

「人類は、滅んじゃうっていうこと？」

　小さく、蓬ほう莱らいさんは頷うなずいた。

　空気が重い。こういうのは嫌いだ。

「滅ぼされなかったら、何か変わるの？　たとえば、その宇宙人たちがこの星に来るとか」

「ううん。そういう目に見える変化はないよ。私を作った生命体が、この星の生命体は危険じゃないって判断するだけで……それ以外は、特に何も変わったりはしない。だけど、危険だって判断されたら――」

「根こそぎ滅ぼすってわけか……」

「それを防ぐためにも、まずはどこかに行ってしまった私のかけらを見つけないと」

　だけど、どうにかして見つけたところで、結局は……

「蓬莱さんは、どうするつもりなの？」

「どうするって？」

　最後にそれを決めるのは彼女。その彼女がすでに最悪の決定をしているのなら、わざわざ捜す意味なんて……

　答えが恐こわかったから、会話をそこで区切り、その後は何も聞かなかった。

　自然と二人の会話がなくなる。雑踏の音だけが耳につく、嫌な感じの雰囲気だ。

「そ、そういえば、あることって何なの？　そのエネルギー体ってのを見つけても、それをしないと終わりにはならないんでしょ？」

　雰囲気を変えるために、そんなことを聞いた。

「うん……終わりにはならないね」

「よかったら、そのあることってのを教えてほしいんだけど」

　蓬莱さんが妖あやしく笑ったような気がしたのは、俺おれの気のせいだったと思う。

「くちづけだよ」

「くちづけっていうと……」

「キスってことだね」

　顔が赤くなりそうだった。

　蓬莱さんとのキス。それを頭が勝手に想像してしまっている。

「その生命体間での求愛行動。それをするということは、その生命体に心を許しているということ。その星の生命体を認めるということ。だからそれで死滅という結末は回避され助かるということになるの」

「そ、そっか……」

　勝手な想像が膨らむ。視線が、蓬莱さんの形のいい桃色の唇に向いてしまう。

　蓬ほう莱らいさんがどうしてこんな話を俺おれにしているのかはわからない。だけど、今はそんなことはどうでもよくて……蓬莱さんの唇が気になってしょうがない。

　好きな子とのキス。それを想像して、興奮しない男がいるわけ……



「そしてそれで、私は消滅する」

　勝手な興奮で熱を上げた俺の全すべてを、その一言が吹き飛ばした。



「……蓬莱、さん」

「そこで私の役目はお終しまい。だからくちづけをきっかけとし、私を包む全てが原子レベルでの崩壊を起こすの」

　またあの顔をした。

　いつか枯れてしまう花みたいな、儚はかなく弱い顔を。

「嘘うそでしょ？」

「最初から今まで――私は一度も嘘を言ってないよ」

「それが嘘なんでしょ？」

「……」

　儚げな顔で、蓬莱さんが微笑ほほえむ。

　頼むからやめてくれ。

　そんな、消えてしまいそうな顔はしないでくれ。

「神かん崎ざき君は気にしなくてもいいよ。私は本来存在しないものだったんだから。それが消えていっても、特に問題はないよ」

　不意に、体の中の何かが熱くなった。

「やめなよ。そんな言い方」

「……」

「蓬莱さんが嘘をついてなくて、本来は存在しなかったものだったとしても……蓬莱さんは蓬莱さんであって……ええっと、何を言いたいのか自分でもよくわからないんだけど」

　本当、何が言いたかったんだろう。俺は。

「つまり、蓬莱さんが何であったとしても……俺にとっては大した問題じゃなくて……蓬莱さんがいなくなることは……俺にとって、大問題であって……つ、つまり、俺にとって蓬莱さんは一人の人間で……消えても問題ないなんて、そんな簡単に口にしないで……」

　何度も詰まりながら、やっとのことでそこまで言えた。

「……………ありがとう」

　すると、蓬莱さんは微笑みながらそう答えた。

「不思議。神崎君と一緒だと、よくこういう気持ちになる……なんでなんだろう？　理由が、よくわからないや」

「？」

　蓬ほう莱らいさんがブランコから立ち上がる。そして俺おれの前に移動してきた。

「大体でいいんだけど、私の話は理解してくれた？」

「だ、大体なら……」

「じゃあ、これからそれを一緒に捜してほしいんだけど……」

　少し悩んで、俺は「うん」と答えた。すると彼女は「ありがとう」と微笑ほほえんだ。





　エネルギー体がどこにあるのか。それは当然わからない。それどころか、その後に受けた蓬莱さんの説明によると、どんな形をしているのかもわからないそうだ。

　一つの街を舞台に、顔も名前も知らない人間を捜すようなもの。たった四日で、見つけることなんてできるんだろうか。

　唯一の救いは、蓬莱さんが見れば感覚ですぐにわかるということくらい。それ以外には、手掛かりはない。

　この星、最大の危機。

　蓬莱さんの話を――真に受けると――そういうことになる。

　だけど、俺はそんなことはどうでもいいと思っていた。

　蓬莱さんが消える……

　嘘うそだって思い、話を信じていないのに……それだけが、ずっと頭に残っていた。
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　彼女の言ったことは本当のことなんだろうか？

　彼女は兵器で、人間を死滅させようとしていて……キスをしたらみんなは助かって、だけど代わりに彼女が消えてなくなって……

　嘘うそみたいな話だ。いや、嘘でなければいけない話だと思う。だけど、彼女はそんな嘘をつくような人ではない。

　じゃあ、信じるのか？

　第三者にそう聞かれたとする。俺おれは、信じないと答えると思う。いや、そう答えるのは、俺だけじゃないはずだ。

　そんな話を信じる奴やつは、この世には一人もいない。

　これは、そういう種類の話だと思う。

　だけど、それを話してくれた蓬ほう莱らいさんの顔を思い出すと……

「あんな話、嘘に決まってるじゃない」

　そう彼女が言ってくれれば、どんなに気が楽か。

　ずっと考えて、ずっと悩んで、寝ることができなくて……その日は、寝坊してしまった。





　全力で走ったおかげで、大体いつもどおりの時間に正門までたどり着くことができた。

　あたりの生徒も焦あせっていない。ここまでくれば、普通に歩いて大丈夫だろう。

「ふう」

　思わず、安あん堵どのため息がもれた。

「ふう、よかった。間に合ったみたいです」

　今の俺の心情。それを、俺じゃない誰だれかが言葉にした。

　呼吸を荒くした小さな女生徒が一人。トレードマークのお団子を頭に乗っけた、真ま央お塚づかである。軽く弾はずむ息と、かすかに感じる石せつ鹸けんの匂におい。普段となんら変わりのない真央塚がそこにいる。

「あ、センパイ。おはようございます」

「おはよう……って、そんなに急いで、寝坊でもしたのか？」

「はい。ビックリするくらい寝過ごしちゃいました。やっぱり夜よ更ふかしは駄目ですね」

　真央塚でも夜更かしすることがあるんだ。普通に早く寝て普通に早く起きてそうなイメージなのだが……

「何かしてたのか？」

「ふぇっ」

　真ま央お塚づかが露骨に驚いた顔をする。

「いや、言いたくないんなら別にいいけど」

「あはは、ちょっとお伝えしにくいことなんで……」

　下へ手たなお茶の濁にごし方。嘘うそを上手につけないところが、とても真央塚らしい。

　そのまま並んで昇降口を目指す。その途中で、真央塚が俺おれに話しかけてきた。

「悩みでもあるんですか？」

「えっ」

「朝からそんな暗い顔してるなんて、センパイらしくないですよ」

「そ、そんな顔してるか？」

「はい。妻の不倫に悩んでるサラリーマンみたいな顔してます」

「……どんな顔だよ」

「悩みがあるんだったら、真央塚お悩み相談室がご相談に乗りますよ」

　胸を張り、私に任せてくださいといった態度で、真央塚が俺の心配をしてくれている。それを無下に断るのも失礼だ。

「大丈夫だよ。失なくしたものが見つからなくて悩んでるだけだから……」

「何を失くしたんですか？　思い出とかじゃなければ、一緒に捜してあげますよ」

「人類を滅ぼすためのエネルギーだよ」

　人に聞いたゴシップを話す感覚で、昨日聞いた蓬ほう莱らいさんの話を真央塚にしてみた。

「ふぇ？」

　すると、予想よりも真面目まじめな反応が返ってきた。

　驚きに満ちた顔で、真剣に俺の顔を見つめてくる。性た質ちの悪い冗談にしか聞こえないセリフに対してそんな顔をするなんて、やっぱり真央塚は純粋だ。

「ええええええっと……」

　次に、真央塚は激しく動揺し始めた。

　こんな話、そんな風にあっさりと信じ込まないでほしい。

「冗談だよ。そんなもん、あるわけないだろ」

「え、あ、お、う、い……」

　並び替えたら「あいうえお」になる。

「あ、あのぅ……センパイ」

「うん？」

「え、ええっと、あの、その……」

　何か言いたそうな感じ。だが、何を言いたいのかはわからない。

「ええっと、今日の放課後、部室に行きますか？」

　唐突に話題が変わった。

　どうして急に、部室の話になるんだ？

「いや、行かないと思うけど……」

　そんな暇はない。今日の放課後も、蓬ほう莱らいさんとの約束があるのだから。

「そ、そうですか。わかりました。じゃあ、部室には来ないでくださいね」

「……来るなはないだろ。一応俺おれは部長なわけなんだから」

「あ、そういうわけじゃなくて……ちょっと、人目を避けてやりたいことがあるものですから」

　人目を避けてやりたいことがある。本当に人目を避けたいのなら、それは言わない方がいいと思うのだが……

「わかったよ。じゃあ行かないから、安心してくれ」

「大したことはしませんよ。ええっと、大根はどうして白いのかを研究するだけですから」

「……そう。頑張れよ」

「は、はい」

　真ま央お塚づかとは下駄箱で別れた。一年の教室に向かっていく小さな背中。俺も、あの子みたいに前向きに楽しく生きてみたいものだ。

　だけど、俺はそんな生き方ができないから。

　とりあえず今は、目の前の問題に頭を悩ませよう。





「女の子って、何のために嘘うそをつくのかな？」

　昼休み。俺は麗れいちゃんの教室に行き、彼女と話をした。

　情けない話なのだが、こういう時、俺は決まって麗ちゃんを頼りにしてしまう。俺が知っている誰だれよりも頼りになる存在だから、すがりたくなってしまうのだ。

「え、えっ……ど、どうしたんですか？　突然、そんなこと……」

　珍しく、麗ちゃんが動揺している。普段こういったことを口にしない俺がそんな質問をしたから、驚いているんだろう。

「いや、ちょっと……」

　相談目的で来たはずなのだが、上う手まく相談できない。上手く相談しようと思ったら、どうしても昨日の話をしなくてはいけなくなってしまう。

　あんな話、麗ちゃんにできるわけがない。

　そういう気持ちがあるから、俺は曖あい昧まいなことしか言えなかった。

「知り合いの女の子が、凄すごく真面目まじめな顔で、凄く不思議なことを言うんだ。信じてあげたいけど、普通に考えたら信じられない話で……なんで、そんな話を俺おれにするんだろうって思ったら、わけがわからなくなって」

「あっ。そ、そうなんですか……………そうですよね。そういう話に決まってますよね」

「？」

「あ、いえ。こっちの話です」

　意味深な言い方のせいで、変な誤解を与えてしまったようだ。

　誤ご魔ま化かすように笑う麗れいちゃんは、自分の勘違いを払ふつ拭しよくしようとしているようにも見えた。

　麗ちゃんが一度だけ瞳ひとみを閉じ、間を取る。そして、いつもの調子で言葉を返してくれる。

「女の子が嘘うそをつく時は、相手をしてほしい時と決まってるものです。どんな話をしたのかは知りませんけど、輝てる幸ゆき君に聞いてほしかったから、その子はそういう話をしたんじゃないですか」

「俺に聞いてほしかった……」

　そう考えると、ますますわけがわからなくなる。

　どうして、俺なんだろう？　何か特別な力があるというわけではないし、物を捜す能力が人より優すぐれているというわけでもない。

　単純に何かを捜すのなら、勘が鋭い麗ちゃんや、人脈のある三み島しまに頼んだほうがいいはずなのに……

　昨日からずっとそうだった。どれだけ考えても、必ずそこにたどり着いてしまう。

　蓬ほう莱らいさんは、何を考えているんだろう？

「輝幸君」

　麗ちゃんが俺を呼ぶ声。穏やかで優しい、人を安心させるいつもの声だ。

「その女の子って、蓬莱さんのことですか？」

　直接的に聞かれた。

　普通だったら、動揺して見苦しく誤魔化したと思う。だけど、相手が世界で一番信用できる幼おさな馴な染じみの女の子だったから、俺は「うん」と答えた。

「……そうですか。じゃあ、私から輝幸君に言えることは一つだけです。頑張ってくださいね」

　強くもなく弱くもない。そんな、ちょうどいい力でいつも背中を押してくれる。

　この子と幼馴染みで本当に良かったと思う。

　好きな人のことを、この子に相談して本当に良かったと思う。

「ありがとう。どうなるかはわからないけど、とりあえず頑張ってみるよ」

　麗ちゃんのおかげで心が軽くなった。それだけでも、ここに来た意味はあった。

　俺は麗ちゃんにお礼を言い、彼女の教室を後にした。





　全すべての授業が終わり、放課後になる。急いで帰り支度を終え下駄箱に向かうと、彼女はそこで俺おれを待っていた。

　流れるような艶つややかな黒髪。その黒さが、雪のように白い肌を際立たせている。

　勝手な想像だが、和服を着て真っ赤な口紅をしたら、透明感のある落ち着いた美少女から、幻想的な妖よう艶えんさを持った大人おとなの女性に変身することだろう。

　男なら絶対に見み惚ほれる立ち姿。手て提さげ鞄かばんを両手で持って、瞳ひとみを閉じて静かにうつむいている。周りの生徒全てが風景に見えるほどの存在感。話しかけずに、そのまま永遠と眺めていたい気分だ。

「蓬ほう莱らいさん」

　名前を呼ばれ、彼女が瞳を開く。一度だけ微笑ほほえむと、彼女は何も言わずに下駄箱に向かった。蓬莱さんが下駄箱を開けて靴を取り出す。が、彼女はそれを履かずにすぐに下駄箱に戻した。どうやら、下駄箱を間違えたようだ。隣の下駄箱から靴を取り出すと、今度はそれを普通に履いた。

　正門を抜け、昨日と同じように人ひと気けの多い駅前の方に向かう。時間が時間なので、下校中の生徒が周りにたくさんいる。その流れの一員として、俺たちは会話もなく縦に並んで歩いていた。

　そして昨日の公園にたどり着いた。先ほどまでの人ごみがなく、立ち入り禁止区域かのようにここは静かだった。

　昨日と同じようにブランコに座ろうとして、昨日と同じようにしりもちをつく蓬莱さん。それに「大丈夫？」と声をかけてから、俺はその隣のブランコに腰を下ろした。

「捜しに行かないの？」

　待ち合わせでもしているかのような雰囲気。一刻をあらそう状況とは思えない。

　深い考えがあってゆっくりしているのかと思った。だけど、彼女の答えは。

「人ごみは嫌いなの」

　という、マイペースなものだった。

「大した人ごみじゃなかったと思うけど」

「それでも、嫌いなものは嫌いだから」

　ピーマンを食べられない子供のような理由。蓬莱さんの落ち着いた顔で言われると、若干の違和感がある。

　結局、それから一時間、俺たちはブランコに座ったままで時間を潰つぶした。





　捜し物がどこにあるのか、蓬ほう莱らいさんはまったく見当がついていないのだろう。捜索しながら、それを強く実感した。

　細い裏路地に入り適当に歩いて大通りに出たと思ったら、また人ひと気けのない路地に入っていって……客観的な感想としては、いなくなってしまったペットを捜しているような感じだ。

　だが、彼女の顔に焦あせりの色はない。いつものように落ち着き払った顔で、淡々と歩いている。

　その顔を見ていると、わずかにあった信じるという気持ちが消えていった。

　彼女のかけらを懸命に捜そうという気持ちにはならない。今はただ、彼女の真意を考えながら、彼女についていくだけだった。

　このまま、ずっと一緒にいたいな……

　同時にそんな思いが、頭に浮かんだ。

　人通りの多い街中を、二人で歩いている。

　結構いい時間なので、部活や遊び帰りの学生の姿がチラホラと見えた。

　その中の一人が、ソフトクリームを食べながら歩いている。その姿を、蓬莱さんは羨うらやましそうな顔で見つめていた。

　蓬莱さんは、ソフトクリームが大好きだった。が、ある事情で、自分で買うようなことは滅めつ多たにしない。いつも、人が食べているのを羨ましそうな顔で見つめているだけだ。

「買ってあげようか？」

　俺おれがそう言うと、蓬莱さんは少しだけ驚いた顔で俺を見返した。

「でも、それだと神かん崎ざき君に悪いし……それに、私、上う手まくあれを食べることができないから……」

「でも、食べたいんでしょ？」

　遠慮して断ろうとしている蓬莱さんにそんな言葉をかける。すると、遠慮気味のままだが、今度は「うん」と言って首を縦に振った。

　近くのコンビニで、一つだけソフトクリームを買う。それから俺たちは、座るのにちょうどいい場所を見つけてそこに腰を下ろした。

　蓬莱さんにソフトクリームを手渡す。彼女は、俺ではなくソフトクリームを見ながら、ありがとうと言った。

　蓬莱さんが宝物を見るような目でソフトクリームを見つめている。が、すぐに食べるようなことはしない。まずは視覚で楽しむといった感じで、彼女は上からそれを眺めていた。

　しばらく眺めた後、蓬莱さんはそのソフトクリームをゆっくりと小さく動かし始めた。

　いつもと同じことになるんだろうな……

　蓬莱さんを見ながら、俺はそう思った。

　自分で動かしているソフトクリームを、真面目まじめな顔で見つめ続ける蓬ほう莱らいさん。黙ってそれを続けた結果、蓬莱さんは目を回してクラッとなってしまった。

「大丈夫？」

「う、うん。ちょっと、目を回しただけだから……」

　蓬莱さんがソフトクリームを自分で買わないある事情。それは、ソフトクリームのとぐろを見つめすぎて目を回してしまうからだった。

「駄目だね。気にしないようにはしてるんだけど……」

　もはやそれは、直したくても直せない癖くせのようなものなのだろう。本人は無視しようとしているのだが、気がつくと目で追ってしまい、目を回してしまうということだった。

　食べたいのに、口まで運ぶことができない。ソフトクリームを見つめる蓬莱さんは、逢あいたくても逢えない恋人を想おもっているよう。

　最終的に、蓬莱さんはいつも目を瞑つぶってソフトクリームを食べていた。

　小さな舌を出し、目を瞑ったままソフトクリームを舐なめる。美少女が無防備な姿で、子猫のような仕草を見せている。それに見み惚ほれない男は、この世にいないと思う。

「どうかしたの？」

　目を開けた蓬莱さんに、そんなことを言われた。きっと、恐こわいくらい真面目な顔で、俺おれは彼女の姿を見ていたのだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      「い、いや、なんでもないよ……」

　慌あわててそう答えた。

　買ってあげてよかった。

　再び目を閉じてソフトクリームを食べる蓬ほう莱らいさんを見ながら、そう思った。





　その後、何一つ進展はなかった。

　時計は午後八時前を指し示し、辺りは暗くら闇やみに包まれている。

　昨日はこれくらいの時間で解散になった。

　家には親がいる。その親は当然俺おれの帰りを待っている。門限があるわけではないが、遅くなったら遅くなったで問題がある。

　駅前に設置されている大きな柱時計を見て、蓬莱さんが言った。

「ありがとう。今日はもういいよ」

　帰っていいよ、という意味だろう。

「もういいの？　まだ、ほとんど何もしてないけど……」

　昨日と今日。やったことといえば街中を適当にブラブラと歩いただけ。時間と体力の消費に見合う成果は得られてなく、進展度は当然ゼロになる。

「もういいよ。神かん崎ざき君は、充分やってくれたから」

　はっきり言って何もしていない。彼女の後ろをノコノコとついていっただけで、いてもいなくても関係なかったと思う……

「今日を入れて、あと三日しかないんだよね」

「そうだね」

「それにしては、ずいぶん落ち着いてるね」

「焦あせっても、何も変わらないよ」

「そ、それはそうだけど……」

　そんな、事務的な機械みたいな反応はやめてほしい。

「神崎君は、恐こわい？」

「なにが？」

「みんなが消えてしまうこと、自分が消えてなくなること、大切な全すべてが、消えてなくなってしまうこと――神崎君は恐い？」

　百人中、百人が恐いと答える。これはそういう質問なんだと思う。だけど、他ほかに色んなことを考えていたから、俺はその質問がピンとこなかった。

「よくわからないんだ」

「どうして？」

「みんなが消えてなくなるって言われても……うまくは想像できないし、自分が消えてなくなるって言われても……俺おれはいつもどおりに生活してるわけだし、大切なものがなくなるって言われても――」

　大切なものって、なんだろう？

「よくわからなくて……」

「好きな人はいないの？」

「……」

「好きな子が消えてなくなってしまう。それを恐こわいとは思わない？」

　その質問には、すぐにピンときた。

「蓬ほう莱らいさんがいなくなるのは、恐いけど……」

「えっ？」

「アッ……………」

　言ったすぐ後、しまったと思った。

　好きな子がいなくなるのを恐いと思わないのと聞かれて、すぐに彼女の名前を出す。そんなの、告白と変わらないじゃないか。

　一気に体温が上がった。きっと、今は真っ赤な顔をしているんだろう。

「そう、ありがとう」

　落とし物を拾ってもらった。彼女のお礼の言い方は、そんな感じだった。

「じゃあ、今日はこれくらいで――」

「あ、あのさ」

　彼女が言い終わる前に、言葉を挟んだ。

「？」

「蓬莱さんは、恐くないの？」

「何が？」

「みんなが消えてなくなること、自分が消えてなくなること、大切な全すべてが、消えてなくなってしまうこと――蓬莱さんは恐くないの？」

　今さっきされた質問を、今度は俺が彼女にした。

「……わからない」

　今さっきの俺と同じような、答えだった。

「前はちゃんと割り切ってた。私は人間でなくて物で、役目を終えて消えるしかない。だから、恐いと思っても意味はない。頭を使うだけ無駄。考えるだけ損。何も思わずに、使命に従ってその時までの時間を過ごす。それが一番良い事だって、ずっと思っていた」

「今は違うの？」

「うん。どうしたいのか、自分でもよくわからないの。それどころか、何を考えて、何に悩んでいるのかもわからない……ちょっとした不都合が起きたせいね。本来ならありえない――決断しないって決断をしてしまいそう」

「決断をしない、決断……」

　言葉を発する蓬ほう莱らいさんが、なぜかいつもよりも遠くに見えた。

「私はね、この世界に生きている生命体は消えてなくなるべきだと思う。そして実際に、私はそう決断していた」

　彼女の話によると、彼女は決定者らしい。この星の運命を握る、最後の。

「だけど……何かが……私にもわからない何かが……その決断を否定するの。耳を澄まさないと聞こえないくらいの小さな声で……このままでいいのかって聞いてくるの。どうしてそんなことを言ってくるのかはわからない。そしてそれにどう答えたらいいのかも……私にはわからない」

　とても儚はかない顔をする。とても悲しい結末が用意されている物語の、ヒロインのようだ。

「人間という生命体は消えてなくなった方がいいと思う。その方が、絶対に宇宙のためになると思うから……だけど、この人は消えないでほしいって思う人が存在するの。本来ならありえない感情。その感情の正体がわからないから……私は……私は……」

　最後の方は、気持ちを振り絞っているような言い方だった。

　彼女の言葉は、なんとなく程度にしかわからなかった。

　人を好きになりかけているから、人を滅ぼしたくない。だけど、人は滅びなければいけないと思う。その矛盾が、決断することを邪魔している。

　蓬莱さんが言いたいのはそういうこと……なんだと思う。

　聞き流すのが一番いい選択だということはわかっている。だけど、彼女のために、俺おれは何かを言ってあげたかった。

「蓬莱さんは……みんなのこと、好きじゃないの？」

「えっ？」

「たとえばってことだけど……麗れいちゃんとか真ま央お塚づかとか三み島しまとか、クラブにいるみんなのことは好きじゃないの？」

　蓬莱さんのセリフを聞いていると、とても簡単な問題を、とても難しく考えているような気がした。だから、俺は俺が思いつく一番簡単な質問を彼女にした。

「人間がどうしたとか、そんなに難しく考えないで……単純に、周りにいるみんなのことが好きかどうかで考えてみたら――」

　初めて見る顔だった。

　生まれてからこの瞬間まで。ずっと探し求めていた何かが自分のすぐそばにあった。それに、言葉もなく驚いている。

　そんな顔をする蓬莱さんを見るのは、これが初めてだった。

「そっか……………私は……」

　何かに気づいたように、自じ嘲ちよう気味に笑う。蓬ほう莱らいさんらしくなく、表情が二転三転している。だが、それはほんの少しの間だけで、自分の中の気持ちに整理をつけると、彼女の表情は普段の気持ちの読めないものへと変わっていった。

「ありがとう神かん崎ざき君。少しだけ、わからなかったことがわかったような気がする」

　そう言われても、俺おれには何のことだかさっぱりわからなかった。

「それじゃあ、今日はありがとう。また明日、お願い」

　気持ちの読めない声こわ音ねで、別れを促す。

「蓬莱さんは帰らないの？」

　にこっと、笑っただけだった。

　そして電灯のない暗くら闇やみの方へ消えていく。俺はそれを、見えなくなるまで黙って見守るだけだった。
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「お化けが出ます」

　なぜか正門で俺を待っていた真ま央お塚づかが、そんなことを言った。

「お化けが出ますじゃなくて、まずはおはようだろ」

「おはようございます。そんなことより、お化けが出ます」

　相変わらずだな。できれば、もう少しこちらのペースに合わせてほしい。

「そっか、それは恐こわいな、除霊して、塩をまいて、お札をはっといたらどうだ」

「センパイがお札をはって塩をまいて除霊してください」

「……なんで俺が？」

「だって……………お化けが出るのは旧校舎なんですもん」

「旧校舎？」

　確かに、出てもおかしくはない雰囲気の校舎だが、そんな噂うわさは一度も聞いたことがない。

「気のせいだろ。ネズミかなんかを見間違えたんじゃないのか」

　俺おれがそう言ったら、なぜか真ま央お塚づかの雰囲気が変わった。大切な事を言おうとしている、そんな感じに。

「ち、違いますよ。小さな子供くらいのお化けで……私、この目でちゃんと見ましたもん」

「じゃあ子供なんだろ。探検ごっこかなんかで、高校に忍び込んだんじゃないのか？」

「あ、あれは絶対に普通の子供なんかじゃなかったです。あれはお化けです。私が言うんだから、間違いないです」

　そんなこと言われても困るんだけど……そう思いながら、昇降口の方に向かっていく。

　その途中、小声で誰だれにも聞かれないように真央塚が言った。

「セ、センパイにだけ言いますけど……実はそのお化けって、蓬ほう莱らい先輩に似てるんですよ」

「――」

「もしかしたら蓬莱先輩と関係があるのかもしれません。でも、このことは誰にも言わないでくださいよ。センパイと私だけの秘密ですからね。誰かに喋しやべったら針千本飲ませますよ」

「――言わないよ。そんな話」

「……約束ですよ。センパイと私だけの秘密ですよ」

　まさか……いや、そんなことあるわけ……

「二人だけの秘密……ちょっと、大人おとなな感じがしますね。きゃっ、私ってばおませさんです……………って、置いてかないでくださいよ」

　物思いに耽ふけりながら一人で進んでいくと、後方からそんな声が聞こえた。





　その日も何の進展もなかった。

　今日を入れてあと二日。つまり、明日が最後の日ということになる。なのに、何も変わっていない。いつもと同じように、街中を適当にぶらつくだけ。

　蓬莱さんは何を考えているんだろう？

　何を思ってあんな話をして、何を思って俺をこんな風に連れまわしているんだろう？

　蓬莱さんの背中を見ながら、数えきれないくらい、そんなことを思った。

　昨日別れた場所。昨日と同じくらいの時間。昨日と同じように時計を見た蓬莱さんが、俺の方を向く。

「いい時間になったね。じゃあ、神かん崎ざき君はもう帰ってもいいよ」

　昨日と同じように、帰ることを促される。その声から、蓬莱さんの気持ちを窺うかがうことはできない。

「あのさ、俺の記憶違いじゃなければ……明日が、最後の日なんだよね？」

「そうだね」

「じゃあ……こんなに簡単に解散してもいいの？　もう少し、捜したほうが……」

「まだ明日があるよ。だから、大丈夫だよ」

　穏やかで落ち着いている口調。あの日の説明によれば、確かにまだ時間はある。だけど、時間があるからといって、そこまで落ち着いた顔をしているのやっぱり不自然だ。

　やっぱり、あの話は嘘うそだったんだ……だからこんなにも落ち着いていて……

　蓬ほう莱らいさんのかけらなんてものはこの世界のどこにもなくて、捜すだけ無駄なんだ。

　そう思い自分を納得させようとした時。

『お化けが出ます』

　真ま央お塚づかの言葉が、頭に浮かんできた。

「蓬莱さん。まだ、時間いいかな？」

「……いいけど、どうかしたの？」

「ちょっと、付き合ってほしい場所があるんだけど……」

　信じているわけではない。むしろ、動機としてはその逆だ。

　可能性がある場所に行って何も起こらない。それは、証拠になる。蓬莱さんの話が嘘だったという、証拠に。

　俺おれは蓬莱さんの嘘を証明するために、彼女を連れて夜の学校へと戻っていった。





　恐こわいな……

　人ひと気けのない夜の学校を前にすると、嫌でもそう思ってしまう。真央塚の言葉を真に受け、ここに来たことに若干の後悔が生まれつつあった。

「……………ねえ、神かん崎ざき君」

「なに？」

「どうして……ここなの？」

　答えに困る質問。ここで、真央塚の名前を出すわけにもいかない。

「いや、ちょっと……お化けが出るって噂うわさがあったから、もしかしたらって思って……」

「そう」と答えた蓬莱さんは、何かの感情を抑えているようにも見えた。

　すでに閉まっていた正門を乗り越え、校舎を回りこんで裏庭に向かう。

　蓬莱さんは顔色を変えずに歩いている。本当に落ち着いていて、俺は気づかぬうちに心の中で彼女を頼りにしてしまっていた。

　暗く静かな裏庭を抜ける。夜に見る旧校舎は、どうしようもないくらいに不気味で恐い。

　ふと、蓬莱さんの動きが止まった。

　驚いた顔で何かを見つめたまま固まっている。何に驚いているのだろうと視線の先を追う。その先にいたのは、一人の女の子だった。

　長い髪の毛。心を失なくしたような瞳ひとみ。五、六歳といった感じの小さな体。白いワンピースという服装。顔や雰囲気が、どことなく蓬ほう莱らいさんに似ている。

　なんで、こんな時間にこんなところに、こんな小さな子供が……

　強く、心臓が鳴った。

「うそ……」

　吐息のような蓬莱さんの声。

「もしかして、あの子が……」

　ありえない。そんなこと、あるわけがない。

　あんな話、嘘うそに決まっている。

　息を呑のみながら、蓬莱さんに聞いた。

「あの子が、蓬莱さんのかけら？」

「う、うん……」

　蓬莱さんは動揺したまま答えた。その姿に、嘘のようなものは感じられなかった。

　それは、とてもあっけなく見つかった。そしてそれが見つかったということは……

　そんな馬ば鹿かな……そう自分に言い聞かせ、頭を振る。

　蓬莱さんの様子を窺うかがう。彼女の話では、あの子を捕まえたら問題解決になるはずだ。

　だが……



    

  
    
      



    

  
    
      「……なんで、どうして……こんなところに……なんで……」

　蓬ほう莱らいさんは喜ぶことなく、話しかけられないほど強く動揺していた。

「どうして……ここに……」

　どうしたらいいのかわからないので、黙って様子を見守る。

　最初は動揺していた蓬莱さんだったが、しばらくするとその動揺も消えた。

　一度だけ目を瞑つぶり、呼吸を整えるようにして息を吐く。そして彼女は、いつものような瞳ひとみでその女の子を見つめ、ゆっくりと近づいていった。すると、その女の子はこちらに背中を向け裏門の方に向かって走り始めた。

「うそ……」

　逃げていく少女を捕まえようと、蓬莱さんが手を伸ばす。

　蓬莱さんの手が少女の肩を掴つかむ。だけど、その手は少女を捕まえることができずに……青白い光を発し、通り抜けていくだけだった。



　あの話は……嘘うそじゃなかったんだ。



　心に、ぽっかりと穴が開いたような気分だった。

　蓬莱さんの話は本当のことで、宇宙人が人間を滅ぼそうとしていて、彼女はそのために送り込まれてきた使者で……

　心が空からっぽになるような気がした。だけど、俺おれ以上に動揺している蓬莱さんを見ることで、俺はなんとか冷静さを保つことができた。

「ありえない。あれが、私から逃げ出すなんて……」

「……」

「あれは意思を持たずに漂う空気のようなもの。何も考えずに、流されるままの行動しかしないはずなのに……」

「お、追いかけられそうだったから、逃げ出したんじゃないの？」

「それを理解する力はないはず。追いかけられたって、そのままそこに立っているだけのはずなんだけど……」

　事情はよくわからない。が、今何をしなければいけないのかはわかる。

「追いかけた方がいいんだよね？」

　その言葉に、蓬莱さんはハッとした。

「うん。追いかけないと」

　女の子が逃げていった裏門の方に向かって走り出す。校舎のそばを抜け、見通しがいい場所にたどり着く。だが、もうそこに女の子の姿はなかった。

　裏門を乗り越え外に逃げたのか、辺りの茂みに隠れているのか。恐らくはそのどちらかだろう。

　ふと、横に目をやった。旧校舎に入れる窓がある。そこも逃げ場所として考えることができるが……

　窓は閉まったまま。開くかなと思い、窓に手をかけてみる。返ってきたのはガチャリという無機質な音だけで、しっかりと施錠されているようだ。ついでに覗のぞき込んでみる。予想通りというか、見えるのは木造の廊下だけだった。

「外に、逃げたのかな？」

　尋ねても答えはない。弱く唇を噛かみ、蓬ほう莱らいさんは一人で何かを考えていた。

「これから、どうするの？」

　再び蓬莱さんに声をかける。蓬莱さんは考えることをやめ、俺おれの方を向いた。

「捜したいけど……」

　なぜか、心配そうな顔をしている。

「ど、どうかしたの？」

「時間……」

「あっ」

　やばい。いいかげん帰らないと、お説教だけでは済まなくなる。

「神かん崎ざき君は、もう帰って」

「でも、せっかく見つけたんだから……」

「大丈夫だよ。まだ、明日があるから」

「だけど……」

「神崎君は、心配しないで」

　無理な話だ。あの話が本当だったということは、明日が人生最後の日になるかもしれないということだ。

　それで、どうやって落ち着けっていうんだ。

「明日……また、お願い」

　わがままな子供を説得するかのように、蓬莱さんは軽く笑った。

　蓬莱さんがそうしてほしいと言うのなら、俺は黙ってそれに従うしかない。ここで自分の意志を貫いても、彼女の邪魔になるだけだろう。

「わかった……じゃあ、また明日」

　そう答えて、捜索は終了した。

　学校から出て、二人で並んで歩く。別れ道にたどり着くまでの、あまり長くはない時間。聞きたいことを聞けないまま、俺は蓬莱さんの隣を歩いていた。

　俺は、どうしたらいいんだろう？

　聞きたいことが山のようにあった。だけど、聞けない。

　悲しくなるくらいに儚はかない顔は、いつも俺おれから全すべての言葉を奪っていった。

　ずっと無言。足音以外、何もない。

　不意に、手にぬくもりを感じた。

　見ると、蓬ほう莱らいさんの手が俺の手に触れていた。

「神かん崎ざき君」

「な、なに？」

　女の子のぬくもりと柔らかさが、触れている箇所から流れ込んでくる。一気に鼓動が速くなって、上う手まくものが考えられなくなった。

「手を、繋つないでもいいかな？」

「え……べ、別にいいけど……」

　断るという選択肢が頭をかすめるわけもなく、自然とそう言ってしまっていた。

「ありがとう」

　微笑ほほえみながら、蓬莱さんが俺の手を握ってきた。

　体中の全部の神経がそこに集中した。血の流れが速くなっていく。唾つばを飲む回数が増える。意味もなく大きな声を出したくなる。

　自分でも呆あきれるくらいに、興奮していた。

「温かいね。人間って」

「……」

　人間って単語が、どうしようもなく耳についた。

　横目で、蓬莱さんを盗み見る。

　白い肌。長い黒髪。綺き麗れいな顔。人を寄せつけない独特の雰囲気。

　あの話は本当のことだった……ということは、彼女は人間じゃなくて……

　……いや、どうでもいいや。そんなことは。

「私は、これが好き。どうして好きなのかって聞かれても上手くは答えられないけど……私はこれが好き」

　夜の風と空気が、彼女にはよく似合っていた。

「蓬莱さんも、温かいよ」

　頭が思うよりも先に、そう言っていた。

「人間なんだから、温かくて当然だよ。冷たい人間なんていないよ。だから逆にいえば、温かければその人はちゃんとした人間っていうことになって……蓬莱さんは、ちゃんとした温かさを持ってるから……」

　この言葉に、意味はあるのかな？

　言って、そう思った。

　その言葉を聞いた彼女が、小さく笑う。

　少しだけ寂しそうな笑顔だが、手のひらで感じるぬくもりと同じように、その笑顔は温かかった。

　そこでやっと、俺おれは彼女の手が、とても小さく震えていることに気づいた。

「ごめんね、神かん崎ざき君」

「……何が？」

「迷惑、かけちゃって」

「迷惑って……別に、俺はそう思ってないよ。困った時はお互い様だし、それに――」

「違うの」

「え？　違うって、何が？」

　何か言いたそうな顔。蓬ほう莱らいさんは力なく顔を逸そらして、弱々しく息を吐いた。

「ごめん。私は、とんでもないことをしちゃったのかもしれない……今更後悔しても……意味なんてないけど……だけど、私は……」

　蓬莱さんらしくなく、感情を表に出しながら声を発している。蓬莱さんは何かを後悔しているようだった。そしてそれが彼女を苦しめている。

　それが何に対する後悔なのかはわからない。だが、何をしてあげたらいいのかはわかる。

「蓬莱さん」

　名前を呼ばれ、ざわついていた蓬莱さんの感情が元に戻る。

「大丈夫だよ。失敗したって思ったら、またやり直したらいいだけだから」

「神崎君……」

「ね。別に難しいことじゃないでしょ」

　手を握る蓬莱さんの力が、少しだけ強くなった。うつむき、俺と視線を合わせようとはしない。

「……やっとわかった。私は、みんなのことが……だから、私は……」

　苦しそうに呟つぶやく姿は、見ていて辛つらい。

　震える手、辛そうに発する言葉、答えを求めているような顔。

　落ち着いた顔をしているのは、見苦しく焦あせっても意味がないことを知っているからであって、本心からじゃないんだ。

　蓬莱さんは――恐こわがっている。

　終わりが近づき、少しだけ心の中を見せてくれたことで、やっとそれに気づくことができた。

「蓬莱さん。あまり、気にしないほうがいいよ。悩んで落ち込んでも、良い事なんかないんだから」

　無責任な言葉だということはよくわかっている。だけど、このまま苦しそうに葛かつ藤とうしているよりは、能天気に笑っていたほうがいいと思う。

　うつむいていた蓬ほう莱らいさんが顔を上げる。そこでやっと、視線を合わせることができた。

「……そうだね。神かん崎ざき君の、言うとおりだね」

　突然、蓬莱さんが天使みたいな微笑ほほえみを浮かべたから、直視できずに、今度は俺おれが視線を逸そらすことになってしまった。

「神崎君は、私を不思議な気持ちにさせてくれる。どうしてなんだろ？　私にとって神崎君は、特別な存在なのかな？」

「……え、ええっと」

「ふふ。ごめん。変なこと、言っちゃったね」

　蓬莱さんがそう言ったところで、別れ道にたどり着く。そして繋つないでいた手が、そっとはなれていった。

「あのさ……」

　不思議と、落ち着いていた。

　きっと、わずかとはいえ、彼女の心に触れたからだろう。

「一つだけ質問をしたいんだけど……いいかな？」

「……いいよ」

　夜の風が、頬ほおを撫なでていくのを感じた。

「その前に、一つだけ約束をしてくれないかな？」

「どんな？」

「嘘うそを、つかないでほしいんだ。真実がどんなものだったとしても、俺は絶対に受け入れると約束する。だから……」

「うん。わかった」

　穏やかに答える蓬莱さんに、俺はそれを聞いた。



「明日……蓬莱さんは、消えてしまうの？」



　他ほかのことはどうでもいい。気にしなければいけないことなのだろうが、今はそんなことを考える余裕がない。

　目の前にいるキミは、いつまで俺の前にいてくれるんだ？

　それだけが、重要だった。

「うん。消えてしまうよ」

　わかりきっていた答えだった。他の全すべてが本当なのに、そこだけ嘘だなんてありえない。俺はそれをわかっていた。だけど聞いた。

　否定してほしかったから、それを聞いてしまった。

「他に聞きたいことは？」

「……いや。特にないよ」

　聞かなければいけないことはたくさんあった。だけど、聞けなかった。

「そう。それじゃあね」

　そう言って、蓬ほう莱らいさんは暗くら闇やみの中へと消えていった。

　蓬莱さんと過ごした時間が全すべて頭から消え、言葉にできない不安がシミのように広がっていく。

　押し寄せる不安に蓋ふたをして、俺おれは家に帰っていった。



    

  
    
      



　　　５





　入学してすぐの頃ころだった。

　部活が終わった俺は、部室の窓から憂ゆう鬱うつな気分で雨を眺めていた。

　この頃のクラブは、俺と三年の先輩が一人いるだけだった。みんなが入部してきたのはもうしばらくしてからで、ちょうど三年だった先輩が引退した頃だったと記憶している。

　最初に入部してくれたのは麗れいちゃん。部員が俺一人になり、どうにかして部員を集めなければと行動していた俺を心配してくれての入部だった。その麗ちゃんに促される形で蓬莱さんを誘って、彼女が入部してくれた。それに続いて、何を思ってかは知らないが三み島しまが入部してきた。そして二年になってからのクラブ勧誘で真ま央お塚づかを獲得。そうして、今の部員構成になった。

　これはそうなる前の話。

　俺が、蓬莱さんを美人だなとしか思ってなかった頃のこと。

　旧校舎三階の部室から外を見ていると、傘をさして歩いている一人の女生徒が目に入った。彼女は裏門の方に向かっていった。

　裏門の先にあるのは鬱うつ蒼そうとした林だけで、普通は誰だれも近づこうともしない。

　そんな場所に、何の用があるのか。彼女はわき目も振らずに、歩を進めていった。チラッと見えた横顔。それで、その少女が蓬ほう莱らいさんだということがわかった。

　普段から一人でいることを好む彼女が、こんな時間に人ひと気けのない場所に何をしに行くのか？

　好奇心。それだけを理由に、俺おれは部室を出て彼女を追った。

「勝手に人をつけまわすなんて最低」つけてたことがばれて、そう言われたらどうしよう。そんなことを考えながらも、湧わき上がる好奇心に勝てずに彼女を追った。

　裏門のすぐそばにある大きな木。そこで、彼女を見つけた。

　傘をさしたまましゃがみこんで、パンを片手に、蓬莱さんは茶色い毛をした野良猫と遊んでいた。

　何だ、秘密で野良猫を餌え付づけしてただけか。

　この学校ではごくたまにだが、三み島しまの黒猫以外にも、校内に野良猫が迷い込んでくるということがあった。だが、全すべてが全て、クロのように人に慣れているとは限らない。大抵の野良猫は人を恐れ警戒し、あまり距離を詰めようとはしなかった。

　茶色い毛をした猫も、人を警戒し、蓬莱さんに近づこうとはしていない。だけど、蓬莱さんはその猫の警戒を解こうと、降り注ぐ雨を気にせず、とても優しい笑顔をその猫に向けていた。

　その笑顔に心を許して、猫は距離を詰めて蓬莱さんの差し出すパンを口にした。

　笑うと、すっごく可愛かわいいな。

　そんなことを思いながら、俺は蓬莱さんに気づかれないようにその場を後にした。

　それからも、何度か裏門の方に向かう彼女の姿を目撃した。

　ああ、今日も猫と遊ぶつもりなのか。最初の頃ころは、その程度にしか思わなかった。

　クラスで見かける蓬莱さんは、いつも落ち着いた顔で人を寄せつけない雰囲気を発していた。だから、感情豊かな顔を見せるようなことはほとんどなかった。

　そんな彼女が猫と遊ぶために人気のない裏門に向かっていく。それを目撃することは、俺にとって小さなイベントと呼べるものだった。

　裏門に向かう彼女を見るために、用事もないのに部室に行く日々が続く。

　猫と遊ぶために裏庭に向かうという、誰も知らない彼女の秘密を知っている。その事実は、俺にちっぽけな優越感を与えてくれていた。

　だが、彼女はある日を境にここに来なくなった。

　時期は受験のために三年の先輩が引退した頃。

　猫は、ある日突然何の予告もなくひっそりといなくなる生き物だ。蓬莱さんが相手をしていた猫も、例外ではなかったのだろう。毎日来ていたのが三日に一回になり、一週間に一回になり……もう二度とここには来ないだろうと思うくらいに、姿が見えなくなって――彼女は裏門に通うことをやめたんだろう。

　その頃ころになってやっと気づいたんだ。

　俺おれは、蓬ほう莱らいさんを好きになっていたんだって。

　あの笑顔を見た時、俺はすでに彼女を好きになっていたんだ。彼女の優しさが、あの笑顔から溢あふれていた。顔が綺き麗れいだからとか、スタイルがいいからだとかではない。

　理屈じゃないんだ。

　ただ――あの笑顔に心を奪われたんだ。だから、俺は蓬莱さんを好きになったんだ。

　麗れいちゃんの助言で彼女をクラブに誘った時、緊張で心臓が破裂しそうだった。その彼女が「いいよ」って答えてくれた時、大げさでもなく跳び上がって大声で叫びたくなるくらいに嬉うれしかったんだ。

　今なら胸を張って世界中の人間に言える。

　俺は、蓬莱ありすを愛していると。

　あの笑顔をずっと見ていたいんだ。あの笑顔のそばにずっといたいんだ。あの笑顔を、俺だけに向けていてほしいんだ。

　だから、お願いだから――ある日突然いなくなったりしないでくれ。

　消えてしまうなんて、嘘うそだって言ってくれ。

　宇宙人でも、地底人でも、海底人でも、何でもいいから――蓬莱ありすとして、この世界にいつまでもいてくれ。

　俺はずっと、そんなことを願っていた。





　最後になるかもしれない、今日という日。ごく当たり前のように登校して、ごく当たり前のように授業を受けていた。

　ずっと、蓬莱さんのことを考えていた。

　彼女は、どうして俺に手伝いを頼んだんだろう？

　彼女は、この世界をどうしようと思っているんだろう？

　彼女は、消えてしまうことが恐こわくないのか？

　彼女は――何を、思っているんだろう？

　最後の日とは思えないほどに、静かに時間が過ぎていく。

　放課後。なぜか二年の校舎にいた真ま央お塚づかに言われた。

「女の子はロマンチックなのが好きなんです。だから、好きな人のために最高にロマンチックなことをしてあげてください」

　わけがわからなかったので、俺おれが「何言ってんだ？」と聞くと、アイツはなぜか怒った感じで、「女心がわからないセンパイは、格好悪いです」と言って走り去っていった。

　心底から、真ま央お塚づかという子は、よくわからない子だと思った。





　下駄箱で俺を待っていた蓬ほう莱らいさんと合流し、帰るふりをして学校を出る。それから、なぜか蓬莱さんは俺を連れて駅前の方へと向かっていった。

「どこに行くの？」と聞くと、蓬莱さんは意味深に笑いながら、「あの子のプレゼントなの」と答えた。

　意味がわからないまま、蓬莱さんについていく。俺たちがたどり着いたのは、駅前のショッピングモールだった。

　人通りが多く、他校の制服を着ているカップルなどを多く見ることができる。

　そんな空間に、俺と蓬莱さんが二人でいる。これではまるで……

　前を歩いていた蓬莱さんが振り向く。そして笑いながら言った。

「神かん崎ざき君。私、ソフトクリームが食べたい」と。

　それから俺たちは、映画を見たりゲームセンターに行ったり公園で話し込んだりと、デートと呼んでも差し障りがないことをやった。

　そんな場合ではないのはよくわかっている。昨日から事態は何も変わってないのだ。

　なのに、蓬莱さんは不安な顔を見せずに笑っていた。

「こんなことしてていいの？」

　我慢できずに、それを聞いた。

　蓬莱さんは普段の無表情とは違い、楽しそうな顔をしている。

「大丈夫だよ。大丈夫だから……今は、私だけを見ていてほしいな」

　蓬莱さんらしくない、甘えるような瞳ひとみと、お願い事をするような声こわ音ね。

　思考と言葉が吹き飛ばされ、俺は催眠術にかかったように「うん」と頷うなずいた。

　蓬莱さんとの時間は、あっという間に過ぎていった。

　実際は長い時間だったのかもしれない。だけど俺には、短い時間の出来事だったように感じられた。

　とても楽しくて、とても価値がある。だからこそ、一瞬で過ぎていく。

　俺にとって彼女と過ごしたその時間は、そんな、素敵な時間だった。





　夜十一時。

　俺たちは学校に戻ってきた。

　昨日と同じ、真っ暗な旧校舎。当然、人の気配はまったくない。

　旧校舎の入り口の前。鍵かぎのかかっている扉を背もたれにして、蓬ほう莱らいさんは腰を下ろした。同じようにして、俺おれも隣に腰を下ろす。

「ええっと、昨日と同じ場所に戻ってきたわけだけど………捜さないの？」

「うん。きっと、あれの方から姿を現すと思うから」

　待つ……という作戦のようだが、昨日俺たちから逃げ出したあの子が、自分から姿を現すようなことをするんだろうか？

　そんな俺の不安を見抜いたかのように、蓬莱さんが話しかけてくる。

「大丈夫だよ。今日は、昨日みたいなことにはならないから」

　そう言われたから、俺は考えることをやめた。

「神かん崎ざき君、時間は大丈夫なの？」

「うん。今日は友達の家に泊まるって言ってあるから、いつまででも大丈夫だよ」

「そっか……」

　それを聞いた蓬莱さんは、なぜか嬉うれしそうだった。

「ありがとう。今まで、付き合ってくれて」

「いや、俺が好きでやってたことだから、蓬莱さんは気にしないでよ」

「……うん。それでも言わせて。ありがとうって」

　どうして、俺たちはこんな時間を過ごしているんだろう。

　まだ何も、終わってないはずなのに。

　不安なのは間違いなかった。だけど、それ以上に心ここ地ち良よかったから、俺はこの時間を続けることにした。

「神崎君。私、神崎君にお礼を言いたいんだ」

「お礼って？」

「私の本当の気持ちに、気づかせてくれたことだよ」

「本当の気持ち……」

「その日が近づいてくるとね、私の中に、自分でもよくわからない気持ちが生まれたんだ。その気持ちを理解したくて、私は――してはいけないことをしてしまったんだ。だけど、それでもその気持ちを理解することはできなかった」

「……」

「それを、神崎君がわからせてくれたんだ」

「俺が？」

「うん。わかってしまえば、とても簡単なことだったんだ。私はね、みんなのことが好きだったんだ。だから、私は……………最後に、それがわかって良かったよ」

　……最後って、言わないでくれよ。その笑顔を、曇らせないでくれよ。

「人間って失敗する生き物なんだよね。だから、私もたくさん失敗するようになっちゃって……でも、どんな顔をしたらいいのかわからなかったから、いつも普通の顔をしてたけど、ああいう時は照れたほうが良かったんだね」

　そう言って微笑ほほえむ。見てると、胸がしめつけられた。

　何かの気配がした。

　見ると――昨日のあの子が立っていた。

　蓬ほう莱らいさんが立ち上がり、女の子の方に近づいていく。今度は逃げなかった。黙って、その場に突っ立っている。すぐそばまでたどり着くと、蓬莱さんは何も言わずにその子を抱きしめた。

　すると、不思議なことが起こった。

　青白い光を放ちながら、女の子の姿が少しずつ消えていった。光を放ちながら、溶けていくように体が消えていく。普通では絶対にありえないその光景を、俺おれは黙って見つめていた。そして女の子の全すべてが消える。何かが終わったと思った俺は、立ち上がって蓬莱さんのそばに場所を移した。

「終わったの？」

「うん。私のかけらは、私の中に戻ってきたよ」

「じゃあ……」

「そうだね。これからが、一番大切な瞬間になるよ」

　世界が消えてなくなるか。彼女が消えてなくなるか。そのどちらかしか、結末は用意されていない。

「どう、するの？」

　蓬莱さんが立ち上がる。そして、俺と向かい合った。

「私には決められない。この星は消えてなくなったほうがいいと思う。だけど、消えてほしくない人がこの星にいるから……私には、決められない」

「……」

「だから――神かん崎ざき君が、決めて」

「俺が……」

「うん。私じゃ決められないから、神崎君が決めてほしいの」

「……無理言わないでくれよ。俺が、そんなこと決められるわけ……」

「私は――」

　ずっと考えていた。蓬莱さんは、何を思っているんだろうって。

「――最後だから、神崎君とキスがしたい」

　結局……そうなるんだ。

　どちらの結末を迎えたとしても、蓬莱さんは消えてなくなってしまう。何を選んだって、彼女にとっては最後のことになる。

「蓬ほう莱らいさん……」

　考えたくなかった。

　蓬莱さんは、世界の危機だというのにいつも淡々としていた。毎日の義務を果たすかのように、淡々と歩いて大切なものを捜していた。俺おれも同じように、淡々とそれについていった。何も聞かず、何の提案もせず……影のように彼女についていった。

　ずっと、嘘うそだって思っていた。だけど、それは嘘ではないと証明されて。

　もう逃げることはできない。彼女の瞳ひとみがそう言っている。

　そして最後に、彼女は言ってくれた。

　最後だから、俺とキスしたいって……

「本当に、最後なの？」

　俺はそう聞いた。

「本当に、最後だよ」

　彼女は、そう答えた。

　俺は彼女が好きだ。今でも、胸を張って世界中の人間にそう言える。

　だけど、キスをしたら蓬莱さんは……

　俺が終わらせるのか？　好きな子の全すべてを。そんなこと、俺には……

「お願い」

「……」

「この気持ちのままで、終わらせて」

　それが、決定的な言葉だった。言葉の意味を理解しようとは思わなかった。ただ、彼女がそれを望んだから――

　肩を掴つかんだ。蓬莱さんは瞳を閉じた。

　俺は顔を近づけ、彼女の唇にくちづけをした。



　勘違いしないでほしい。

　俺は世界を救いたくて彼女にキスをしたわけじゃない。

　俺は純粋に蓬莱ありすが好きだから――彼女がそれを望んだから――俺は彼女に、くちづけをしたんだ。



　そっと触れた唇を離すと、彼女は俺の大好きなあの笑顔で笑ってくれた。

　その瞬間が、一番幸せな瞬間だった。

　青白い光を放ちながら、彼女の体が消えていく。かけらと呼ばれていた女の子のように、世界に飲み込まれていくかのように蓬莱ありすの全てが消えていこうとしている。

　夢中で彼女を抱きしめようとした。だけど、俺おれの手は彼女に触れることができなくて……微笑ほほえむ彼女を、見つめ返してあげることしかできなかった。

「ありがとう」

　最後にそう言って、彼女の全すべてが消えてしまった。

　全身の力が抜けて、その場にしゃがみ込んだ。嘘うそであってほしいと願い続けたことは、全て本当のことだった。

　言い忘れたことがあった。俺は蓬ほう莱らいさんに、一度も好きだって言っていない。

　だけど、後悔しても、彼女はもういない。伝えられなかった想おもいは、ずっと消えずに俺に中にあり続ける。

　気づけば、泣いていた。膝ひざをついてうつむいて、誰だれもいない夜の学校で……一人、涙が嗄かれるまで泣き続けた。





　次の日の放課後。俺は屋上で雲ひとつない青空を眺めていた。

　立ち入り禁止の屋上の鍵かぎが壊れているとは知らなかった。

　後ろで、扉が開く音が聞こえた。

　振り返った先には、俺をここに呼び出したアイツがいた。



    

  
    
      



    

  
    
      　携帯で誰だれかと話している。もれ聞こえる内容から、相手は女の子のようだ。今日は忙しいから遊べない。そんなことを言って、ソイツは携帯を切った。

「やっほ。カンちゃん」

　緊張感のない顔をして、三み島しま純じゆん也やは笑った。

　足元にはいつものようにクロがいる。クロは三島が立ち止まると、足に体を擦りつけながらニャーと鳴いた。

「話って何だ？」

　ここに俺おれを呼び出したのは三島。話の内容は、何となくわかっていた。

「人を滅ぼそうとしていた……宇宙からの使者の話」

　俺の知ってる三島の顔で、目の前にいる奴やつはそう言った。

「お前が宇宙人だったとは、知らなかったよ」

「それは勘違いだよカンちゃん。三島純也という人間は間違いなくこの星で生まれた、この星の生命体だよ。俺はたまに体を借りてるだけで、三島純也とは別の生き物だよ。まあ、それでもほとんど同化してるようなものだから、気にしなくてもいいっていえば気にしなくてもいいんだけど……」

「本体は別にいるっていうことか？」

「そういうこと。こっちの方が都合がいいから、こうしてたまに体を借りてるだけだよ。デリケートなものだからね。ちゃんと監視して、面倒を見ないといけないんだ」

「それで、お前は蓬ほう莱らいさんと仲が良かったんだな」

「仲が良かったっていうのは違うような気がするけど……まあ、そんなところだね」

　真実を知り、ちょっとだけほっとした。まあ、今となってはどうでもいいことだが。

「……どうして、人間を滅ぼそうとしたんだ？」

　興味はなかったが、あえてそれを聞いてみた。

「カンちゃんだったらわかってるでしょ。人間ってのが、どれだけ不可解で恐こわいものかっていうことを」

「……」

「間違えても気にしないで、もう一回同じ間違いをする。たっくさんの人に迷惑をかけて、謝ったとしてもそれは一瞬のこと。反省するふりをしただけで、何度でも同じことをする。そんな奴がそばにいて、カンちゃんは安心して生活できる？　できないっしょ。どっか行け、邪魔だ、刑務所にでも入っちゃえ。そんな風に思うっしょ？　それと同じだよ。危ない奴には近づかない。近づいてきそうだったら遠ざける……そんなところだよ」

「……真面目まじめな顔して人間のことを語るなんて、らしくないぞ。いつもみたいに気の抜けた顔して、適当なこと言ってたほうがお前らしいぞ」

「ギャップだよ。普段不真面目な奴が、たまに真面目なことを言う。そのギャップが、女の子をキュンとさせるんだよ」

「俺おれは女の子じゃないけど」

「今日この瞬間のカンちゃんは特別。真面目まじめにしてないと、カンちゃん怒るっしょ。だから、真面目にしててあげてるの」

「そりゃどうも……」

　会話が途切れる。だけど、終わったわけではない。大切な話は、まだ始まってもいない。

「人間って、面白いよね」

　不意に、三み島しまが呟つぶやく。

「言ってることとやってることを、平気で矛盾させるからね。理解できないよ。この体を通してたまに人間のことを見るんだけど、本当にわけがわかんないよ。好きでもない相手に好きって言うくせして、本当に好きな相手には何も言わない。たくさんの子を求めてるふりをして、本当は一人の子しか求めていない……意思と行動がバラバラっていったらいいのかな？　そういうのはあまり理解できないよ。難しいところが多すぎるよ。人間って」

「……」

「でもね、だからこそ、俺は人間がそんなに嫌いじゃないんだ。そういう理解できない部分を持っているのが人間の魅力なんだって思うと、そんなに嫌いにはなれないんだよ。『人という生き物は、まだ成長途中なんです。だからもう少しだけ温かく見守ってあげてください』。それって、俺が好きな、栗くり毛げでくせっ毛の可愛かわいらしい子が言ったセリフなんだけどね、思いっきり納得しちゃったよ。子供なんだよね、結局は。だから、間違えちゃうんだよ。だから、やり直そうと思うんだよ。だから、できることなら、助けたいって思ったんだよ。それに、どこの誰だれが不幸になろうが、好きな子にはやっぱり生きていてほしいもんだしね。それで、カンちゃんだったらあれの決定を変えてくれるかなって期待して、一緒に捜せって言ったんだけど……」

　この雰囲気のせいだろう。三島の真面目な顔に、違和を感じなくなってきた。

「なんで、あれは決定を変えたのかな？　期待はしたけど、本当にそうなるなんて夢にも思ってなかったんだ。機械って、一度した決定を絶対に覆くつがえしたりはしないじゃない。メールだって電話だって、一回送信ボタンを押したら絶対に相手に届くじゃない。間違えた相手に間違えた内容を送ったとしても、こっちの気持ちなんて気にしないで相手に届くじゃない……それで、何度か痛い目にあったことがあるんだけど……まあ、今はどうでもいっか。とにかくそんな具合で、機械って人間と違って、やると決めたことは絶対にやるじゃない。なのに、あれはそれをしなかった……頭から煙が出そうになるくらい考えたんだけど、それがどうしてもわからないんだよね」

　真剣に悩んでいる様子の三島に、俺は言った。

「普段から頭を使ってないから、そんな簡単なことがわからないんだよ」

　三み島しまが軽く驚いた顔をする。

「カンちゃんにはわかるの？」

「わかるも何も……答えはさっきお前が言ったじゃないか」

「？」

　俺おれは今でもそう思っている。だから、なんら不思議なことではない。



「人間が人間を好きになる。それの何がおかしいっていうんだ？」



　蓬ほう莱らいさんは、誰だれかを好きになり微笑ほほえんであげることのできる、一人の人間だ。

「お前も言ってたじゃないか。好きな子がいるから助けたいって。それを蓬莱さんもしただけじゃないか。それの何が……おかしいっていうんだ？」

　一瞬、三島はキョトンとした顔をした。が、すぐに楽しそうに笑い出した。

「あは、ははは……そっか、そういうことか……なんだ、もの凄すごく簡単なことじゃん。悩んで損しちゃった。そっか……人間か。それだったら全部納得できるよ。中身が離れちゃったから、最近のあれは――いや、あの子は、あんなドジっ子になっちゃったのかなって思ってたんだけど……そっかそっか。人間だったらドジって当然だよね。ずっと物だって思ってたから、それがわかんなかったのか……失敗したな。あの子は物じゃなくて――ちょっとドジな、猫タイプの女の子だったんだな。そう考えたら、可愛かわいく思えてくるよ」

　楽しそうに語った後、今度は寂しそうに息を吐いた。

　その顔を、クロは心配そうに見上げている。主人思いの良い猫だ。

「ありがと、カンちゃん。カンちゃんはやっぱり、いい男だと思うよ」

「なんだよ突然？」

「別に、言ってみただけ。それじゃあ、面倒くさいけど決まりだから、最後の後始末をさせてもらうよ」

「後始末？」

　三島が俺に向かって右手を突き出してくる。それを見て、なぜか頭がクラッとした。

「あの子に関する記憶をカンちゃんから消してあげる」

「は？」

　視界が暗くなってきた。油断すると、意識が飛んでしまいそうだ。

「もちろん、カンちゃんだけじゃないよ。キミちゃんとか、あの子のことを知ってる人の記憶は全部消しちゃうよ。それが、面倒くさいけど最後のお仕事だから」

「ちょっと、待てよ……」

「言ったっしょ。猫に傷をつけられたら、俺が消してあげるって」

　なに言ってんだよ。何でそこまで自分勝手なんだよ……これだから、宇宙人なんて奴やつは……勝手に人間を滅ぼそうとして、それが駄目になったら、勝手になかったことにしようとして……ふざけるなよ。あの子を、俺おれの中から勝手に消そうとするなよ。

「ふざけんなッ」

　我慢できずに、叫んでいた。

「なに言ってんだよお前ッ。それを蓬ほう莱らいさんが望んだのか？　忘れてほしいって、蓬莱さんは一言でも言ったのか？」

「……」

「勝手すぎるんだよお前……勝手な都合で蓬莱さんを生んでおいて……勝手な都合で勝手な運命背負わせておいて……用が済んだらなかったことにしろ……ふざけんなよ。どこまで蓬莱さんを馬ば鹿かにしたら気が済むんだッ」

　蓬莱さんを思うと、涙が出そうになった。

　今でもわからない。彼女は――何を思っていたんだろう。

「記憶を消したら……………本当に、彼女のいた意味がなくなるじゃないか……」

　懇願……ということになるんだろうな。蓬莱さんに関する記憶を消さないでくれ。俺は、三み島しまにそう言いたかったんだろう。

　俺の言葉を聞きながらも、三島は俺の記憶を消そうとすることをやめようとはしなかった。必死に抵抗する。だけど抗あらがうことができない。強力な睡眠薬でも飲んだかのように、意識が暗くら闇やみに溶けて消えていく。

「ごめんね。カンちゃん」

　意識が途切れる前、三島のそんな言葉とクロの鳴き声が聞こえた。

　忘れたくない。蓬莱さんを……ずっと覚えていたい。あの笑顔を。あの声を。あの子の全すべてを、俺は忘れたくない。

　それが、蓬莱さんが人間として生きた証あかしになると思うから。

　俺は彼女を、ずっと覚えていたい。

　だけどその願いは届かなくて――その思いを最後に、俺の意識は途絶えてしまった。





　……気づけば、屋上にいた。

　何で、屋上なんかにいるんだ？　そもそも、屋上って立ち入り禁止じゃなかったっけ？　どうやって入ったんだ？　こんなところで俺は何をしようと思ってたんだ？

　自分のことなのに、どうしても思い出すことができない。何でだろう、疲れているのかな。

　わけがわからなかったので、とりあえず青空を眺めることにした。どうしようもないくらいにキレイな青空。もしかしたら、これを見るために俺は屋上に来たのかもな。

　天気がいいから、もう少しこれを眺めていよう。そして飽きたら、校舎に戻ればいい。

「天気が、いいですね」

　そう思って空を眺めていると、いつのまにか隣にいた少女がそんなことを呟つぶやいた。



    

  
    
      




「かけらの心」
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　わたしが私になる前――私が純粋な真ま央お塚づか杏あんだった頃ころ――わたしは神かん崎ざき輝てる幸ゆきという人が好きでした。初めて出会ったのは、入学してすぐに行われたクラブ説明会。高校生になったばかりでドキドキしていたわたしに、あの人は優しく接してくれました。

「誰だれも説明を聞きにこないから暇なんだよ」

　あの人は、そんなことを言いながら一生懸命わたしにクラブのことを説明してくれました。そのセンパイに小さな憧あこがれを抱いだいたから、わたしはそのクラブに入ることにしました。

　愛してるっていうのは、言いすぎかもしれません。だけど、好きなのは間違いないです。

　わたし、真央塚杏は、神崎先輩のことが好きです。

　それが、私がわたしだった頃――私が純粋な真央塚杏だった頃の想おもいです。



　真央塚杏は、一度死にました。だけど私は存在しています。



　ううん、上う手まく説明するのは難しいんですけど……それは紛れもない事実です。このことに関する説明はお兄さんの方が上手です。だけど、冷たい人だから詳しくは説明してくれません。「少しだけ教えてやるから、あとはお前が考えろ」勉強を教えてくれる時も、よくそう言います。センパイのような優しさを、もう少しでいいから持ってほしいものです。

　私はわたしではありません。だけど、私は私です。それが今の真央塚杏という存在です。





「ただいま」

　駅の近くにある十階建ての大きなマンション。その十階部分に、私の家があります。

　玄関の扉を開けて大きな声で挨あい拶さつ。お兄さんがいるはずなのに、返事はありません。相変わらず冷たい人です。

　リビングに行くと、お兄さんがいました。家だというのに、お兄さんの服装は学校の制服のままです。本人が言うには、制服姿が一番楽で落ち着くそうです。その服装のまま、ノートパソコンを広げ、真面目まじめな顔で画面を覗のぞき込んでいます。いつものように、調べ物をしているのでしょう。

「何してるの？」

　真央塚正まさ樹きという名前の、兄に話しかけます。

「お前には関係ない」

　冷たい言葉が返ってきました。冷たい兄です。

「また何か調べてるの？」

「ふん。この体はこれが好きだったみたいだからな……癖くせみたいなもんだ」

「ふーん」

　キッチンに行って冷蔵庫を開けます。中に牛乳があったので、それを飲むことにしました。





　情報を有している、生命の持つ意思。宇宙を漂う賢者の魂。神の目線を与える生命体の心。全すべてのことを知っている形なき記憶。

　色んな表現があるらしいですけど、それらの表現で表すことができるものが、今の私と、兄、真ま央お塚づか正まさ樹きの存在らしいです。表現が多くややこしいため、私とお兄さんは自分のことを生命意思と呼称しています。

　生きるという意思と、情報だけを持った無機質無形な存在。何も考えずに大きな空間を漂い、存在するという行為を永遠に続けようとする意思。それが私たちです。

　お兄さんの説明は凄すごく難しかったので、そのまま説明してもよく分からないと思います。なので、私なりの解釈で詳しく説明します。

　単純に言えば、私たちは何も考えずに宇宙を漂う幽霊です。宇宙を漂い、とりつくことのできる生命体を探します。それを見つけ、とりつき、その生命体として生きる。それが私たちです。どうしてそんなことをしてるのか？　理由は簡単です。私たちの存在理由と呼べるものが、それだけだからです。

　生きていたい。願いにも似た、生命自体が持っている意思。お兄さんの話では、どんな生命体もその生命意思というものを持っているそうです。よく聞く言葉で言うと、魂というものになります。その魂が過去の記憶を受け継ぎながら、生命体にとりつくことを繰り返す。それが私たちのしていることです。

　それをする理由は、生きていたいという願いを叶かなえるためです。そのために何度でもそれをします。この宇宙から、生命「体」がなくなるまで、私たちはそれを繰り返すと思います。

　前世の記憶を受け継ぎながら、現世で生まれ変わることを繰り返す魂。分かりやすくまとめると、そういうことになります。

　私と真央塚杏あんが出会ったのは、今から一週間ほど前です。

　出会った時……真央塚杏の中に、生命意思というものはありませんでした。それは魂のない状態……つまり、死んでいたということです。原因は車の事故です。それで、杏だけではなく、真ま央お塚づか家の人全すべてが死んでしまっていました。

　私たちがとりつくことができるのは、死んでしまって間のない健康な体だけです。私たちは普通の魂と違い、情報を有しています。その情報の中に、生きていると体に誤認させることのできる情報があります。それを使って体に生きていると思わせ、甦よみがえらせるわけです。ある程度の怪け我がもそれで治せます。健康に生きていると体に錯覚させる。そしてその体に宿るわけです。

　腐敗していたり、誤ご魔ま化かしようもないほどに破損している体では駄目です。死んでないふりができる範囲での死。そんな死に方をした生命体でないと、私たちはとりつくことができません。

　真央塚杏あんと真央塚正まさ樹きは、そういう死に方をした生命体でした。

　生命意思という幽霊のようなもの。それはまず真央塚正樹にとりつき、真央塚正樹になりました。生命意思は一つしかありませんので、いつもならそこでお終しまいです。だけど、それは真央塚杏にもとりつき、彼女を生き返らせました。お兄さんの話では、生命意思とは別の、生きて何かをしたいという意思が体に多く残っていたから、わずかな生命意思で生き返ることができたということらしいです。

　純粋なる生命意思――過去の記憶を受け継いでいるのは、お兄さんだけです。私は、生命意思の持っていた「生きている」という情報の欠片かけらと、純粋なる真央塚杏の持っていた「生きたい」という意思の欠片で存在しているオマケです。なので、私はお兄さんと違ってまったくといっていいほどに過去の情報を持ってはいません。

　私が持っているモノは、自分が純粋な人間とは違うという自覚と、真央塚杏が持っていた記憶と想おもいだけです。それ以外は特に何も持っていません。だけどそれで物足りないと思ったことはありません。

「わたし」が「私」になった。ややこしいけど、そういうことで納得しています。

　とりついたからといって特別なことをするというわけではありません。私たちの目的は生きることだけです。なので、再び消えてしまうその時まで、ごく普通に生きるだけです。

　……お兄さんの話では、私たちは普通の人よりも死にやすいそうです。

　どんなに上手に誤魔化したところで、結局私たちは死んでいるんです。だから、いつか体がその嘘うそに気づいてしまったら……そこで真央塚杏としての私は終わりです。この体を去り、別の体を探すことになると思います……まあ、あくまでもそれができればの話なんですけど。

　その時までは、私は真央塚杏として生きていくと思います。





　お兄さんはずうっとノートパソコンを見たままです。何が楽しいんでしょうか。

「なに見てるの？」

　思いきって、お兄さんに聞いてみました。

「別に」

　あっさりとした答えが返ってきました。

　いつもどおりです。生き返ってからの性格は、死ぬ前の性格とほぼ同じです。「ガソリンが変わっただけで、運転手と車は同じだからな」お兄さんの言葉です。納得です。記憶という名の情報にあるとおり、冷たい反応しか返してくれません。

　両親を事故で亡くした私たち兄妹きようだい。その面倒を、今は親しん戚せきの人が見てくれています。だから変わらずに、私たちはこの家に住むことができています。

　両親はもういません。だけど、それは私たちにとって、そんなに悲しいことではありません。純粋な真ま央お塚づか杏あんだったら、激しく落ち込んで、激しく泣いたと思います。だけど説明したとおり、私は純粋な真央塚杏ではありません。真央塚杏の想おもいを持っているので、多少は悲しいという気持ちになりますけど、コントロールできないというほどではありません。真央塚杏が持っていた想いは、私にとっては情報でしかありません。だから、学校などの場所でも、今までどおりの真央塚杏として普通に笑って過ごすことができています。

　それに、好きで悲しい気持ちになる人なんていません。なので、なるべく意識しないようにもしています。

「私、部屋に戻るね」

　行き先を告げてリビングを出ます。予想通り、何の言葉も返ってきません。やっぱり、お兄さんは冷たい人です。





　部屋に戻ると、私は頭からベッドに向かって突っ込みました。真央塚杏が昔からやっている、普通の行為です。

「ふぅ……今日も疲れた」

　今日はクラブでトランプをしました。トランプ自体はとても楽しいものだったのですが……残念なことに、私は五百億の負債を背負い、それを体で払わされることになってしまいました。でも、そんなことがあっても、私はクラブの先輩たちのことが大好きです。

「わたし」が「私」になってからの最初のミーティング。その日も、先輩たちは優しかったです。





「私」にとっては初めてのミーティング。情報どおりの優しい先輩たちだったらいいなと、私はワクワクしながら旧校舎の部室を目指していました。

　部室にたどり着いて扉を開けます。

「おはようございまーす」

　わたしの頃ころと同じように、私は大きな声で挨あい拶さつしました。

「お、あ、う……」

　扉を開けると、目の前にみーちゃん先輩がいました。教室を出ようとしていた時に、私がタイミングよく扉を開けてしまったようで、みーちゃん先輩とは向かい合う形での対面になりました。

　それにしても、どうしてみーちゃん先輩は慌あわてているのでしょう？

「どうしたんですかみーちゃん先輩？　浮気がばれた遊び人さんみたいな顔してますよ」

「お、あ、お……」

　私が聞いても、みーちゃん先輩の態度は変わりません。もしかしたら、本当に浮気がばれて困っているのでしょうか。

「え、ええっと……」

　困った顔をしているみーちゃん先輩。突然、覚悟を決めたような顔で私を見つめました。

「ミャアー」

　そして言ったのがその一言。意味は、正直よく分かりませんでした。

　でも、みーちゃん先輩がそうくるのであれば、私もそれなりのお返しをしないといけません。

「わんっ」

　私は、できる限りの笑顔でみーちゃん先輩にそう言いました。

　そして握手を求めてくるみーちゃん先輩。どうやら、よく分からないうちに私たちの気持ちは通じあったようです。それに満足した私は、ぎゅっとみーちゃん先輩の手を握り返しました。

「ふう」

　みーちゃん先輩が額ひたいを拭ぬぐいながら席に戻っていきます。最初から最後まで、意味がよく分かりませんでしたけど、楽しかったから気にしないことにしましょう。

　部室を見渡します。空いている席は蓬ほう莱らい先輩の隣だけだったので、私はそこに座ることにしました。

「おはようございます」

「おはよう」

　小さいけどよく聞こえる声で、蓬莱先輩は挨拶してくれました。

　いつもみたいな物もの憂うげで儚はかない感じの顔。見ていると、我慢できなくなってしまいました。

「蓬莱先輩。今日も美人です」

　昔のわたしが蓬莱先輩によくしていた、挨拶のついでに抱きつくという行為を私はしました。

　蓬ほう莱らい先輩も普通にそれを受け入れてくれます。抱きしめてもらった瞬間、私は幸せ者だなと思いました。

　だけど――

「ッ―――――」

　なぜか、蓬莱先輩は激しく顔色を変え、私のことを突き飛ばしました。

「ふぇッ。蓬莱先輩……」

　激しく動揺している表情で、蓬莱先輩はそっと自分の体に触れています。突き飛ばした私のことは、全然見ていません。

「どうかしたんですか、蓬莱先輩。もしかして……私のこと嫌いになっちゃったんですか？」

　なんだか不安になってきました。知らないうちに、蓬莱先輩に嫌われることでもしちゃったんでしょうか。

「……………」

　私の質問に対する答えはありません。体の異常を確かめるように、蓬莱先輩は息を整えています。その表情はいつもの蓬莱先輩らしくありません。

　部室に、変な沈黙が訪れました。

　最初は激しく動揺していた蓬莱先輩でしたが、時間が経たつことでそれが収まり、徐々に普段の蓬莱先輩へと戻っていきます。

　それは別にいいんですけど……できれば、私の相手もしてほしいです。

「蓬莱先輩……………やっほー、真ま央お塚づかですよ」

　必死で自分の存在をアピールします。そのアピールで、やっと蓬莱先輩が私のことを見てくれました。

「……あ、そうだね。真央塚さんだね」

　落ち着きを取り戻した蓬莱先輩は、何事もなかったかのようにそう言いました。

「どうかしたんですか？」

「ううん、どうかしたってわけじゃないけど……真央塚さん、一つだけ聞いてもいい？」

「はい。一つでも二つでも、好きなだけどうぞ」

「真央塚さんって……なに？」

　蓬莱先輩が質問をしてきました。難しい質問ですけど、「なに？」と聞かれたら、答えは一つしかありません。

「私ですか？　私はキュートでプリティーな女子高生ですよ」

　言った後に、ピュアという言葉をつけ忘れたことに気づきました。今度からは、ちゃんとつけるようにしましょう。

　ちょっと不思議そうな顔をしている以外は、いつもの蓬ほう莱らい先輩と何も変わりません。

　突き飛ばされたのは何かの間違いですね。私が背中のおできに触れてしまったから、つい突き飛ばしてしまった。真相は、そんなことだと思います。

「今度は突き飛ばさないでくださいね」

　お口直しとして、もう一度蓬莱先輩に抱きつきます。一瞬たじろいだ蓬莱先輩でしたが、今度は突き飛ばすことなく、ちゃんと私を抱きしめてくれました。

　あらためて、こんな綺き麗れいな人に抱きしめられて、私は幸せ者だなと思いました。でも、その力が徐々に強くなっていきます。そして最終的には、それは我慢できないくらいの強い力へと変わりました。

「蓬莱先輩……く、苦しいです……」

「あ、ごめん」

　蓬莱先輩が私をはなします。あやうく、潰つぶされちゃうところでした。

「そんな力で抱きしめられたら壊れちゃいますよ」

「ごめん。強いほうがいいのかと思って」

「駄目ですよ。赤ちゃんと女の子は優しく扱わないと。でも、それが蓬莱先輩の愛情表現なんですよね。だったら気にしないことにします」

　そして三度目の抱ほう擁よう。それは優しくて温かい、最高の抱擁でした。

　それから、私は君きみ島じま先輩に挨あい拶さつしました。普段と同じ挨拶で、おかしなことは何もしていません。だけど、君島先輩はなぜか不思議そうな顔で私を見ていました。

　その理由を聞いても、君島先輩は「何でもないです」と答えるだけでした。だから私は――その時は――そのことを気にすることはありませんでした。

　そして最後にセンパイに挨拶をします。

　私が挨拶をすると、センパイはいつもどおりの優しい顔で笑ってくれました。





　ベッドの上で、私はぼうっとしています。

　不意に、センパイの顔が浮かんできました。あの人と一緒にいると温かい気持ちになり、いつもより自然に笑顔になることができます。だから、私はセンパイのことを思い出すのが好きです。

　昔のわたしは、年上の優しい人を好きになりやすいタイプの女の子でした。お兄さんがああいう風に冷たい人だから、その反動でそうなったんだと思います。

　何年か前の七夕たなばたで、短冊に優しいお兄さんが欲しいと書いたら、現実にいる冷たいお兄さんに短冊を引き裂かれてしまいました。そんな経験がたくさんあるから、優しい年上の男の人に惹ひかれちゃうんだと思います。

　私になる前のわたしは、センパイのことが好きでした。

　それは間違いない、事実だったと思います。





　次の日の昼休み。私は両手にパンとジュースを抱かかえて廊下を移動していました。これだけの量、当然一人では食べきれません。ある人に命令されて、嫌々買いに行ったのです。途中、センパイに会いました。センパイはいつもどおり優しくて、私がパンを落とすと何も言わずに拾ってくれました。そのセンパイに別れを告げて移動再開。すると、今度はお兄さんと出会いました。

「よう」

　ぶっきらぼうな挨あい拶さつ。もう少しでいいから、愛想良くしてほしいものです。

「あ、お兄さん……何か用？」

「別に。お前のアホ面づらが見えたから話しかけただけだ」

　アホ面……私のことでしょうか？

「用がないなら行くよ。私、忙しいから」

「イジメか？　パシリをさせられるなんて、情けないなお前は」

「放ほうっといてよ。色々と事情があるんだから」

「ふん。言われなくても相手なんかしねえよ」

　そしてあっけなく立ち去っていきます。妹がイジメられているのにその態度……プンスカプーです。

　再び移動を始めます。人目を避けてたどり着いたのは、特別教室棟の屋上でした。

　パンを持っているから扉が開けにくいです。腕を使って何とかしようとしますが、ドアノブが上う手まく回ってくれません。そうやって扉の前で悪戦苦闘していると、扉の方が勝手に開き、太陽の光が差し込んできました。

「何やってんだよ、早くしろよ」

　そう言ったのは、私にパンとジュースを買いに行かせた恐こわい人です。

　その人は――私が所属しているクラブの先輩で、名前を君きみ島じま麗れい華かさんといいます。

「頭使えよ馬ば鹿か。持ってるもん置けば、簡単に開けられるだろ」

　恐い口調で怒られました。そして、屋上に立ち入ることを促してきます。本来は立ち入り禁止の屋上。先生に見つかったら、間違いなくお説教されてしまいます。だからできることなら立ち入りたくないんですけど……君島先輩が恐いから、言われるがままに立ち入ることにしました。入り口の壁にもたれかかる君島先輩。制服からタバコを取り出すと、慣れた手つきでそれに火をつけました。

「お前も吸うか？」

「い、いえ……」

　悪い先輩です。後輩にそんなことを勧めるなんて……

　君きみ島じま先輩が座ります。お前も座れよと言われ、私はその隣に腰を下ろしました。

「ほら。お前の分」

　私が買ってきたパンを、私に向かって放ほうり投げます。

「え、いいんですか？　私、お金出してませんよ」

　お金と買いに行けという指示を貰もらい、私は君島先輩のためにパンを買いに行きました。なので、私自身はパンを買うために一円もお金を出してはいません。

「いいよ別に。どうせ一人じゃ食いきれないだろうし」

「そ、そうですか。それじゃあ……」

　昼休みでお腹なかの空すいていた私は、遠慮なくそれを口にすることにしました。





　君島麗れい華か先輩。

　おしとやかで優しくて、得意の占いを使って的確なアドバイスを人に贈ることのできる、聖人と呼んでも差しさわりがない素敵な人……………というのは、ビックリするくらいの大おお嘘うそでした。本性は、恐こわい口調で後輩をパシリにしたり、隠れてタバコを吸ったりする悪い人です。ウエーブのかかった茶色の髪の毛も、地毛ということになっていますが……それも嘘うそです。「パーマと染色に決まってんだろ、馬ば鹿か」と君島先輩本人が言っていました。

　使っているシャンプーとボディソープが、花のような香りを生み出している。それも嘘で、本当は校則違反の香水を使っています。

　何でも、親がそういうのに寛大な人で、小学生の頃ころから軽いパーマをあてたり、香水を使ったりしていたそうです。幼い頃からずっとそうだったから、周りの人はそれが当たり前だといった感じで納得しているそうです。

　堂々と校則を違反しているのに、嘘をつかない良い子だと思われているから誰だれにも文句を言われない。それが、君島先輩です。

　君島先輩の本性を知っているのは私だけです。そして君島先輩も、私の正体を知っています。

　事故による休み明け。クラブでの久々の再会を終えた後、二人っきりになると君島先輩が私に聞いてきました。

「事故以外に何かあったんですか？　なんだか、前と違った不思議な感じがしますけど……」と。その時の私は、さすがは君島先輩だなと思いました。占い師という肩書きは伊だ達てじゃない。あっさりと、私の中身が替わっていることを見抜いてきました。

　信じてはくれないだろうな。そう思い、私は真実を君島先輩に話しました。今思うと、それが間違いの始まりでした。

　全すべての説明を聞き終わった後、君きみ島じま先輩が言いました。

「なるほど、宇宙を漂う幽霊がお前に宿ってるわけか……それで中身が違うから、お前の感情が見えないんだな」

　まずは口調が変わりました。それから、少しずつ態度も変わっていきました。

「感情が見えない人間か。現実にそんな奴やついるわけがないって思ってたんだけど……まあいいや。中身がなんであろうが、お前が真ま央お塚づかってのには変わりがないんだろ？　だったら、気兼ねする必要なんかねえな」

　それから今に至ります。

　おかしいです。真央塚杏あんの記憶では、君島麗れい華かという人は優しい顔で笑う優しい先輩のはずだったのに……話が違います。

　ふぅっとタバコの煙を吐き出します。君島先輩は小学生の頃ころからタバコを吸っているそうです……悪い人です。でも、恐こわいからそれを本人には言いません。言ったらきっと、あのタバコの火を私の体に押しつけてくるでしょう。

　みんな騙だまされています。君島先輩は良い人なんかじゃありません。魅了の魔法を使ってみんなを騙している魔女です。

「んな緊張した顔すんなよ。誰だれも来やしねえよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　そういう意味で緊張しているわけではありません。私に対してだけ、君きみ島じま先輩はとんちんかんな勘違いをします。

　人の未来が見える占い師。君島先輩についている異名、それも嘘うそです。だけど何の能力もないというわけではありません。君島先輩は、確かに普通の人が持っていない力を持っています。

　人の体の中にある、感情を受信する部分。それが、君島先輩は人の数百倍というレベルで強くできているそうです。その力で人が何を想おもっているのかを知り、的確なアドバイスを贈ってあげているというわけです。

　占いという表現を使っているのは、その方が抵抗なく相手が自分の言葉を聞いてくれるからだそうです。

「お前は感情が見えないからな。気を遣つかう必要がなくて楽なんだよ」

　君島先輩の言葉です。

　説明したとおり、君島先輩は他人の中に生まれた感情を、自分の感情のように受信してしまいます。だから、人と接するのにかなりの気を遣うそうです。

　傷つけたかなとか、怒ってはいないかなとか、私と一緒にいても楽しくないのかなとか……本来なら意識もしないようなことを、君島先輩は嫌でも意識させられてしまいます。

　嫌でも分かってしまうから、それを無視することができないんです。

　それで、君島先輩は嘘をつくことを覚えました。誰だれもが好感を抱いだく良い子を演じていれば、誰も嫌な気分にはならない。そうしていれば、自分が面倒な思いをすることはない。そう考え、君島先輩は良い子を演じているんです。

　結局、自分を守るために、君島先輩は嘘をついているということです。

　その反動なんでしょう。本性がこんなにも悪い子になってしまったのは。

　君島先輩の話では、純粋な人間でない私の感情を見ることはできないそうです。君島先輩の受信基地は、人間の感情を受信するようにしかできていない。だから、純粋な人間でない私の感情を見ることができないんです。

　だから、私の前では本性を剥むき出しにしてきます。気を遣わなくてもいい相手だから、気兼ねなく自分を曝さらけ出してくるというわけです。

「君島先輩」

「麗れい華かでいいよ。んで、なに？」

「大変ですね。人の気持ちが分かってしまうのって……」

「まあな。でも、慣れれば楽なもんだよ。悪い感情だけってわけじゃないからな。良い子を演じていい気分にさせれば、あたしの方も気持ちよくなるからな」

　それでも大変なんだろうな。私は、君島……いえ、麗華先輩にちょっとだけ同情しました。それを踏まえれば、この態度の悪さも少しは許せるというものです。

「でもまあ、やっぱりお前が一番楽だけどな」

「どうしてです？　私のことが好きだからですか？」

「ばーか、んなわけあるか。お前がどんなに気を悪くしても、あたしはそれが分からないだろ。だから好きなことが言えて楽なんだよ」

　私がどれだけ傷ついても全然気にしない……ひどい言葉です。能力についてちょっとだけ同情した私が馬ば鹿かでした。

　この人は強くてずる賢い人だから、きっとこの先も上手に生きていくことでしょう。

　ちなみに、屋上に自由に出入りできるのは、麗れい華か先輩が屋上の鍵かぎを壊したからです。どうやったのかは知りませんが、鍵を使わないで開けようとした結果壊れてしまい、出入り自由になったそうです。

　もちろん、先生にばれたら怒られてしまいます。だけど、閉まっていて当然という先入観があるから、誰だれもここに来ようとはしません。鍵が壊れていることを知っているのは、鍵を壊した本人である麗華先輩と、私だけでしょう。

「その力があるから、ババ抜きでもあんなに強かったんですね」

「まあな。ババかどうかを教えてもらいながらやってるようなものだからな。負けるわけがねえよ」

「じゃあ、今度その力を上手に使って、私を勝たせてくださいよ。五百億の負け分を取り戻したいんです」

「やだ」

　あっさりとして、ハッキリとした、子供のような返事でした。

「お前を勝たせるってことは、あたしが負けるってことだろ。そんなのは絶対に嫌だね。あたしは勝って勝って勝ちまくるのが好きなんだよ」

　真顔で言っているところを見ると、本気のようです。この人はこの先も、誰が相手でも容赦することなく、勝ち続けることでしょう。

「じゃあいいですよ。いつか、私の力だけで麗華先輩に勝ちますから」

　打倒麗華先輩。その決意を麗華先輩本人に告げます。すると「無理だよ。お前は、顔を見てるだけで何を考えているかが分かるくらいの馬鹿なんだから」と、鼻で笑われてしまいました。

　この人は本当に嫌な人です。プンスカプーです。

　私たち二人しかいない屋上。青空の下、とても気持ちよさそうに麗華先輩がタバコを吸っています。

「いいんですか？　学校でタバコなんて吸って」

「いいわけないじゃん」

　まったくです。

「人に見られたら嘘うそがばれちゃいますよ」

「んなミスなんかしねえよ。人が来れば、すぐに分かるからな」

　麗れい華か先輩の力はレーダーにもなるそうです。気配ではなく感情を察して、人の接近に気づくことができるそうです。その力があるから、こうもふてぶてしくタバコを吸うことができるのでしょう。

　ふうっと、慣れた感じで煙を吐き出します。それを吸ってしまい、私はちょっとだけ苦しい思いをしました。

　タバコを吸い終わる麗華先輩。どうするのかなと思って見ていると、麗華先輩は制服の内ポケットから携帯用の小さな灰皿とスプレー缶を取り出しました。まずはタバコの吸すい殻がらを携帯用の灰皿に捨てます。それから、小さなスプレー缶を自分の制服に向けます。

「何ですか、それは？」

　純粋な好奇心で、それを聞きました。

「ただの消臭剤だよ。お前は知らないだろうけどな、タバコの煙の臭においってのは服に残りやすいものなんだよ。しかも特徴的な臭いだから、吸ってる奴やつだったら簡単に分かっちゃうんだよ。それを誤ご魔ま化かすために、臭いを消してるってわけ」

　消臭剤でタバコの臭いを消す麗華先輩。続いて、麗華先輩は小さなキャンディを取り出してそれを口に含みました。おそらくですけど、口臭を消すための行為なのでしょう。

「ほれ、お前も消しとけ」

　消臭剤を私に向かって放ほうり投げてきました。

「あ、ありがとうございます」

　麗華先輩にお礼を言って、私も自分についているタバコの臭いを消します。

　なんでこんな隠いん蔽ぺい工作みたいなことをしなくてはいけないのだろう。それを思うと、麗華先輩にお礼を言ったことが空むなしくなってきました。

　麗華先輩はいつもローズ系の甘い匂においを漂わせています。だけど、今は消臭剤のせいで何の匂いもしません。

「香水はつけなくていいんですか？」

　甘いバラの香りは、麗華先輩の代名詞とも呼べるものです。だから、なかったらなかったで、周りの人が気にしてしまいます。

「今は消臭剤が残ってるから駄目だ。効果が切れたくらいに、軽くつけるよ」

　そう言って、麗華先輩はぼうっとした顔で空を見上げました。

　そして、ため息のように呟つぶやきます。

「お前さぁ……」

「はい？」

「輝てるくんと蓬ほう莱らいって釣り合うと思うか？」

　蓬ほう莱らい先輩に限ったことではないですけど、麗れい華か先輩はほとんどの人を陰で呼び捨てにしています。目上の人でも例外ではありません。陰では気持ちいいくらいに、無礼な人です。ただ、たった一人だけはいつも「くん」付けで呼んでいます。なぜかは、よく知りませんけど。

「どうしたんですか？　急にそんなこと聞いて」

「別に……お前から見て、あの二人はお似合いかなって思っただけだから」

「そうですねぇ。センパイに言ったら怒られるかもしれませんけど、正直釣り合わないと思います。蓬莱先輩って、凄すごい美人じゃないですか。ああいう人に釣り合うのは、やっぱりすっごく格好いい人なんじゃないかなって思いますけど……そういう意味でいうと、センパイは……」

　はっきりと言いきったら悪口になってしまいます。なので、そこで止めておきました。

「まあ、それが妥当な意見だよな」

「何でそんなこと聞くんですか？」

「うん？　別に、ちょっとあってな」

「何があったんですか？」

「……お節介で、恋愛の相談に乗ってやったんだよ」

「誰だれのです？」

「お前馬ば鹿かだろ？　この話の流れでいったら、輝てるくん以外に誰がいるっていうんだよ」

　馬鹿って言葉はいらないと思うんですけど……

「センパイって、蓬莱先輩のことが好きなんですか？」

「知らなかったのかお前？」

「はい。全然知りませんでした」

「ふーん。やっぱ馬鹿だな、お前って」

　だから、馬鹿って言葉はいらないと思うんですけど……

　それより、それを聞いてなぜか心がチクリと痛みました。なぜかは、よく分かりませんけど。

「好きなくせして、一人でうじうじ悩んで何もしようとしないから、お節介で背中を押してやるようなことをしたんだよ。だけどな……」

「何か心配事でもあるんですか？」

「背中押しといてこんなこと言うのは何だけど……正直、蓬莱はやめておいた方がいいと思うんだよ」

「何でです？　釣り合わないからですか？」

「確かにそれもあるけど、それだけじゃないんだ。証拠がないからあたしの勝手な決めつけってことになるんだけど……アイツ、普通の人間じゃないと思うんだよ」

「蓬ほう莱らい先輩がですか？」

「そう。アイツの感情の見え方は何かおかしいんだよ。前まではよく見えなかったんだ。なのに、時間が経たつにつれて、それがよく見えるようになってきて……なんて言えばいいのかな。人間じゃなかったものが、人間になっていってるって感じで……なんか違和感があるんだよ」

「気のせいじゃないですか？」

「さあな。正確なことはよく分かんねえけど……そういえば、三み島しまも三島でおかしなところがあるんだよ」

「みーちゃん先輩もですか？」

「ああ、普段は普通に感情が見えるんだ。だけど、たまに全然見えなくなる時があるんだよ。もったいぶった態度で、意味があるのかないのか分かんねえこと言ってくる時とかは、大抵見えねえんだ」

「……」

「この前も『宇宙人が電話で人間は幼稚でくだらない生き物だからぶっ潰つぶすって言ってきたんだけど、なんて答えたらいいと思う？』って言ってきたんだけど……その時も全然感情が見えなかったな」

「そうなんですか、それは不思議ですね……それよりも変わった質問をされたんですね。麗れい華か先輩はそれに何て答えたんですか？」

「え？　適当に答えたんだけど……確か、人間なんてまだガキなんだから、もう少し待ってくれてもいいんじゃないかって言ったかな」

「……ら、乱暴な答えですね」

「ばっか。三島相手にそんな言い方するかよ。もっと上品に、人間はまだ子供だから、この先も温かく見守ってくださいって言ったよ。それを言ったら、なぜかは知らないけど妙に納得した顔をしてたな……で、そん時も感情がまったく見えなかったかな」

　何か特別な理由があるのでしょう。もちろん、私には全然分かりませんけど。

「アイツらは普通とは違うみたいだからな。隙すきを見せないためにも優しくして、本性を見せない方がいいんだよ。そうすることで、後で何か得するかもしれないからな」

「……ずる賢いんですね」

「ふん。そういう時は、生きる知恵が発達してますねって言え」

　堂々と胸を張っています。その強さを、少し羨うらやましく思えました。

「まあ、仮に三島の正体が何だったとしても、あたしだけは助かるんだけどな」

「何でです？」

「三島があたしに惚ほれてるからだよ」

「ふぇ？」

「あいつが部に入ったのだって、あたしを追いかけてのことだからな。だから、何かの拍子で世界中の人間全すべてを滅ぼしたとしても、あたしのことだけは助けるはずだ」

　確かに、みーちゃん先輩はよく麗れい華か先輩に向かって、愛してるみたいなことを言ってますけど……

「みーちゃん先輩の愛してるって、冗談なんじゃないんですか？」

「冗談に見せて本気を言う。臆おく病びよう者ものがよく使う手に決まってんだろ」

「な、なんでみーちゃん先輩の気持ちがわかるんですか？」

「人の気持ちが見えるんだぜ。それくらい簡単にわかるに決まってるだろ」

「はぁ……そうなんですか。それで、その気持ちには何て答えるつもりなんですか？」

「知らね。はっきりと言われたことがないから、はっきりと答えたことがないけど……振るんじゃねえの」

「振っちゃうんですか？」

「ああ。あたしに振られるのが恐こわいから告白できない。だから寂しさを紛らわすために他ほかの女と遊ぶ。そういう恋に臆病な奴やつは好きじゃねえんだよ。やっぱり、好きなら好きってさっさと言われたほうがいいからな」

「そ、そうですか」

　みーちゃん先輩は大変な人を好きになっちゃったんだな。同情してしまいます。

　話がずれたことに気づいた私は、話を元に戻すことにしました。

「センパイのことに関しては、適当に答えたって言ってましたけど、蓬ほう莱らい先輩はちょっと普通とは違う不思議な人だから、好きになるのはやめておけ……って、言ったんですか？」

「言うわけないだろ。言ったらこっちが馬ば鹿か扱いされちまうよ」

　同感です。証拠もないのに人を不思議な人扱いするのは、失礼です。

「じゃあ、なんて言ったんですか？」

「うん？　ええっとな……」

　なぜか、麗華先輩は言いにくそうです。

「悩んでるみたいだから相談に乗ってやればって、言ってやったよ」

　そう言って、寂しそうな顔をしました。

　もしかしたら、麗華先輩はセンパイのことが好きなのかもしれません。だから、自分以外の人に想おもいを寄せているセンパイを見て悲しんでいるんじゃあ……

「まあ、あっさりと振られちまうんだろうな。輝てるくん、そんなにモテないし。それに、蓬莱のドジは男受けしようと思ってわざとやってることだと思うからな。そんな嘘うそをつく女は性悪だって決まってんだよ」

　嘘をつく女は性悪。目の前にいる人を見て、確かにと納得してしまいました。

「……だから、弄もてあそばれて振られちまえばいいんだよ」

　それは、麗れい華か先輩の願いなのかもしれません。

「なんだよ？　真面目まじめな顔してこっち見て……あたしの顔に何かついてるのか？」

「い、いえ……そんなことありません」

　麗華先輩の気持ちは麗華先輩にしか分かりません。

　好きな人の恋愛相談に乗る。それは、一体どんな気持ちなんでしょう……もしかしたら、麗華先輩は凄すごく優しい人なのかもしれません。

　自分の気持ちに蓋ふたをして、好きな人の恋を応援してあげる。健気けなげで優しい心を持ってないと、できないことだと思います。それができる麗華先輩は、健気で優しい心を――

「真面目に考えてるお前の顔って、アホみたいだよな」

　――持ってはいないでしょう。全部私の勘違いですね。麗華先輩はやっぱりひどい人です。不良です。猫を被かぶるのが得意な大おお嘘うそつきです。

　麗華先輩に貰もらったパンを口にします。それは、私が買ってきた中で一番安いパンでした。





　放課後、部室に顔を出しました。いつもなら、占いで人の相談に乗るために、必ずといっていいほど麗華先輩がいるんですけど……今日は誰だれもいません。昨日ミーティングがあったから、今日はお休みということなのでしょう。

　ちなみに、麗華先輩が言うには、「クソ面倒くさいけど、しょうがないから相談に乗ってやっている」と、いうことらしいです。これは誰にも言ってはいけないことですね。それを聞かされ、私はお墓に入るまで誰にも言わないようにしようと固く決意しました。

　センパイに、会いたかったな……

　あの人に会うと、不思議と温かい気持ちになります。きっと、昔のわたしが持っていた想おもいが原因でしょう。

　私にとって、過去のわたしが持っていた想いや記憶は、ただの情報でしかありません。だけど、その情報が私にとって心ここ地ち良よいものだったから、私はセンパイに会いたいと思いました。でも、いないのなら仕方ありません。今日は帰ることにしましょう。

　旧校舎に部室があるクラブのほとんどは活動休止中なので、辺りには誰もいません。私だけの旧校舎は、耳鳴りがしそうなくらいに静かでした。

　そんな静かな校舎の一角で、小さな物音が聞こえました。音がしたのは、ガラクタが詰め込まれている倉庫のような教室。

　ガラクタしかないから、誰も立ち入らないはずなんですけど……

「誰かいるんですか？」

　声をかけながら扉を開けます。目につくものは、壊れた机や椅い子す、何に使うのかよく分からない器具。そんな、ガラクタという名前がピッタリのものばかりでした。

　気のせいだったのかな……

　そう思って立ち去ろうとしました。

　その瞬間――小さな、人影が見えました。積み重ねられている机の陰にその子がいます。

　長い髪の毛。何も考えてないような目。五、六歳くらいの小さな体に、白いワンピースという服装。一目で、普通とは違うと分かる小さな女の子。

　なぜかは分かりませんけど、私はその子を見て蓬ほう莱らい先輩に似てるなって思いました。

「ええっと、どちら様ですか？」

　話しかけても、ぼうっとした瞳ひとみで見返してくるだけです。すぐに察しました。この子は普通の子とは何かが違うって。私たちに近い感じがします。本物の幽霊というものを見たら、こんな気持ちになるのでしょう。

　名前や、何でここにいるのかとか、色んなことを聞きました。だけどやっぱりぼうっとした顔で、私を見返してくるだけです。

　警察に届けるという選択肢が頭に浮かびました。でも、普通じゃない子を、普通に警察に届けていいものなんでしょうか。

　どうしよう……

　困っている私の頭に、お兄さんの顔が浮かびました。私と違い、多くの情報を受け継いでいるお兄さん。あの人なら、何かいいことを言ってくれるかもしれません……まあ、性格に難があるから多少は不安なんですけど。

　時間を潰つぶし、校内にいる人が減るのを待ちます。そして裏門から外に出て、私は人目を避けながら家に帰りました。





「お兄さん。子供を拾っちゃったんだけど……」

　リビングでいつものようにパソコンをいじっていたお兄さんにそう言います。お兄さんは私を一いち瞥べつした後、呆あきれた感じで深いため息をつきました。

「人間の場合は拾ったではなくさらったというんだ。さっさと警察に届けてこい」

　耳が痛いくらいの正論でした。でも、それくらい私だって分かってます。

「あ、あのさ……この子、ちょっと変わってる子で……」

「変わってるのは見知らぬガキを連れて帰ってくるお前の方だろ」

「……そ、それはそうなんだけど……」

　駄目です。心配していた通り、性格の面で問題があるお兄さんは私の話をまともに聞こうとしてくれません。

　ふうっと、私がため息をつきます。すると、なぜか私たちを見ているお兄さんの目の色が変わりました。

「……」

　無言で私たちの方に近づいてきます。そして、私が連れてきた女の子の肩を掴つかみました。女の子が怯おびえた様子を見せることはありません。私が話しかけた時と一緒で、ぼうっとした顔をしているだけです。

「星の審判者の使者……それが有する、高密度のエネルギー体」

　わけが分かりませんでした。

「え、ええっと、お兄さん」

「とんでもないものを拾ってきたな。お前」

「ひ、拾ったじゃなくて、さらったじゃなかったっけ？」

「そんなことはどうでもいい」

　どうでもいいことで、私は馬ば鹿かにされたみたいです。

「コイツはこの星の生命体を死滅させるためのエネルギーだ」

「ふぇッ」

「ここから離れたところに、星の審判者と呼ばれる宇宙人がいる。そいつらはお節介にも、その星に住んでいる生命体の運命を勝手に決めるんだよ」

「う、運命って……」

「殺すか、殺さないかだ」

　い、嫌な言葉です。

「その星の生命体が将来的に危険な存在になると判断したら、そいつらはその星の奴やつらに気づかれないように使者を送り込むんだ」

「え、ええっと……じゃあ、その子って宇宙人なの？」

　どうやら私は、とんでもない子と出会ってしまったみたいです。

「いや、コイツはただの中身だ。本体――星の運命を決める奴は別にいる」

「だ、誰だれなの？」

「蓬ほう莱らいありす。確か、そんな名前の奴だったかな」

　ビックリしました。まさかそこで、知ってる人の名前が出てくるなんて。

「ほ、蓬莱先輩が……」

「なんだ？　気づいてなかったのか？」

「き、気づくわけないよ……って、何でお兄さんがそんなこと知ってるの？」

「見れば分かるだろ」

「わ、分かんないよ」

　何も知らない私は、ただ混乱するだけでした。

　私と違って多くの情報を持っているお兄さんだから、そういう違いを簡単に見極めることができるそうです。「犬の種類を見極めるようなものだ。知らない奴が見たらどれも同じ犬に見えるだろうが、知ってる奴やつが見たらどこがどう違うかがはっきりと分かる。そんなもんだ」お兄さんはそう言いました。どうやら、過去に星の審判者と呼ばれる宇宙人の体に宿っていたことがあるみたいです。だから、お兄さんはこのことについても詳しく知っているみたいです。

「蓬ほう莱らいありすは、星の審判者が送り込んできた使者だ。そしてそれを監視している奴が、三み島しま純じゆん也やという名前の奴だ」

「み、みーちゃん先輩も……」

「ああ。といっても、厳密にいえば少し違うがな」

　強制思考共有システム。そういうのを使って、その宇宙人はたまにみーちゃん先輩の体を乗っ取るということをするそうです。

　それからお兄さんは、その宇宙人のことを詳しく説明してくれました。なんで使者が人間の姿をしているのか。この子がどうなることで、この星の生命体が滅ぶのか。どうすれば助けることができるのか。使者は用が済んだらどうなるのか。色んなことを、お兄さんに聞きました。

「で、でも……何で、そのエネルギーが蓬莱先輩から離れて一人であんなところに……」

　いつものように、淡々と説明してくれるお兄さん。

「高密度なエネルギー体。コイツは、長い年月をかけてその星の大気や生命体を分析するんだ。そしてその分析結果から、人間を滅ぼすのに一番適した成分を作り出し、時間が来るまで圧縮して保存しておく。そして時間が来たら、人類を滅ぼす殺人ウイルスとなって世界にばら撒まかれるわけなんだが……」

　お兄さんが不思議そうな顔をします。

「これと本体が離れるなんてことは、本来はないはずなんだが……」

　真剣な顔で考えています。

「最近、蓬莱って奴に変わったことはなかったか？」

「変わったこと？　ううん、靴の左右が逆になってることに気づかないで、なんだか今日の靴はいつもと違う感じがするって言ってたけど……」

「そういうのじゃない。もっと、蓬莱って奴が動揺した感じのやつだ」

　蓬莱先輩が動揺したこと？

　そんなこと言われても、全然動揺しない人だから心当たりが……

「あ、そういえば」

「なんだ？」

「私が抱きついたら、もの凄すごく焦あせってたかな」

　わたしが私になって初めての部活。蓬莱先輩に抱きついた私は、思いっきり突き飛ばされてしまいました。結局理由は聞きませんでしたけど、あの時の蓬莱先輩は珍しく動揺していました。

「お前が抱きついた……それは前のお前か？　それとも今のお前か？」

「ええっとね、ニューバージョンの私の時だよ」

　私の返事を受け、少し考えるお兄さん。やがて、答えが出たようです。

「拒絶反応を起こした……って、ところか」

「拒絶反応？　どういうこと？」

「お前と俺おれは、中身が普通の人間とは違っているだろ。普通の肉体と魂とは違い、その接触は強固で頑丈なものじゃない。だから、引き寄せられる何かがあったら、それに反応してしまうんだ。今回は、お前の中身と蓬ほう莱らいありすの中身……つまりソイツとが、何らかの反応を起こしたんだろうな」

「そうなの？　私は何も感じなかったけど」

「お前は馬ば鹿かで鈍感だから感じなかったんだろうな」

　ぶう、ひどい。もう少し優しい表現にしてほしいです。

「俺と違って中身が薄いから、お前は何も感じなかった。だが、お前よりも精密にできている蓬莱はそれを感じた。普段とは違う反応が自分の中にあったから、焦あせったんだろうな」

「へぇ、そうなんだ。よかった、蓬莱先輩に嫌われたわけじゃなかったんだね」

　ほっとした後に、それに気づいてしまいました。

　私が何らかの影響を与えたせいで、蓬莱先輩が動揺した。そしてその結果、この子が蓬莱先輩から離れてしまった……………あれ？　その考えでいくと、悪いのは……

「お前のせいだな。ソイツが今ここにいるのは」

「ふぇッ」

　お兄さんがはっきりとその事実を告げました。

「わ、私が悪いの？　蓬莱先輩に会えた感動で抱きついただけだよ」

「お前の動機なんかどうでもいい。お前が抱きついたことで、ソイツが本体と離れることになってしまった。その結果で考えろ」

「う、うぅ……」

　反論のしようがありませんでした。

「子供の姿をしているのは、そうやって何らかの形を取ってないと不安定すぎて消滅、もしくは拡散してしまう危険性があるからだろうな……だが、その程度のことで、コイツが本体と離れるなんてことが実際にあるのか？」

　真剣に悩んでいるお兄さん。

「お兄さん。悪いのは私じゃないよね。実は他ほかに、真犯人みたいな人がいるんだよね」

　私の無実を証明してくれることを期待して、私はお兄さんにそう言いました。

「……」

　……相手をしてくれません。

　数分無視された後、やっとのことでお兄さんは考えることをやめました。

「まあ、他ほかに理由がないということは、それが正解だということなんだろうな……やっぱり、悪いのはお前だ」

　ひどい。二人っきりの兄妹きようだいなんだから、少しは庇かばってくれてもいいのに……

　そんな不満を心に溜ためながらも、大切なことを聞きます。

「ねえお兄さん。今のままだとどうなっちゃうの？」

「さっきも言ったとおり、ソイツが大気と混ざり合って世界に広がり人が死ぬ。それを回避するためにはあることをしないといけない。それが――」

「その星の生命体がする、求愛行動」

「そういうことだ。それをすることによってソイツは無力化され、この星の生命体……つまり人間は助かることになる。最後の鍵かぎを求愛行動にするなんて、なかなかにシャレてる奴やつらだろ」

「そ、そうかな……」

　変な価値観です。私にはよく分かりません。

「アイツらにとったら、それが最大の敬意になるらしい。お前たちは俺おれたちが愛するだけの価値がある生命体だ。それを証明するために、その生命体の求愛行動を、その生命体にする。友愛の情を、一番分かりやすい方法で伝えたと思えばいいさ」

　なるほどです。その価値観なら、私も理解できます。

「相手は誰だれでもいいの？」

「ああ。たいていの場合は一番近い場所にいた異性が対象になる。その生命体全体に対する敬意だから、相手は誰でもいいんだ。それに、あれは生命体を愛するようには作られていないからな。相手を選ぼうだなんて、思いもしないはずだ」

「じゃあ、蓬ほう莱らい先輩と誰かがキスしたら、みんなは助かるんだね」

「いや、今のままじゃあ駄目だ。コイツがいなければ、あれは中身が空からっぽの入れ物に過ぎないからな。入れ物と中身。二つ一緒でないとエネルギー体を無力化することはできない」

「じゃあ、とりあえずこの子を蓬莱先輩に返さないと」

「それはそうなんだが……」

「なに？　なにか問題でもあるの？」

「その、蓬莱って奴がすでに結末を決めているのだとしたら、返したところで何の意味もない」

「ふぇ」

「そうだろ。放ほうっておいても、結局結果は同じわけなんだから」

「う、うぅ……」

「まあ、返す返さないはお前が決めろ。お前が拾ってきたものだからな」

「……落ち着いてるね。死んじゃうかもしれないのに」

「死んだらまた別の体を探せばいいだけだ。何度も行ってきたことだ。今更恐こわいと思うわけがないだろ」

　お兄さんと違って、私は昔の記憶を持っていません。だから死ぬということは素直に恐いです。それに、私は……欠片かけら程度の生命意思しか持ってないから……お兄さんと違って次があるのかどうかよく分かりません。

　新しい体を見つけてとりつく。

　それが私にできるのか。それは、その時がこないと分かりません。

　お兄さんとの会話を終えた私は、正体を知ったこの子を連れ、自分の部屋に戻りました。そして普段と同じように、自分のベッドに腰掛けます。

　蓬ほう莱らい先輩の持ってたエネルギー……だから、蓬莱先輩に似てるんだろうな。ぼうっとした顔の女の子を見て、そう思いました。

　お兄さんの話では、この子は蓬莱先輩の存在を色濃く受け継いでいるから、蓬莱先輩に似ている子供になったらしいです。子供の姿をしているのは、エネルギーの消費を抑えるためだそうです。

　蓬莱先輩のエネルギーと姿を持った少女。この子は、蓬莱先輩の欠片と呼べる存在。

「何かの欠片だなんて、私みたいだね」

　妙な親近感が湧わいたので、その子の頭を撫なでてあげようと思いました。

「……………消えたくない」

　その子が、小さくそう呟つぶやきました。話したのはそれ一度きりです。この先ずっと、それ以外の言葉は話しませんでした。

　どういう意味なんだろ？

　その時の私には、その呟きの意味が全然分かりませんでした。分からなかったけど、私は私なりにその言葉の意味を考えてみました。だけど分かりません。だけど考えました。

　そのまま夜が更ふけていき……次の日、私は寝坊することになってしまいました。



    

  
    
      



　　　２





　ビックリです。ビックリです。ビックリです。センパイが、あの子のことを捜していたなんて……

　寝坊したので、学校に着く時間がいつもより遅れました。そこで偶たま々たま出会ったセンパイと話をして、それを知りました。

『人類を滅ぼすためのエネルギーだよ』

　偶然とは思えない一致です。だから、間違いなく必然だと思います。

　昨日、麗れい華か先輩が蓬ほう莱らい先輩のことについてセンパイにアドバイスしたって言ってましたけど……その関係で、センパイが一緒にあの子を捜すことになったのでしょうか？　詳しいことは聞きませんでした。動揺で頭が真っ白になったので……とりあえず、適当なことでお茶を濁にごしておきました。

　センパイのことだから、私の嘘うそを信じて今日の放課後に私が大根の研究をすると思っていることでしょう。一応、嘘をついてごめんなさいと心の中で謝っておきました。

　どうしよう。

　詳しいことが分からないので、下へ手たに動くことができません。本来なら、蓬莱先輩に全すべてを話すべきなんだと思いますけど……

『消えたくない』

　あの子のあの言葉が、頭から離れてくれませんでした。





「へえ、屋上って入れたんだ。今度デートに使ってみよっと」

　昼休み。私は蓬莱先輩ではなく、みーちゃん先輩を呼び出しました。そばには、いつものようにクロがいます。

　センパイと一緒のクラスだから、鉢合わせになったらどうしようと心配でしたが、それは無駄な心配に終わりました。日ひ頃ごろの行いが良いからでしょう。センパイはクラスにいませんでした。

　このことはなるべく人には話したくありません。なので麗華先輩の方には、昼休みになってからメールで『ある人と大切な話をするので、屋上には来ないでください』と連絡しておきました。これで誰だれかが来るという心配をする必要はありません。

　ちなみに返事は『勝手にすれば』という素っ気ないものでした。

　麗れい華か先輩らしい返事だな。私がそう思っていると、少し経たって違う内容のメールが送られてきました。

『女心のわからない男全員、不幸になって地獄に落ちちまえ』

　……何のことでしょう。男の人のことで、嫌なことでもあったのでしょうか？

　分からないことを気にしても仕方がありません。

　私はなぜか不機嫌な麗華先輩を気にしないことにして、みーちゃん先輩との話に集中することにしました。

「んで、マオちゃんが俺おれを呼んだ理由って何？　もしかして告白？　だったら悪いけど最後までは言わないほうがいいよ。マオちゃんは可愛かわいらしい女の子だと思うけど、ちょっとストライクゾーン低めすぎるっていうか、もうちょっと大人おとなの方がいいっていうか……」

　みーちゃん先輩が多大なる勘違いをしています。それは私が知ってるみーちゃん先輩の顔で、本当に宇宙人との繋つながりがあるのか、ちょっとだけ疑問でした。

「あの……蓬ほう莱らい先輩のことについて聞きたいことがあるんですけど……」

「蓬莱の？　だったら、俺じゃなく蓬莱自身に聞く方がいいと思うんだけど――」

「蓬莱先輩って、人間じゃないんですか？」

「――」

　みーちゃん先輩の顔色が変わりました。

「何が言いたいの？　マオちゃん」

　回りくどく説明するのが嫌だったので、私は全すべてを包み隠さずみーちゃん先輩に話しました。





「頭のいい宇宙お化け……通称、宇宙を漂う賢者の魂。まさか、そんなものが本当にいて、今実際に俺と話をしてるなんて……凄すごい偶然。宝くじに当たるよりも低い確率なんだろうね。まあ、それだったら宝くじに当たってくれっていう気もするんだけど……とにかく、すっごい偶然っていうことだね」

「そ、そうですね」

　麗華先輩の時と一緒。案外あっさりと私の話を信じてくれました。自分自身が変わった存在だから、そういう話を抵抗なく信じることができるのでしょう。

　これまでの経緯を話し終わります。そして、肝心のことを聞きます。

「どうして、人間を滅ぼしちゃうんですか？」

　みーちゃん先輩の態度は、いつもと同じようなものでした。

「チッチッチ。マオちゃん、それをするのは俺じゃないよ。実行するのはあれだから、文句があるんだったらあれに言って」

「あれって、蓬ほう莱らい先輩のことですよね」

「そうだよ」

　人に対してあれという言葉を使う。なんだか、嫌な感じです。

「あれが人間って生き物のことを観察してるんだ。そんで答えを出すの。俺おれたちがしてるのは、それの簡単な手伝いだけだよ」

「でも、それをする蓬莱先輩をこの星に送り込んだのは、みーちゃん先輩たちじゃないですか……それって、やっぱりひどくないですか？　人の幸せを奪う権利は、誰だれにもないわけなんですから……」

「普通だったらそうだね。だけど、それが悪党だったら話は別でしょ。マオちゃんの家に拳けん銃じゆうを持った悪い奴やつが立てこもった。その場合、鉄球使ってドカーンって家を壊してもおかしくはないっしょ。それと同じ。悪い子は罰を受けなきゃいけないんだよ」

「そ、それはそうですけど……」

「まあ、実際にそれをするのはあれだから……文句があるならあれに言って」

「蓬莱先輩のことを、あれって言うのはおかしくないですか？　女の子には優しく。それがみーちゃん先輩のモットーじゃなかったんですか？」

「それらしく作ってあるから人間に見えるだけで、人間じゃないんだから『ちゃん』付けするのはおかしいよ。俺が携帯に『ちゃん』をつけてたら、気持ち悪いっしょ。物なんだから、ちゃんと物として扱わないと」

　反論できずに、気分が落ち込んでしまいました。

　……人間に見えるだけで、人間ではない。それを言ったら、私も同じような気がします。

「蓬莱先輩は、最終的にみんなをどうするつもりなんですか？」

「滅ぼす――って、決めちゃったみたいよ……だけど」

「だけど？」

「マオちゃんのせいで不都合が起こっちゃったみたいだね。それの対処で、今は何も考えてないみたい」

「ご、ごめんなさい」

「謝んなくてもいいよ。あれから中身が離れる――マオちゃんはきっかけであって、原因じゃないんだから」

　みーちゃん先輩は、なぜか含みのある言い方をしました。

　きっかけであって原因じゃない？　どういう意味なんでしょう？

「それにね、正直な話をすると、俺はこれをラッキーかなって思ってるんだ」

「ふぇ。何でですか？」

「まだ、人を滅ぼさなくてもいいんじゃないかなって思ってるからだよ……ある人に言われたんだ。『人という生き物は、まだ成長途中なんです。だからもう少しだけ温かく見守ってあげてください』ってね。なるほどって思っちゃったんだ。人というのは、十何年で理解できるほど単純なものじゃないんだよね。もう少し長く見てたほうが面白いと思える、不可解で不思議な生命体なんだよね。だから、あれの考えが変わるかもしれない、この不測の出来事に感謝してるんだ……それに、俺おれにそう言ってくれた子には、できることなら生きていてほしいものだからね」

　ある人っていうのは、麗れい華か先輩のことだと思います。宇宙人の人間観に影響を与えて、さらには恋をさせて助けたいと思わせるなんて……凄すごいです、あの人は。

「蓬ほう莱らい先輩がセンパイに手伝いをお願いしたのは……みーちゃん先輩の指示ですよね」

「うん」

「どうしてセンパイだったんですか？　もしかして、この地域を選んだことに意味でもあるんですか？」

「んにゃ。地域に関しては意味なんてないよ。適当に選んだらここになっただけ」

「はあ、そうなんですか」

「ただ、カンちゃんを選んだのには理由があるんだ」

「どんな理由ですか？」

「カンちゃんがあれに好意を持っている。そんな理由だよ」

「好意……」

「カンちゃんだったら、あれの気持ちを変えてくれるような気がしたんだ。だから、カンちゃんと一緒になって捜せって言ったんだ。あれはあれで戸惑ってたみたいだよ。ある言葉をかけられて、よく分からない気持ちになったとも言ってたし」

「ある言葉って何ですか？」

　表現しにくい、不思議な顔でみーちゃん先輩は笑いました。

「自分にとってキミは一人の人間だ――そんな感じのことらしいよ」

　……何となく、蓬莱先輩の中に生まれた気持ちの正体が分かりました。

　私たちは……私と蓬莱先輩は、限りなく人間に似ています。だけど、正確に分類したら人間ではありません。人間でありたいけど……残念ながら、人間にはなれません。

　そんな相手に、そんな言葉をかける。センパイは、やっぱり温かい人だと思います。だから、その温かさが蓬莱先輩にもうつったんだと思います。

「マオちゃんが見つけたエネルギー体について……どうしたいかはマオちゃんに任せるよ。俺の役割は監視だけだからね。本来は、あれの行動に関して口出しをしちゃいけないんだ。それなのにカンちゃんと仲良くしろなんて命令を出せたのは、マオちゃんが隙すきをつくってくれたからなんだよ。だから、マオちゃんにはありがとって言っておくよ」

「ど、どうも……」

「多分これが最後なんだろうね。その時までにあれの決断が変わらなかったら……」

　その先は口にしませんでした。

「その時って、いつなんですか？」

「明後日あさつて」

「ふぇっ」

「あれが送り込まれてからその時を迎えるまでの時間は、星によって違うんだ。この星でそれに要した時間は十七年だったんだ……十七年もあれば、人間という生き物の全すべてが分かると思ってたみたいだけど……」

　その先も、口にはしませんでした。

「んじゃ、俺おれはここで退散するよ。なんか聞きたいことがあったら、また聞きにくればいいよ。カンちゃんやあれに全てを話したいなら話したらいいし、マオちゃんの行動に口出しをするつもりはないから、この先はマオちゃんの好きにして」

　緊張感というものがまったくありません。みーちゃん先輩は、たとえどんな状況になったとしても、どうしようもないほどにみーちゃん先輩なんだということなのでしょう。

　みーちゃん先輩の足元にクロが寄ってきます。そばに来たクロは、みーちゃん先輩のズボンを噛かんで、どこか別のところに行こうよという意思表示を見せました。

「んじゃ、クロが急せかすから俺は行くよ」

　みーちゃん先輩が背中を向けます。私は、その背中に最後の疑問をぶつけました。



    

  
    
      



    

  
    
      「みーちゃん先輩ッ。蓬ほう莱らい先輩から離れたあの子が……消えたくないって呟つぶやきました。それって、どういう意味なんですか？」

　顔だけを、私に向けて言いました。

「さあ。女の子の気持ちは分かっても、物の気持ちは分かんないよ」

　そしてみーちゃん先輩が屋上を出て行きます。天気のいい屋上に、私が一人取り残されるだけでした。





「生きてる意味って何だと思います？」

　放課後、部室に私は麗れい華か先輩と二人っきりでいました。

　センパイと蓬莱先輩は、あの子を捜しているからここには来ないはずです。みーちゃん先輩はここにはいません。なので、麗華先輩は私と二人っきりの時にだけ見せるあの顔をしています。

「知るか馬ば鹿か」

　辛しん辣らつな言葉が返ってきました。ひどいです。会話になっていません。

　昼休みのメールからそうだったんですけど、なぜか機嫌が悪いです。

「馬鹿って言葉で片付けないで、真面目まじめに相手をしてほしいんですけど……」

　麗華先輩が、これ見よがしにため息をつきます。

　面倒くさいけど相手をしてやる。そんな気持ちが態度に表れていました。

「なんだよ突然？　そんなこと聞いて」

「ちょっと、気になったから聞いてみたんですけど……」

「宇宙お化けが生きてる意味を考えるってか。ふん、変わった話もあるもんだ」

「茶ちや化かさないで、知ってるんなら教えてほしいんですけど……」

　麗華先輩は窓枠に体を預けながら私の話を聞いています。私の態度が真剣なのを察し、少しだけ顔つきが真剣なものに変わりました。

「お前、世界で一番美お味いしい食べ物は何だと思う？」

「ふぇっ。え、ええっと、ハンバーグですかね？」

「ふん。ガキだな、お前って」

「むっ。放ほうっといてください……それより、それがどうしたんですか？　食べ物と生きてる意味に何の関係が――」

「それが答えだよ」

「ふぇっ。ハンバーグがですか？　私の生きてる意味って、ハンバーグを食べることなんですか？」

「ばーか。そうじゃねえよ。答えは、人によって違うっていうことだよ」

「人によって……」

「大好物と一緒だ。生きてる意味なんて人によって違うんだから、それを人に聞いたところで、お前が納得する答えなんて返ってこねえよ。自分で探して自分で見つけろ。それ以外に、お前が心の底から納得する答えと出会う方法なんてないんだから」

　嘘うそつきで猫っかぶりなのに、たまに凄すごく良い事を言います。きっと、みーちゃん先輩もこんな風に騙だまされたんでしょう。

　蓬ほう莱らい先輩の結末を、私は知っています。どちらを選んでも、蓬莱先輩は消えてしまいます。絶対にそれを避けることはできません。絶対に消えてしまいます……そんな蓬莱先輩は、何を思って今日を生きているのでしょう。何のために、この世界に生まれてきたんでしょう。最初に与えられた目的のためだけに存在する。それを、生きているといえるのでしょうか？　みーちゃん先輩と話した後、私はそればかりを考えていました。

　なぜなら、それは私も同じだからです。

　生きるという目的のためだけに、存在し続ける。それは、意味のあることなんでしょうか？　いつか私は消えてしまいます。その時、私は……何を思っているのでしょうか？

「で、何で突然そんなことを聞いてきたんだ？」

「い、いえ……あの、もしも明日消えたらどうしようって考えちゃって……」

「ふん、つまんねえこと考えるなよ。人間誰だれだって死ぬんだ。運が悪い奴やつは、明日車に轢ひかれて死ぬかもしれない。考えたって意味なんかねえよ。お前が人より消えやすい存在ってのは知ってるけど……だからって、悩んだって仕方ないだろ。違うか？」

「違いませんけど……」

　そう言われても「はい、そうですか」と納得はできません。不安なものは不安なんです。

「……しゃあねえな。じゃあ、女にだけ当てはまる生きてる意味ってのを教えてやるよ」

　私が気落ちしているのを見て、麗れい華か先輩がそう言いました。

「何ですか？　女にだけ当てはまる生きてる意味って？」

「決まってるだろ――」

　それを言った時の麗華先輩の顔は、なぜか格好よく見えました。

「――好きな男の、そばにいることだよ」





　結局、その日は蓬莱先輩と話をすることはありませんでした。そして、あの子を返すということもしませんでした。みーちゃん先輩の話では、あと二日あるそうです。わずかな時間といえば、確かにわずかな時間なんですけど……その気になればすぐに解決できるので、焦あせる気にはなりません。

　家に帰った私は、真まっ直すぐ自室に向かいました。部屋の中、ベッドの上にあの子がいます。お行儀よく、お人形のように身動き一つせずに座っているあの子。朝、私がそうしていなさいって言ったとおりの格好をずっとしていました。

　人じゃなくて……物か。

　自分で考えて動くということをせず、私の言ったことを忠実に守り続ける。その姿を見ていると、嫌でもその言葉が頭に浮かんでしまいます。

　蓬ほう莱らい先輩はそのために生まれてきて、そのために生きてきて……それだけしか、やることがなくて。

「キミは、どうしたいの？」

　隣に座って、そう話しかけます。返事はありません。声に反応して、顔を向けるだけでした。

「キミは、何のためにここにいるの？　何がしたいの？　何で生まれてきたの？　何で……」

　私は、何が聞きたかったのでしょう。

「ごめん。たくさんのことを聞いても、答えられないよね」

　返事がないのは分かっていました。私がしていることは、お気に入りのお人形に話しかけているようなことなのですから。

「キミが望んでないとしても、キミには存在している理由があるんだよね……だけど、それが終わったら消えてしまって……でも、それだけを目的に生まれてきたんだから、そこで消えてなくなっても悲しくなんてなくて……むしろ、それが当たり前のことで……当たり前のことだから、気にする方がおかしいって気もするし……」

　混乱してきました。私は何が言いたいのでしょう。

　蓬莱先輩の欠片かけらと呼べる女の子は、混乱している私を涼しい顔で見つめています。誰だれのせいでこうなったのかを考えると、ちょっとだけ怒りたくなりました。

　顔色一つ変えない少女。見ていると、やっぱり蓬莱先輩の面影があります。

　そういえば、蓬莱先輩もよくこんな顔をします。関係ないといった感じで、遠くから観察しているような顔を。

　今思えば、蓬莱先輩があんな顔をするのは当然のことだったんですね。

　人を観察して、人を学んで、人を断罪し、人を滅ぼす存在。普通に、笑って人生を過ごす方がおかしいですよね。

　だから、全すべてを知った今なら納得できます。

　蓬莱先輩は、普通の人間じゃない。だから、滅めつ多たに笑顔を見せなかったんだって。

　人間じゃないものに、人間のような笑顔はいらない。そういうことなんだと思います。

　だけど……蓬莱先輩は、普通に笑います。それはなぜなんですか？

　部室で見る蓬莱先輩は、たまにだけどとても楽しそうな顔をして笑います。普通の女の子として、普通に素敵な笑顔を見せてくれます。

　どうしてそんな顔ができるんでしょう。

　もしも私が蓬ほう莱らい先輩だったとしたら、そんな風には笑えません。恐こわいって思って、笑顔をつくることができないと思います。

　蓬莱先輩は、開き直っているのでしょうか？　それともみーちゃん先輩が言ったみたいに、ちょっと故障気味だから、そうなっちゃったんでしょうか？　だから、何も気にせずに普通に笑うことができるのでしょうか？

　真面目まじめに考えたけど、私には分かりませんでした。

　蓬莱先輩が何を思っているのか。それが分かるのは、蓬莱先輩だけなのでしょう。

　考えても分からない問題なんだろうな。

　その日の夜、そんな答えを出しました。

　これは私が深く関かかわっていいことではなかったのです。だから、次の日にこの子を蓬莱先輩に返そうと思いました。





　旧校舎にお化けが出るとセンパイに伝え、私はそこで二人を待ち伏せすることにしました。

　蓬莱先輩に似ている子供のお化けが出ると伝えたので、すぐに気づいてここに来ると思っていたのですが……学校が終わって、生徒が完全にいなくなってからしばらく経たつのに、二人がここに来ることはありません。

　センパイは鈍い人のようです。あんなに分かりやすいヒントを出してあげたのに、ここに来ないなんて……

　もっと簡単なヒントにすればよかったかな。そう思ってため息をつきそうになると、やっとのことであの二人が姿を現しました。

　私だけが、急いで校舎の陰に隠れます。あの子は自分で考えて動くということをしませんので、簡単に目立つところに置き去りにすることができました。

　あの子を見て蓬莱先輩が驚いています。その隣に、状況を理解しきれていないセンパイがいます。二人とも私のことには気づいていません。他ほかに誰だれかいるとは、夢にも思っていないことでしょう。

　蓬莱先輩があの子に近づきます。これで、私にできることは終わりだなと思いました。



　――消えたくない。

　頭に、あの言葉が浮かびました。



　あの子は蓬莱先輩の欠片かけら。じゃあ、それは蓬莱先輩の言葉といえるのではないでしょうか。大切なことに気づきました。私は、まだ――蓬ほう莱らい先輩と話をしていません。あと一日あります。だから、ここで終わりにしなくても大丈夫です。

　気づけば、私は小さな声であの子を呼んでいました。

　呼ばれる声に反応し、あの子がこちらに逃げてきます。私はその子を連れ、急いで逃げ出しました。逃げるなんて考えてもいなかったので、どこに逃げていいのか分かりません。焦あせってきょろきょろしていると、校舎の窓がわずかに開いているのが目につきました。どうやら、見回りの警備員さんが戸締まりを忘れたようです。

　この子を連れ、その中に逃げ込みます。そして中から鍵かぎをかけ、死角に隠れて息を殺しました。見つかるかもしれないとドキドキしていると、一度だけ窓がガチャリと音を立てました。だけど、それ以上のことは何もありません。

　二人に見つからないように盗み見します。しばらくの間私たちを捜していた二人は、やがて諦あきらめて帰っていきました。それを見届けてから、私はこの子を連れて家に帰りました。





　私の部屋、ベッドの上にあの子がいます。布団に入って瞳ひとみを閉じて、身動き一つしません。お兄さんの話では、この子は睡眠を必要とはしないそうです。だけど、今は眠っているかのように瞳を閉じています。そうしている理由は、私がそうしろと言ったからです。

　子供が夜よ更ふかしをするのは悪いことです。だから、私はその子に対してそう言いました。

　まあ、厳密にいうと子供とは違うわけなんですけど……

「明日、か……」

　ふと、そんなことを呟つぶやいてしまいました。

　私がしたことは、間違っていたのかもしれません。何もせずに、蓬莱先輩にこの子を返してあげた方がよかったのかもしれません。

　だけど、私はまだ、蓬莱先輩と話をしていないから……

　今思えば、どうして一番大切な人である蓬莱先輩を後回しにしていたのでしょう？

　その理由は何となく分かっています。私自身の、気持ちの整理がつかなかったからです。

　消えて……しまうんですよ。

　何がどうなっても、誰だれが何をしても……蓬莱先輩だけは、絶対に消えてしまうんです。そんな人を相手に、私はどんな話をしたらいいんですか？

　それが分からなかったから、私は蓬莱先輩と話すことを避けていたんです。

「……蓬莱先輩」

　滅めつ多たに笑わなくて、口数も少なくて、びっくりするようなドジをしても、顔色一つ変えないような人だったけど……笑うと凄すごく素敵な人なんです。

　センパイが好意を持つのも納得できます。私が男の子だったら、同じように好意を持ったと思います。

　そんな人が、消えてしまうんです。引っ越すとか、入院するとかでしばらく会えなくなるというわけではなく……消えてしまって、永遠に顔を見ることができなくなってしまうんです。

「なんで……蓬ほう莱らい先輩なんだろう……」

　分かってます。理由なんてないって。私がどんなに心を痛めても……意味なんてないんです。

　だけど……
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　クラブに入部して一ヶ月も経たった頃ころ。

　授業が終わったので「わたし」は部室に行きました。

　この一ヶ月、部活動らしい活動をした記憶は一つもありません。

　クラブ説明会の時に受けた説明とは違い、ミーティングという名前の談笑か、トランプしかしていないクラブでした。なので、オカルト研究会という名前を、別の名前に変えたらどうですかとセンパイに言ったことがあります。するとセンパイは渋い顔をして、卒業した先輩との約束で名前だけは残しておきたいんだよと答えました。

　どうやら、センパイはオカルトというものに興味がないみたいです。それなのに卒業した人との約束を守ってクラブを続けるなんて……律儀で優しい人だなって、思いました。

　ちなみに、周りの友達はこのクラブのことを占い部と呼んでいます。君きみ島じま先輩という占いが得意な先輩が、この学校の中で圧倒的な影響力を持っているから、そんな風に呼ばれているのです。

　部室の扉を開けると、柔らかな太陽の光が差し込む窓際の席で、蓬ほう莱らい先輩が気持ち良さそうに眠っていました。

　それはため息が出そうなくらいに綺き麗れいな寝顔でした。

　マシュマロのように白い頬ほおは、凄すごく柔らかそう。

　触ったら、気持ちいいんだろうな……

　そんなことを思い、我慢できなくなったわたしは、思わず人差し指でその頬をつついてしまいました。

「……」

　そのせいで、蓬莱先輩が目を覚ましてしまいました。驚いたわたしは、思わず固まってしまいます。

　固まっているわたしを、蓬莱先輩が珍しいものを見るような目で見ています。

「どうかしたの？」

　そして、寝起きらしいのんびりとした口調でそう言いました。

「え、ええっと……あの、その……蓬莱先輩のほっぺが柔らかそうだったから……我慢できなくて触っちゃって……ご、ごめんなさい」

　わたしが正直にそう言うと、蓬莱先輩はのんびりとした口調のまま「そう」とだけ言いました。そして再び眠りにつきます。どうしたらいいのか分からないわたしは、そのそばで混乱していました。

　突然、部室の扉が開きます。

　姿を現したのは、センパイと君きみ島じま先輩の二人でした。

「何してんだ？」

　蓬莱先輩のそばで慌あわてているわたしを見て、センパイがそんなことを言ってきます。

「蓬莱さんに悪戯いたずらでもするつもりですか？　真ま央お塚づかさんは悪戯っ子なんですね」

　それに続いて、柔らかな笑顔で君島先輩がそう言いました。

　いい匂においのする、美人で聡そう明めいで優しい先輩。この人の後輩だというだけで、この学校では自慢になります。

「いえ、違います……あの、その、蓬莱先輩のほっぺが柔らかそうで白くて……マシュマロみたいだったから……」

「……何が言いたいんだ？」

「ええっと……何が言いたいんでしょう？」

　あたふたしているわたしを見て、センパイは呆あきれたようにため息をつきました。

「何がしたいのかは知らないけど、蓬莱さんに悪戯なんかするな……よ……」

　センパイが言葉を失います。きっと、わたしと同じように蓬莱先輩の寝顔をモロに見てしまったのでしょう。

　そして、無意識といった感じで蓬ほう莱らい先輩に向かって手を伸ばします。

「輝てる幸ゆき君」

「ッ――」

　君きみ島じま先輩に声をかけられ、センパイが正気に戻ります。

「駄目ですよ。眠っている人に悪戯いたずらしたら」

「え、あ、そ、そうだね……」

　わたしと同じように慌あわてています。

　そうなってしまうんです。それくらい、太陽の光の中で眠る蓬莱先輩は魅力的なんです。

「分かりましたよね、わたしの気持ち」

「……ま、まあな」

　わたしとセンパイの気持ち。それが共鳴した瞬間でした。

「……」

　そんな会話をしていると、蓬莱先輩が再び目を覚ましました。

　視線はセンパイの方を向いています。目が合った瞬間、蓬莱先輩は小さく笑いました。

　その笑顔も、とても魅力的です。なのにセンパイは視線を逸そらしています。きっと、直視するのが照れくさかったのでしょう。

「ごめんなさい。こんなところで眠ってしまって」



    

  
    
      



    

  
    
      「いや、別に……眠いんだったら、何時間でも眠ってていいよ」

　蓬ほう莱らい先輩が、部長であるセンパイ公認の「部室で寝てもいいよ権」を獲得しました。羨うらやましいです。わたしも欲しいです。

「じゃあ、センパイ。今度、わたしもお布団持ってきて眠ってもいいですか？」

「……寝るのはいいけど、布団を持ってくるのは勘弁してくれないか」

「分かりました。だったら寝袋を持ってくることにします」

「いや、それもちょっと……」

　これでわたしも「部室で寝てもいいよ権」獲得というわけです。これからは安心して夜よ更ふかしができます。

「ふふ……」

　わたしたちを見ている蓬莱先輩が笑いました。

　滅めつ多たに見せない、とても楽しそうな笑顔。女の子のわたしが見てもドキッとするくらいに、それはとても素敵な笑顔でした。

「おっす。漢字で書いたら押して忍ぶと書いて押お忍す。何が言いたいかっていうと――みなさんこんにちは」

　再び扉が開き、今度はみーちゃん先輩が姿を現しました。その足元にみーちゃん先輩と仲の良い黒猫がいます。

　適当な挨あい拶さつは、いつものみーちゃん先輩の挨拶です。この人は女の子のことが大好きで、わたしのクラスの女の子も何人か声をかけられたことがあるそうです。だけど、優しくて面白いから、みんなまんざらでもない顔をしています。

「お前……挨拶くらいちゃんとしろよ」

「ハロー。これでいい？」

「いや、そうじゃなくて……」

　センパイとみーちゃん先輩のやりとり。センパイはちょっと呆あきれてるみたいだけど、わたしは見ていて面白いからこの光景が好きです。蓬莱先輩も君きみ島じま先輩も、わたしと同じように笑っています。

「それじゃあ、全員揃そろったからミーティングを始めるか」

　センパイがそう言って、みんなが席に着きます。

　そして、いつもと同じようにミーティングが始まりました。わたしの好きな、みんなとお話をして遊ぶ、楽しい時間が。





　――それは私ではない、わたしの記憶です。

　呼び起こすと温かい気持ちになれる、昔のわたしが持っていた情報です。

　それを夢で見て、私は目を覚ましました。

　もう、こんな記憶を増やすことはできません。あの人が消えてしまうから、このメンバーでの思い出が増えることはありません。

　だから最後に、そんな夢を見てしまったんだと思います。





　最後の日。

　昼休み、屋上に蓬ほう莱らい先輩を呼び出しました。麗れい華か先輩には屋上に来ないでくださいと連絡してあります。なので、ここには誰だれも来ません。

「そう。真ま央お塚づかさんがあれを隠してたんだ」

　私が純粋な人間ではないこと。あの子を隠していること。蓬莱先輩とみーちゃん先輩の正体を知っていること。これからの話に必要と思われること全すべてを話した後、蓬莱先輩はそう言いました。

「ごめんなさい」

「いいよ。気にしないで」

　私が謝ると、蓬莱先輩は優しい声でそう言ってくれました。

「そっか。それで、真央塚さんに触れた時、私の中の何かが持っていかれるような、変な感じを受けちゃったんだ」

　二人っきりでも態度は変わりません。あの人と違って裏表のない蓬莱先輩は、凄すごく素敵な先輩です。

「それで、聞きたいことって何？」

　ゆったりとした口調は、落ち着いた大人おとなの女性のものでした。立ち姿と、風に揺れる長い髪はとても素敵で……センパイがこの人のことを好きになったのも、よく分かります。

「消えたくないって、どういう意味ですか？」

「……」

「あの子が一度だけ言ったんです。小さな声で消えたくないって――それって、どういうことなんですか？　考えて私なりに分かろうと思ったんですけど……私、お兄さんと違って何も知らないからよく分からなくて……」

「そう。あれがそんなことを……」

　優しく、蓬莱先輩が微笑ほほえみます。

「それは……私の気持ちなんだと思う」

「蓬莱先輩の？」

「うん。結構前からね、よくおかしなことを思うようになってたんだ。それは、その中の一つだと思うよ」

「おかしなことですか……」

　私を見ている瞳ひとみは、とても穏やかでとても綺き麗れいでした。

「いつの頃ころからか、色んなことを考えるようになってきたの。理由は自分でもよく分からない。人を冷静に観察して、人に溶け込み、人というものの本質を考えながら、人に見えるように存在する……それだけしか、できないはずだったのに」

「何ができるようになってきたんですか？」

「誰だれかと一緒にいることを楽しいと思ったり、誰かのことを心配したり、意味もないのに、変な失敗をしちゃったりして……目的に全然関係ないことができるようになったの。だけど理由は分からない……どうしてなんだろう。どこか調子が悪いのかな」

　蓬ほう莱らい先輩に分からないこと。当然、私にも分かりません。だけど、あの人は分かっていました。

「人間に――なったんじゃないですか」

　気づけば、そう言っていました。

　麗れい華か先輩が言っていました。

　人間でなかったものが、人間になっていっているような感じがするって。

　今ならその言葉の意味がよく分かります。人に似た物として作られ、最終決定者として存在してきた蓬莱先輩。みーちゃん先輩にとっては物なのかもしれませんけど、私と、センパイにとっては、蓬莱先輩は立派な人間です。

「人間？　私が？」

「はい……人間っていうのは、そういうものだと思います。楽しいと思ったり、寂しいと思ったり、悲しいと思ったり……ちょっぴり、ドジなところがあったり……それって全部、人間にとって当たり前のことだと思います」

　蓬莱先輩の驚いた顔。それが、それを聞いたことで再び優しい笑みに変わりました。

　なぜでしょう。その顔が、とても儚はかなく見えました。

「そっか……そういうことだったんだ」

　そして嬉うれしそうに、そう呟つぶやきました。

　風が通り抜けます。蓬莱先輩の黒髪は長くて綺麗で、白い肌にとてもよく合っています。少しだけ見える首筋。それは、女の子の私が見ても魅力的に見えるものでした。

　私は息を呑のみました。そして、一番知りたかったことを聞きます。

「蓬莱先輩って――その日が来たら、消えちゃうんですか？」

　私を見ながら、いつまでも蓬莱先輩は笑っていました。どうして、あんな風に笑えるんでしょう。どうして……消えてしまうことを、恐れていないのでしょう。

　私には、分かりませんでした。

「うん。その日が来たら、私は消えてしまうよ」

　すぐに返ってきた答え。それを聞いて、私は泣きそうな気持ちになりました。

「私はそのために作られて、そのために存在し続けてきた。だから、それを恐こわいとは思わないし、悲しいとも思わない。だけど、一つだけ心残りがあったから……」

「……」

「消えたくないって思ったんだと思う」

「……心残りって何ですか？」

「私の中にある、私にも分からない気持ちを知ることかな」

「自分の気持ちですか？」

「うん。それが知りたかったから、色んなことをして、色んなことを考えたんだ」

「……それで、その気持ちが何なのかは分かったんですか？」

「うん。分かったと、思うよ」

「何だったんですか？」

　蓬ほう莱らい先輩は、柔らかな顔で笑いました。

「私はね、みんなのことが好きなんだよ」

「……」

「神かん崎ざき君に聞かれたんだ。みんなのこと、好きじゃないのって。それを聞いて、分からなかった問題の答えが分かったんだ。とても単純なことだったんだよ。みんなのことが好き。その理由だけで、全すべてのことが説明できたんだ」

　胸の奥の方が痛くなってきました。蓬莱先輩の笑顔が、もの凄すごく儚はかないものに見えます。

「終わりが近づいてきた頃ころ。自分の中によく分からない気持ちが生まれたの。最初は、その気持ちの正体が知りたいだけだった。そのうち、神崎君に言われて、みんなのことが好きなんだって気づいて、やっと分かったんだ。私は、みんなには死んでほしくないんだ。ずっと生きて、笑っていてほしいんだ」

「……」

「昨日の夜、あれが私から逃げて、私には分からないどこかに行ってしまった時、私はどうしようもなく恐くなったんだ。このままじゃあ、みんなが死んでしまう。このままじゃあ、みんなを助けられない。そう考えたら、とても恐くなって……それでやっと気づいたんだ。私は、みんなを助けたいと思っていたんだって。そして、なぜそう思っているかというと――」

「……みんなのことが、好きだからですね」

「うん。そうだよ。本当のことを言うとね、私は人間という生命体は好きじゃないんだ。争いを好むし、間違いを何度も繰り返す人間という生き物は、危険でどうしようもない生命体だと、私は思っているんだ。だけどね――全部の人間が、そうだってわけじゃないんだよ。とても優しくて温かい人が、私の周りにはたくさんいる。私はその人たちが好き。だから、理屈ぬきで……消えてほしくないから……私は、答えを変えることにしようと思うんだ」

　周りにいるみんなのことが、好きだから。

　とても自然に出たその言葉を、私は永遠に忘れないと思います。

「蓬ほう莱らい先輩は、センパイとキスするつもりなんですか？」

「うん。神かん崎ざき君には迷惑かもしれないけど、キスをするとしたら、神崎君がいいな。彼がいなかったら、こんな気持ちにはなれなかったと思うし……やっぱり、私に一番優しかった彼が、一番好きだから」

　それは、愛や恋と呼ぶには未熟な感情かもしれません。だけど、蓬莱先輩にとってその気持ちは、初恋と呼んでも差し障りのないもので……

　好きという気持ちは、そんな未熟な感情が育ったものだと思うから。

　キスをしたいと思うのは、とても自然な気持ちなんだと、私は思います。

「ごめんね。神崎君だけじゃなくて、真ま央お塚づかさんにも迷惑をかけちゃって」

「いえ、迷惑なんてかかってないですよ。私は、偶たま々たま出会ったあの子を保護してただけで、落とし物を拾うのは当然のことですから」

　それに、心当たりはないんですけど、元々の原因は私みたいです。だから、責任を取るという意味でも、これくらいのことはしなくてはいけません。

「違うの……あれは……私が……」

　言いたいことがある、だけど言えない。そんな気持ちが表情に出ています。

　悪いことをした子供が謝る前。蓬莱先輩の顔は、そんな顔でした。

「……真央塚さん。蝙蝠こうもりの話って、知ってる？」

　突然、話が変わります。

「どんな話ですか？」

「蝙蝠が言うの。『僕には毛皮があります、だから僕は獣です。僕には翼があります、だから僕は鳥です』って。どっちにもいい顔をする卑ひ怯きような人のことをたとえた話なんだけどね……私はこの話を聞いて、思ったんだ」

「何をです？」

「蝙蝠は、獣になりたかったのなら、翼を捨てればよかった。鳥になりたかったのなら、毛皮を捨てればよかった。一つを捨てれば、一つを手に入れることができる。捨てれば、きっと手に入るものがある……私は、そう思ったんだ……だけど、そんなことをする必要はなかったんだね。答えはとても、簡単なことだったんだから」

　蓬莱先輩が何を言おうとしているのか。それは結局、分かりませんでした。だけどそれに気を取られるということはありません。

　もっと大事なことで、頭がいっぱいでした。

　蓬ほう莱らい先輩はその時が来たら消えてしまいます。なのに、私に向けてくれる笑顔を絶やしません。絶やす素振りすら見せません。

　私は恐こわいです。自分が消えてしまうことが。

　だから分かりません。そんな風に、蓬莱先輩が笑える理由が。

「蓬莱先輩。蓬莱先輩は恐くないんですか？　自分が消えてしまうことが……恐くないんですか？」

　だから――そんなことを聞いてしまいました。

「消えてしまうのは最初から分かっていたことだから、恐くはないよ」

　何も言えなくなってしまうくらいに、蓬莱先輩の笑顔は綺き麗れいでした。

「それに、最後の時、神かん崎ざき君がそばにいてくれると思うから、私は恐くないよ」

　女の幸せは、好きな男のそばにいること。

　大切な時。頭に浮かぶのは、あの人の言葉です。嘘うそつきな、あの先輩の。

　悲しいです……胸が痛くて、張り裂けそうです。こんな悲しい結末、私は嫌です。もっと、蓬莱先輩には幸せな思いをしてほしい……

「蓬莱先輩。よかったら受け取ってほしいプレゼントがあるんですけど……いいですか？」

「いいけど、なに？」

　思いつきました。女の子を、幸せにする方法が。

「センパイと、デートをしてください」

「……神崎君と？」

「はい。まだ時間はあるんですよね。だったら、その時間ギリギリまで、センパイとデートをしていてください。それで、私は昨日と同じ場所で待ってますから、デートが終わったら来てください」

　覚悟ができている蓬莱先輩にとっては余計なお世話かもしれませんけど、私はこのまま終わってほしくありません。だから、残った時間を使って、少しでもいいから幸せな思いをしてほしいです。

「だけど……デートって言われても、どうしたらいいのか……」

「大丈夫です。男の子と女の子が二人で遊んでいればそれでデートになります。蓬莱先輩は、何か買ってとか、ここに行きたいとか言ってセンパイに甘えていたらいいんです。蓬莱先輩は美人だから、それだけでセンパイはメロメロになるはずです」

　ハッキリと言いきってやりました。私も男の人とデートをした経験はないんですけど……多分それで大丈夫です。読んだ漫画に書いてあったから、多分それで大丈夫のはずです。

「甘えたらいいの？」

「はい。してほしいことをセンパイに言えばいいんです。デート中の女の子の仕事は、男の人に甘えることですから」

「分かった。じゃあ、どうなるかは分からないけど……真ま央お塚づかさんのプレゼント、受け取ることにするね」

　そう言って蓬ほう莱らい先輩は笑いました。それはデートを楽しみにしている女の子の顔で、とても素敵な顔でした。

　だけど、それを見てると胸が痛くなって……私は、精一杯の笑顔を返してあげるのがやっとでした。





　放課後。私は二年の校舎に行き、センパイを待ち伏せしました。

　センパイは少しだけ深刻な顔をしていました。思えばそれも当然の話です。自分の行動一つで世界の運命が決まってしまうのだから、おちゃらけている場合ではありません。

「真央塚……何してるんだ、こんなところで？」

　何も知らないセンパイが、そんなことを聞いてきます。詳しい説明ができない私は、要点だけを簡潔に伝えることにしました。

「女の子はロマンチックなのが好きなんです。だから、好きな人のために最高にロマンチックなことをしてあげてください」

　そう言うと、センパイは軽く混乱したような顔になりました。そして少しの間を置いて「何言ってんだ？」と言いました。

　……緊張感のない顔をしています。

　蓬莱先輩のことを思いながらその顔を見ていると、自然と腹が立ってきました。

　女心を分からない男の人は格好悪すぎます。

　何日か前。麗れい華か先輩が怒っていた理由が分かったような気がします。きっと、麗華先輩の気持ちを考えずに、この人は恋愛の相談をしたんです。だから麗華先輩は怒って私にあんなメールを送ってきて……その八つ当たりを私が受けることになって……もうっ。プンスカプーです。

「女心が分からないセンパイは、格好悪いです」

　心にある不満をセンパイにぶつけ、私はその場を走り去っていきました。





　あの子を迎えに行くために、私は一いつ旦たん家に帰りました。

　今いま頃ごろ、蓬莱先輩は私に言われた通り、センパイとデートをしているはずです……………ちょっと、羨うらやましいです。できることなら私も一緒に遊びたいです。

　リビングには、先に帰ったお兄さんがいます。私は軽く挨あい拶さつをして自室に向かいました。

　午前０時がタイムリミットです。その時間が近づいたら、私はあの子を連れて昨日のように旧校舎に向かったらいいんです。だから、その時間が近づくまでは、自室で待機ということになります。

　……………ありえないことが起こりました。

　あの子が、部屋にいません。

「ふぇ、え、ア……お……」

　頭の中が真っ白になりました。

　人に預かった絶対に失なくしてはいけない大切なモノを、失くしてしまいました。

「お、お兄さーん」

　急いでリビングにいるお兄さんの元に向かいます。

　あの子は、自分で考えて何かをするということをしません。だから、いなくなったということは、誰だれかがあの子を連れ出したということになります。そして、この家で私以外の誰かということになると……

「あの子をどこにやったの？　食べちゃったの？　隠しちゃったの？　売っちゃったの？　生いけ贄にえにしちゃったの？　とにかく、どこにやったの？」

　超がつくくらい呆あきれた顔で私を見るお兄さん。焦あせりすぎたせいで、言ってることが滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまいました。

「何が言いたいんだ？　馬ば鹿か」

「何が言いたいんだじゃないよ。あの子をどこに隠したの？」

「あの子？　隠す？」

　演技ではない、普通のリアクションです。

　お兄さんは冷たい人ですけど、麗れい華か先輩のように嘘うそが上手な人ではありません。そのお兄さんがこんなリアクションをするということは……

「……お兄さんじゃないの？」

「何がだ？」

　若干怒った顔をしています。事情を説明されてないことに、イラついているのでしょう。

　私はお兄さんに事情を説明し、あらためてあの子の場所を聞きました。

「知るか。あんなものの相手を、なんで俺おれがしないといけないんだ」

　言われてみれば、確かにという気持ちになります。

　なんでお兄さんが、あの子を隠さないといけないのでしょう。となると、犯人はお兄さんじゃないということになりますけど……

「じゃあ、どこ行ったの？」

「知るか」

　冷たい返事。お兄さんを頼りにした私が馬鹿だったみたいです。

　嫌な汗が背中を流れていきます。最悪のタイミングで、一番やってはいけない大ポカをやってしまったようです。

　どうしよう、どうしよう、どうしよう……

　蓬ほう莱らい先輩が何をしようが、あの子がいないことには結末は変わってくれません。大げさでもなく、あの子は世界を救う最後の鍵かぎのような存在なんです。

　それを……私は見事に失なくしてしまいました。

　どうしよう。とりあえず、あの子を捜さないと……

　あの子が行きそうなところを考えます。すぐに出た答え、それはまるで見当がつかないというものでした。

　何も考えてない子の思考を、どうやって読めというのですか。問題がないのに、答えを出そうとするようなものです。無む茶ちやにもほどがあります。

　まずは軽い深呼吸をします。落ち着かないことには話になりません。二、三度深呼吸をして、冷静にそれを考え始めました。

　あの子は、自分から考えて行動するということをしません。誰だれかに何かを言われたら、素直に言うことを聞きます。だから、誘拐することは難しくありません。となると誘拐されたのでしょうか？　でも、誰に？

　私があの子を保護していることを知っているのは三人。お兄さんと、みーちゃん先輩と、蓬莱先輩です。その中でお兄さんを除外すると、残るのはみーちゃん先輩と蓬莱先輩になります。そう考えると、犯人はその二人のうちのどちらかということになりますけど……

　あの二人が、そんなことをするでしょうか？

　みーちゃん先輩は干渉しないと言いきっていました。蓬莱先輩は、私にギリギリまで隠しておいてほしいとお願いしてきました。そんな二人が、このタイミングであの子を隠すようなことをするとは思えません。

「……」

　自分でも驚くほどのスピードで、推理が行き詰まってしまいました。

「どうしよう。どうしよう。どうしよう」

　混乱と焦あせりが頂点に達した私は、理由もなくその場をウロウロとし始めました。

　ジッとしてると泣いてしまいそうです。とにかく動いてないと、プレッシャーに押し潰つぶされてしまいそうです。

「鬱うつ陶とうしいから動くな」

　お兄さんの言葉、今は無視です。

　檻おりに閉じ込められた動物のように、その場をウロウロします。焦りすぎてしまったせいでしょう。足がもつれて転んでしまいました。

「いたーい」

　膝ひざ小こ僧ぞうを強打してしまいました。どうして私がこんな目に……

　落ち込み、強打した膝ひざを撫なでていると、お兄さんのため息が聞こえました。

「少しは頭を使え、馬ば鹿か」

「ば、馬鹿じゃないよ……」

「馬鹿だろうが。誰だれもあれに近づいてないということは、答えは決まっているだろうが」

「……どう決まってるの？」

「自分で隠れたんだよ」

「自分で……うそ？　あの子は、そういう子じゃあ……」

「お前があれを見つけた時、あれは隠れてたんだろ」

「あっ……」

　そういえばそうでした。

　本格的に隠れていたというわけではないですけど、あの子は誰も来ない教室に一人でいて……なるべく見つからないようにしていて……お粗末でしたけど、あの子は確かに隠れていました。

「じゃ、じゃあ……」

「あとは自分で捜せ」

　お兄さんの言葉を受け、私は自室に戻りました。

　広くなく、隠れることができる場所は限られています。この部屋を舞台に、私がかくれんぼをするとしたら……

　床に這はいつくばって、ベッドの下を覗のぞき込みます。

　あっけないほどにあっさりと、あの子が見つかりました。ベッドの下で横になっています。私の気配を感じ、あの子は何も考えてなさそうな顔を私の方に向けました。

「よかったぁ……」

　泣きそうなほどに嬉うれしかった気持ちを、素直に言葉にしました。

「こっちにおいで」

　手を差し出すと、あの子はすぐにそれを握り返しました。やっぱり何も考えていないようです。私が言うことに、素直に従います。

　手を引っ張ってベッドの下から出します。髪の毛と顔にほこりがついていたので、私はそれを払い落としてあげました。

「どうしてこんなところに隠れたの？」

　聞きましたけど、返事はありません。なので、私は子供の悪戯いたずら程度にしか思いませんでした。

「迷惑かけちゃあ駄目だよ」

　頭についたほこりを払い落としながら、そんなことを言いました。

　そうです。そもそもの原因は、全すべてこの子にあるんです。この子がいなくならなければ、こんなことにはならなかったのです。そう考えたら、全すべての元凶はこの子だともいえるわけです……だけど、この子がいなくなった直接の原因は私だともいえるわけで……

　ううん、悪いのは私なのかなぁ。

　喜ばしくない結論にたどり着きそうだったので、考えることをやめました。そして、女の子の頭を撫なでてあげます。



　そういえば、この瞬間でした。

　この子が、たった一言「消えたくない」って呟つぶやいたのは―――――――――ッ。



　とても、大切なことに気づいてしまったような気がします。

　どうして、この子は隠れていたのでしょう？

　何度も言っているように、この子は自分で考えて行動するということをしません。いえ、できません。なのにこの子は隠れていました。

　初めて出会った時もそうでした。お粗末でしたけど、確かにこの子は隠れていました。

　それはなぜなのでしょう。

　少し考えたら、簡単にその理由が分かってしまいました。というより、それ以外の理由が思いつきません。

　隠れたんじゃないんです。誰だれかが……隠したんです。

　この子は――その、隠した人の思いを色濃く持っているから、最後の瞬間が近づいてきた今、再び隠れるという行動をとってしまったんです。

　この子を隠した人。

　この子があんなところにいた本当の理由。

　私はきっかけであって、原因ではない。

　とても簡単な問題でした。どうして、今までそれに気づかなかったんでしょう。



　蓬ほう莱らい先輩は――この子を捨てたんです。



　屋上での、蓬莱先輩との会話を思い出します。

『あれが私から逃げて、私には分からないどこかに行ってしまった時、私はどうしようもなく恐こわくなったんだ』

　あの人は……本当は、この子がどこにいるのかを知っていたんです。だから、予期しない場所である旧校舎の外にいたことに、激しく動揺したんです。

『蝙蝠こうもりは、獣になりたかったのなら、翼を捨てればよかった。鳥になりたかったのなら、毛皮を捨てればよかった。一つを捨てれば、一つを手に入れることができる。捨てれば、きっと手に入るものがある……私は、そう思ったんだ』

　あの人は……この子がいなくなれば、自分が人間になれると思ったんです。

　そうすれば、自分の中に生まれた感情――人を好きだと思う自分の気持ちを、理解できると思ったから。好きな人たちに、近づけると思ったから。

　蓬ほう莱らい先輩自身がこの子を自分の中から出して、あの場所に隠したんです。

　自分とこの子を引き離すことができる。私は、それに気づくきっかけを蓬莱先輩に与えただけだったんです。

　そしてもう一つ、分かったことがありました。

　消えるのが恐こわくない。

　それは、蓬莱先輩の嘘うそなんだと思います。

　この子は、蓬莱先輩の姿と想おもいを持っている蓬莱先輩の欠片かけらと呼べる存在です。つまり、この子の中にあるものと、蓬莱先輩の中にあるものはまったく同じものなんです。違うのは、それの量だけで……質は同じものなんです。

　その子が、消えたくないと言ったということは……

　それが――蓬莱先輩の本音なのではないでしょうか。

　消えたくないとは思っている。だけど、消えてしまうのは恐くない。

　嘘です。蓬莱先輩は、消えたくないと思っていると同時に、消えてしまうのを恐れてもいるんです。だから……この子は最後の瞬間が近づいた今になって、無意識のうちにだけど、隠れるという行動に出てしまって……

　本当は、蓬莱先輩もそうしたいんです。逃げてどうにかなるのなら、逃げ出してしまいたいんです。

　だけど、逃げ出してもどうにもならないことを知っているから……分かっているから。

　一番幸せな最後を選ぶことにして……

　好きな人を助けるために、この子を自分に戻すことにして。

　何も考えてない少女の瞳ひとみ。

　それを見て、思わず私はこの子を抱きしめてしまいました。

「蓬莱先輩……」

　たくさんの気持ちを込めて、私はこの子を抱きしめました。





　蓬莱先輩との約束どおり、私はこの子と一緒に旧校舎にやってきました。

　奥の方の植え込みに隠れ、遅れてこの場にやってきた二人の様子を窺うかがいます。私は適当にタイミングを見計らい、この子を蓬莱先輩の前に送り出しました。

　蓬莱先輩があの子を抱きしめます。そしてあの子が消えていき、蓬莱先輩の欠片は、蓬莱先輩の中へと戻っていきました。

　それで私がしなくてはいけないことは全部終わりました。

　あとは、あの二人次第です。

　センパイの選択次第で、みんな消えてなくなってしまいます。だけど、私の勝手な予想ですけど、そうはならないと思います。

　蓬ほう莱らい先輩が、それを望まないと思うから。

　蓬莱先輩の望みを、センパイが叶かなえてあげると思うから。

　きっと、大丈夫だと思います。

　先ほどまでの談笑と違い、二人は真剣な顔で何かを話しています。その声はあまり大きくなく、離れて様子を窺うかがっている私にはよく聞こえませんでした。だけど、センパイの顔を見ていると、何となくだけどその内容が分かってしまいます。



　そして少し話をした後――二人はキスをしました。



　それをきっかけに、蓬莱先輩が消えていきます。あの子が消えたのと同じように、青白い光を発しながら、蓬莱先輩はこの世界から消えてしまいました。

　最後の時も、蓬莱先輩は笑っていました。

　恐こわいはずなのに、蓬莱先輩は最後まで笑っていました。

　私はそれを、凄すごいと思うと同時に羨うらやましく思いました。

　消えていく瞬間に笑うことができる。それが、とても羨ましかったです。

　一人残ったセンパイ。膝ひざをついたと思ったら、急に泣き出しました。子供みたいに、悲しそうに、悔しそうに……声を発しながら、泣いていました。

　それを見てると、自然と私の心も締めつけられて……私は、センパイに気づかれないように学校から抜け出しました。

　肩を落として、地面だけを見つめながら家への道を歩きます。帰り道の途中、人ひと気けのない夜の住宅街。下しか見てなかった私は、その人の存在に気づかずにぶつかってしまいました。

「あ、ごめんなさ……」

　ぶつかった人は、お兄さんでした。家に帰っても私服に着替えようとしないお兄さんらしく、服装は制服のままです。

「あ、お兄さん……何でここに？」

　お兄さんは、目を合わさずに答えました。

「最後の日になるかもしれなかったんだ。興味本位で見物に来てもおかしくはないだろ」

　何かいい意見でも聞けないかと思って、これまでのことは全すべてお兄さんに話しています。だから、私が知っていることをお兄さんも知っています。

「お前がこの道を通って家に帰ろうとしていて、まだ俺おれたちが生きているっていうことは……そういうことなんだろ？」

　聞かなくても分かってるはずなのに、お兄さんはそれを聞いてきました。

「お笑いだな。第三者として人を観察しなければいけない奴やつが、人を好きになって人になろうとした……本末転倒もいいところだ」

　話しながら、家に向かって歩き出すお兄さん。その後ろを、私は寄り添うようにしてついていきます。

「使者が送り込まれる星というのは、高度に文明が発展した星ばかりだった。そういう星の奴らも、この星の奴らと同じようなことをしてはいるが……ここまで馬ば鹿かで、理不尽で不可解ではない。もっと分かりやすく、もっと理解しやすい思考と行動をしている」

「……人間の、どこが馬鹿なの？」

「言ってることとやってることを平気で矛盾させる。自分たちのために、他ほかの種族を排除しようと決めたのに……排除を決めた種族自身が、その決定を不服としてそれをやめさせようとする。同じ星に住む同じ種を持つ生命体の集団は、それだけで一個の存在なんだ。体の細胞と一緒で、病気や怪け我がといった分かりやすい障害でもない限り、最終決定者の判断に逆らおうとはしない。なのに、人間というものは、分かりやすい理由がないのに……その判断に逆らおうとする。種族全体ではなく、個別で判断して勝手に決定を下す。それは他の星の生命体には見られない、馬鹿で理不尽で不可解な現象だ」

「……だけど、それが人間だよ」

「ああ。だから、あれは狂ってしまったんだろうな。馬鹿を必死になって理解しようとした。その結果、あれも馬鹿になってしまった……今回のことは、そういうことだ。まあ、馬鹿じゃない奴らには理解できない理由だろうがな」

「蓬ほう莱らい先輩は人間だよ。あれって言わないでよ」

「……ふん。人間の定義も曖あい昧まいなものだ。俺とお前も、それは同じだろ」

「……」

　お兄さんに聞きたいことがありました。私の中では、ある程度の答えが出ていることなんですけど、はっきりさせたかったから、私はそれを聞きました。

「お兄さん」

「何だ？」

「蓬莱先輩の意思で、あの子を自分から離すことってできるのかな？」

「さあ。やろうと思えばできないことはないだろうが、そもそもそういう発想があるとは思えな……」

　私よりも頭がいいお兄さんは、その短い会話だけでそれに気づきました。

「なるほど」

　そう言って、呆あきれたように小さく笑います。

「お前という存在に触れたことで起こったアクシデントで、アイツはそれに気づいたのか」

　私の予想は、当たっているみたいでした。

「お前に触れることで、アイツは人間としての自分と、人間を滅ぼすための自分、その二つが自分の中にあるということと、それぞれが別の独立したものであるということに気づいた。人間を理解するために人間になろうとしたアイツは、人間にとって不要である、人間を滅ぼすための自分を捨てた……いや、この場合は隠したことになるんだろうな。自分には理解できない感情。それを理解したら、また自分の中にそれを戻すつもりだった。だが、それをお前が邪魔した。勝手にあれを持ち出して、アイツが予期していない場所でアイツとあれを出会わせた。アイツにとっては完全に予想外な出来事で、相当焦あせったはずだ。だが、それがアイツが真に理解したかったものを分からせるきっかけになった。このままでは助けたい奴やつが死んでしまう。それを思うと恐こわくて仕方がない。そこでやっと、理屈ぬきで自分はソイツらが好きなんだということに気づいた。全体としての人間は嫌いでも、個別として、好きな奴がいる。ソイツを助けたいから、滅ぼすことをやめた――それが、今回の真相っていうところか」

　親が読み聞かせてくれる物語を聞いているような気持ちで、私はお兄さんの言葉を聞きました。

　それからしばらく、私たちは無言でした。頭の中にあるのは、最後に見た蓬ほう莱らい先輩の笑顔と、泣き続けるセンパイの顔だけです。

　それを思い出すと……勝手に、涙が出てきました。

　お兄さんの服の裾すそを引っ張ります。意味なんてありません。ただ、そうしたかったから、私はそうしました。

「蓬莱先輩は……」

　涙が、止まらなくなってきました。



「蓬莱先輩は、幸せだったのかな？」

　

　人じゃないって思いながらも、人になることを望んで……恋をしたと思ったら、もう時間はなくて……それでも、最後の一瞬までその人と一緒にいたいと願って……

　結局消えてしまった蓬莱先輩は、幸せだったのかな？

「それは蓬莱ありすという奴が決めることだ。俺おれやお前が勝手に決めつけても、意味はない」

　いつもの調子で、お兄さんはそう答えてくれました。

「それより俺おれの服にくっつくな。鬱うつ陶とうしい」

　そして冷たい口調でそんなことを言ってきました。私は意地になって、絶対にはなしてやるもんかって思いました。そのまま、お兄さんにくっついて家に帰ります。

　家に帰ってベッドに潜り込んで眠りにつくまで、私は蓬ほう莱らい先輩のことを思って泣き続けました。
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　クラブは楽しかったです。

　あまり活発に活動しているクラブではなかったけど、みんなで集まって話をするのはとても楽しかったです。

　センパイが蓬ほう莱らい先輩に接する時は、いつも変に緊張した感じでした。蓬莱先輩は、もう少し楽に接してきてほしいと思っていたんじゃないかな。今となっては、そう思います。

　あの頃ころからずっとそうだったんですね。

　センパイは蓬莱先輩のことが好きで、蓬莱先輩もセンパイに小さな好意を持っていて……二人は、いつか一緒になる運命の赤い糸みたいなもので繋つながっていて。

　だけど、それは途中で切れていて、もう繋ぎ合わせられないもので――センパイは、蓬莱先輩のために泣いてあげることしかできなくて……

　蓬莱先輩は幸せでした。だって、自分のために泣いてくれる人がいたんです。それだけ、好きだと思ってくれていたんです。それを幸せといわずに、何を幸せだというんですか？

　だから私は思います。

　最後の瞬間、あんなにも綺き麗れいな顔で笑った蓬莱先輩は、幸せだったって。





「最初はな、ある男の前だけでついていた嘘うそだったんだよ」

　次の日の放課後。麗れい華か先輩と二人っきりで、部室にいました。

　私が、「麗華先輩は恋をしたことはありますか？」と聞くと、麗華先輩は静かにその話を始めました。

「好きな男の前で良い子ぶりっ子をする。女にとったら当たり前のことだろ。その、当たり前のことを、その男の前でだけやってたんだよ。だけどな、いつの頃からか……それがその男の前だけじゃあ済まなくなってきたんだよ。その男があたしに期待するんだ。この子は凄すごく良い子で優しくて、誰だれもを温かく包んでくれる天使みたいな奴やつだって。その期待に応こたえるためには、嘘をつき続けるしかないだろ。誰かにチクられて本性がばれたら、その男がガッカリするだろ……だから、誰が相手でも、嘘をつくようになったんだ」

　私にだけ見せる、素の麗華先輩。ちょっとだけ恐こわい顔つきをしている、意地悪な人。

　どうしてクソ面倒くさいって言ってるのに、人の悩み相談を受けに毎日のように放課後の部室に来ているのか？

　きっと、私と同じ理由だと思います。あの人に会いたいから、あの人と会って温かい気持ちになりたいから……それを期待して、麗れい華か先輩は部室に来ているんだと思います。

「いいんですか？　そういう話を私にして。私が本当のことを話しちゃうかもしれませんよ」

「ふん。今更お前一人が騒いだところで、何も変わりはしねえよ。あたしの嘘うそは完かん璧ぺきだからな」

「……なるほど。確かにそうですね」

　椅い子すに座っていた麗華先輩が立ち上がります。そして、窓際に移動して窓枠に体を預けました。

　風に乗って、甘い香りが私の鼻に届けられます。動くとこぼれるバラの香りはとてもいい匂においで、麗華先輩がお菓子だったら、そのまま食べてしまいたいくらいです。

「ガキの頃ころはな、今みたいに力のことを隠してはいなかったんだよ。誰だれ彼かれ構わず的確に心情を言い当てて……はっきり言って気味の悪いクソガキだったんだ。だから、気づけば陰口叩たたかれるようになってて……自分は普通じゃないんだって自覚するようになっちまって」

「それっていつの頃の話ですか？」

「小学校に入る前だから、幼稚園の頃だな。そん頃かな、良い子ぶりっ子した方が得だっていうことに気づいたのは」

　今の麗華先輩になる元がその頃にできたんだな。もちろん、口にはせずに思うだけです。

「普通じゃない奴やつってのは、普通に憧あこがれるんだ。だから、輝てるくんが普通に自分に接してくれるのが嬉うれしいんだよ……まあ、本人は特に気にしてないだけなんだろうけど……それでも、嬉しいもんは嬉しいからな」

　分からない問題の答えに気づくヒントは、いつも麗華先輩の言葉です。

　普通に、クラブに誘ってくれた。

　蓬ほう莱らい先輩は、それが嬉しかったんだと思います。

「あたしがこのクラブに入ったきっかけは何だと思う？」

「……何なんですか？」

「輝くんに入らないかって言われたからだよ」

　蓬莱先輩と同じ理由。正直、意外です。

「それまでは入ろうと思わなかったんですか？」

「……ウザがられたら嫌だなって思ってな」

「ウザがられる？」

「小中高と一緒の学校に通う幼おさな馴な染じみで……結構な確率でクラスも一緒になって、それでクラブまで一緒だったら……いいかげん見飽きたよって思うんじゃないかなって思ってな」

「そんなことないと思いますけど……」

「そんなことあるんだよ」

「どうして言いきれるんですか？」

「あたしだったら間違いなくそう思うからだよ」

「そ……そうですか」

　それは、麗れい華か先輩の性格に問題があるからだと思いますけど……と、心の中でだけ言っておきました。

「だから嬉うれしかったな。普通にクラブに誘われた時は……つっても、廃部になるかもしれないからよかったら入ってくれないかって、控えめな言い方だったけどな」

　カラッとした笑顔で、麗華先輩が笑います。

「センパイとは、昔から仲が良かったんですか？」

「ああ。昔から優しい奴やつだったよ。人の気持ちが見えるなんて気味の悪い力を持ってるあたしが相手でも、普通に話しかけてくれたからな。つっても、それは幼稚園の頃ころの話で、今は占いでそう言ってると思ってるみたいだけど」

　昔を思い出す顔は、とても楽しそうです。きっと、いい思い出ばかりなのでしょう。

「輝てるくんだけだったな、あたしの話を真剣に聞いてくれたのは。幼稚園に行ってる頃にな、変な大人おとなの変な気持ちが見えちゃって、あたしがソイツのこと気味悪いって言ったんだよ。周りの奴らは、そんなこと言うなって言ってあたしを怒ったんだけど……輝くんだけは別だった。輝くんだけはあたしの話を信じてくれて、一緒にソイツのこと疑ってくれて……」

「最終的にはどうなったんですか？」

「ガキに悪戯いたずらして、その変な奴が逮捕されたんだよ。それから、周りのあたしを見る目が変わって……気づけば占い師って呼ばれるようになってたな」

　そんな子供の頃から、センパイと一緒だった。それを、羨うらやましいと思いました。

　麗華先輩が私を見つめてきます。

　麗華先輩は、蓬ほう莱らい先輩とは違うタイプの美人だと思います。蓬莱先輩は、物語に出てくるような幻想的な美しさを持っています。一種の芸術品のようで、存在そのものが美しく感じられます。麗華先輩の場合は、その逆です。とても人間らしい、現実的な美しさを持っています。内面から溢あふれ出る魅力といえばいいのでしょうか。人生経験がそのまま、魅力になったような美しさを持っています。

　その綺き麗れいな顔が、今私を見ています。

「お前ってさ、厳密にいうと昔の真ま央お塚づかとは違うんだよな？」

「ええっと……かなり厳密にいうとですけど、違いますね」

「でもよ、好き嫌いとかは昔のまんまなんだろ？」

「そうですけど、それが何か？」

　無言になる麗れい華か先輩。少しして、また話し始めます。

「お前さ……輝てるくんに自分の正体を話したのか？」

「い、いえ。話してませんけど……それがどうかしたんですか？」

「いや。やっぱりなって思ってな」

「やっぱり？　どういう意味ですか？」

「お前はこの先ずっと、輝くんだけには自分のことを話さないと思うって意味だよ」

　そういえば……私は、センパイに自分のことを話そうとは思いませんでした。

　センパイは蓬ほう莱らい先輩と一緒にあの子を捜していました。あの子を隠していた私としては、センパイにそれを話してもよかったと思います。だけど、私はそれをまったく考えないで……

　なぜなんでしょう。何か、自分でも気づかない理由があったのでしょうか？

「ど、どうして、センパイには正体を話さないと思うんですか？」

　分からない問題の答え。教えてくれるのは、いつもこの人です。

「恐こわいんだよ」

「恐い……」

「ああ。自分の正体がばれて、それで態度が変わってしまうのが……お前は恐いんだよ」

「……」

「まあ、そんなことで嫌いになるような奴やつじゃないのは間違いないわけなんだけど……その先のことは分からないだろ。その時に生まれたわずかな戸惑い。それがその先どうなっていくのか分からなくて恐いから……本当のことが話せないんだ。あたしと一緒だよ。結局嫌われるのが恐くて、本当のことが話せないんだ」

「ど、どうしてセンパイに嫌われることを、私が恐がるんですか？」

　くだらない質問をするな。そんな風に、麗華先輩は笑いました。

「お前が輝くんのことを好きだと思ってるからだよ」

「私が……」

「昔の真ま央お塚づかはそうだったぜ。輝くんと話している時の真央塚は、恋をしている奴独特の楽しそうな感情を出してた。昔のお前と今のお前、好き嫌いは変わってないんだろ？　だったら、そうなっても不思議じゃないだろ」

　そうかも、しれません。

　センパイに本当のことを話すチャンスは何度もありました。だけど、私はいつもの真央塚杏あんを演じるだけで……蓬莱先輩の欠片かけらを持っていたこと、私が色んなことを知っていたこと、私が純粋な人間でないこと……何も話しませんでした。

　それはなぜか？

　答えは、麗れい華か先輩の言うとおりです。

　いつものように向けてくれるあの笑顔が曇ってしまうのを……私は無意識のうちに恐こわがっていたんだと思います。

「まあ、お前の嘘うそは私と違って品がいいってのが救いだけどな」

　だけど、何かが変わらないとは限りません。

　生命体にとりつく幽霊なんて……普通に考えたら気味が悪いだけです。

　私が本当のことを話した時、センパイはどんな顔をするのでしょう？

「んな落ち込んだ顔すんなよ。大丈夫だって。何度も言うけど、そんなことで嫌いになるような奴やつじゃないから」

　落ち込ませた本人が、私を励まそうとしています。

「じゃあ、麗華先輩は自分の本性を――自分の力のことを、センパイに話せますか？」

　言い返す口調が少しだけ強くなってしまいました。きっと、恐いという気持ちのせいだと思います。

「言ったろ。あたしは恐いから話せないって」

「わ、私も恐いですよ。だから、話せなくて……」

　言って、確信しました。昔のわたしが持っていた感情を、今の私も持っています。

　単純に分かりやすく言います。私は、センパイのことが好きです。だから、嫌われるのが恐いんです。

「どうしたら、いいと思います？」

　テンパった私は、思わず麗華先輩にそんなことを聞いてしまいました。

「うん？　恋の相談か。そういうのは、あんまり得意じゃないんだけど」

「お金なら払います。だから、何かヒントになることでも……」

「お前に金を貰もらっても、嬉うれしくなんかねえよ。いいよ。無料で教えてやるから」

「ほ、本当ですか？」

「ああ。一度しか言わないからよく聞けよ。輝てるくんはな、お前のことが好きだと思うぞ。だからそれを利用して、正体がばれる前にくっついちまうんだよ。そうすれば、恐いって気持ちも薄れていくから」

「そ、そうなんですか？」

「ああ。不安な気持ちを幸せで埋め尽くすんだよ」

「で、でも……センパイは、蓬ほう莱らい先輩のことが好きなんじゃあ……」

「知らねえのか？　男っていうのは、同時に何人もの女を好きになれるもんなんだよ」

「本当ですか？」

「お前だって、大好物は一つだけじゃないだろ？」

「は、はい。ハンバーグ以外にも、エビフライが好きです」

「それと一緒だ。だから、蓬ほう莱らいを好きだと思っていると同時に、輝てるくんはお前のことも好きだと思ってるんだよ」

「そうだったんですか……」

「ああ。人の気持ちが見えるあたしが言うんだから間違いない」

　自信満々に、そう言いきる麗れい華か先輩。

「だからやることは簡単だ。自分がいい女だってことをアピールして、優しくて素直で、思わずぎゅっと抱きしめたくなる愛らしさを持っているということを相手に分からせて、お付き合いしてみませんかって言えばいいんだよ」

　徐々に興奮してきました。麗華先輩の言葉に、私は完全に心を奪われています。

「そ、それで上う手まくいくんでしょうか？」

「ああ。完かん璧ぺきだよ。輝くんはモテないからな。それで間違いなくいちころだよ。それに、お前自身は気づいてないと思うけど、お前は凄すごくいい女になる可能性を持ってるんだ。値上がり確実な株を買う。お前と付き合うのはそれに近いものがある」

「そ、そうですか……」

　その時の私は、まったくその言葉を疑っていませんでした。

　突然目の前に現れた神様のお告げを聞くように、麗華先輩の言葉を聞いています。

「んじゃ、今すぐ輝くんに会いに行ってその想おもいを伝えてこい」

「ふぇっ。今すぐですか？」

「ああ。思い立ったが吉日っていうだろ。だからさっさと行ってこい」

「でも、センパイがどこにいるのか分からないんですけど……」

「大丈夫だ。輝くんなら屋上にいるよ」

「そうなんですか？」

「ああ。ここに来る途中で会って、本人に聞いたから間違いない」

「何をしに屋上に行ったんでしょうか？」

「さあな……三み島しまに呼び出されたって言ってたけど……真剣な話をしてるんじゃねえか」

　みーちゃん先輩……その名前を聞いて察します。二人は、きっと蓬莱先輩の話をしているのでしょう。

「なんか落ち込んでたみたいだからな……多分だけど、蓬莱に振られたんだぜ。だから、お前が行って励ましてこい」

「励ます？　告白じゃないんですか？」

「あ、ああ……そ、そうだったな。告白して輝くんを元気づけてこい。お前がいたら、落ち込む暇もないくらいに騒々しいことになるだろうからな」

　騒々しいことになる？　そんなことはないと思うんですけど……

　それより、一つだけ気になることがあります。

「麗れい華か先輩。本当にいいんですか？」

「何が？」

「私がセンパイとお付き合いすることになっても……麗華先輩は大丈夫なんですか？」

「ああ。あたしは、輝てるくんが幸せならそれでいいんだ。だから、誰だれと付き合おうが、別に気にはしねえよ」

「……健気けなげなんですね」

「ばーか。そうじゃねえよ。輝くんが幸せだと、あたしも幸せになるから気にならないって言ってんだよ。あくまで一番は自分だ。そのために、輝くんに幸せになってほしいって思ってるだけだよ」

「……………分かりました。そういうことにしておきます」

　麗華先輩は、ずっとそうやってきたんだと思います。

　好きな人を幸せにするために、ずっと自分の気持ちに蓋ふたをして……自分が想おもいを伝えたら、相手が何て答えるのか。それが分かってしまうから、それを伝えられない。だから、別の方法でその人を幸せにしようとする。麗華先輩が聞いたら怒ると思いますけど……何だか、可哀かわい想そうです。

　でも、それが麗華先輩のやり方だから……私は麗華先輩のためにもセンパイを幸せにしようと思います。

「麗華先輩の気持ちは分かりました。とにかく、私がセンパイを幸せにしたらいいんですね」

「その意気だ。ほら、だからさっさと行ってこい」

「はい」

　やる気満々になった私は、元気よく椅い子すから立ち上がりました。

「麗華先輩。私、麗華先輩を誤解していました。嘘うそつきの悪い人だって思ってましたけど……本当は、相談に乗ってくれる良い人だったんですね」

「ま、まあな」

　なぜか、視線を泳がせます。やましいことでもあるのでしょうか。

「ま、それとお前には少しだけ感謝してるからな……」

「感謝、ですか？」

「……本性を隠し続けるのは、やっぱりストレスが溜たまるからな。お前のおかげで、それなりにいい息抜きができてるんだよ」

　その言葉は、嘘ではないと思います。

　私と話している時の麗華先輩は――恐こわいけど、楽しそうな顔をしていますから。

「あたしがお前に嘘をつくなんてありえねえよ。だから自信持って行ってこい」

「はいっ」

　元気に答えて、部室を出ました。そして旧校舎を出て新校舎の方へ。目指すは、センパイのいる屋上です。



　屋上へと続いている階段。上からクロが下りてきて、私を見た瞬間、ミャアと可愛かわいく鳴きました。

　そんな風に可愛く鳴いてくれたのに……クロは私から逃げていきます。どうして逃げるんでしょうか？　寂しいです。

　クロが逃げ出した先は――続いて下りてくるみーちゃん先輩の後ろでした。

「やっほ、マオちゃん」

　センパイとどんな話をしたのでしょう。挨あい拶さつとは裏腹に、みーちゃん先輩の顔は嬉うれしそうでもあり悲しそうでもあるという、複雑なものでした。

「え、ええっと……お話は、終わったんですか？」

「うん。全部お終しまい。しないといけないことはしちゃったから、あとは若い子に任せて、おじさんは退散するだけだよ。つっても、まだおじさんじゃないけどね」

「しなくてはいけないことって何ですか？」

「あの子に関する記憶を、この星の生命体から消すっていうことだよ」

「記憶を……」

　記憶を消すということにも驚きましたが、それよりも驚いたことが一つあります。みーちゃん先輩は今、あの人のことをあれではなくあの子と言いました。

「どうして記憶を消すんですか？」

「まだ、俺おれたちの存在を教えるわけにはいかないからだよ。仲良くしてもいいってことになったけど、それですぐに俺たちのことを教えるっていうわけにはいかないんだよ。お付き合いしてすぐに結婚する人なんていないでしょ。相手の親に挨拶して、結納済ませて、周りのみんなに報告を兼ねた挨拶をして、役所で婚姻届もらって……それでやっと結婚でしょ。それと同じ。秘密のある恋人同士から、お互いの全すべてをさらけ出す夫婦になるには、まだまだ越えなきゃいけない壁が多いっていうことだよ」

　わかりやすい説明です。女の子の立場として言わせてもらえば、キスしたくらいで夫のような顔をされても迷惑だということなのでしょう。

「……じゃあ、私たちも蓬ほう莱らい先輩のことを忘れちゃうんですか？」

「うん。そうなるね」

　みーちゃん先輩が、私に向かって右手を伸ばしてきました。何かされると思った私は、緊張で体を硬くして目を閉じました。

　……だけど、何も起こりません。

　目を開くと、みーちゃん先輩は意味ありげに微笑ほほえんでいました。

「マオちゃんってさ……厳密にいうと、この星の生命体じゃないんだよね」

「そ、そうだと思いますけど……」

「じゃあ、マオちゃんの記憶を消す必要はないわけだ。俺おれが記憶を消さないといけないのは、あくまでもこの星の生命体だけだから」

「……いいんですか？」

「うん。ぶっちゃけ面倒くさいし……それに、その方が――あの子も喜ぶと思うから――できることなら、忘れないでいてやってほしいんだ。やっぱり、女の子には優しくしないとね。それが俺の、モットーだから」

　みーちゃん先輩が背中を向け、歩き始めます。

　不意にそれが聞きたくなったので、私はその背中に声をかけました。

「みーちゃん先輩」

　立ち止まって、声を聞いています。

「本当は、みーちゃん先輩はあの子がどこにいたのかを知っていたんですよね。知っていてなんで、知らないふりをして、センパイと一緒にあの子を捜せって蓬ほう莱らい先輩に言ったんですか？」

　振り返らず、みーちゃん先輩が答えます。

「前にも言ったっしょ。俺は、あの子の考えが変わるかもしれないこの出来事を、ラッキーだと思ってるって」

「どうしてラッキーだと思ったんですか？　どうして、蓬莱先輩の考えが変わったらいいって思ったんですか？　どうして……みんなを助けたいと思ったんですか？」

　答えなんて分かっていました。だけど私は、みーちゃん先輩の口からそれが聞きたかったから、あえてそれを聞きました。

　数秒間沈黙した後、みーちゃん先輩は振り返りました。

「好きだからだよ、みんなのことが。だから、つまらないお節介をする気になったんだ」

　そう言って、みーちゃん先輩とクロは立ち去っていきました。

　屋上で、センパイとどんな話をしたのでしょう。みーちゃん先輩は、蓬莱先輩のことをあの子と呼んでいました。物に『ちゃん』をつけるのはおかしい。そう言って、蓬莱先輩のことをずっとあれと呼んでいたみーちゃん先輩が、あの子という表現を使って、女の子には優しくしないとって言いました……きっと、私には分からない話があったんでしょう。

　つまらないお節介か……

　そのおかげで、蓬莱先輩はセンパイと一緒に過ごすことができました。

　私は思います。とても素敵なお節介だったなって。

　みーちゃん先輩が下りてきた階段を上り、屋上を目指します。

　入り口にたどり着いて扉を開けると、あの人が空を見上げて立っていました。真剣に空を眺めているようで、私の存在に気づいていません。

　軽く深呼吸をします。変な空気を悟らせるわけにはいきません。

　大丈夫。麗れい華か先輩が大丈夫だって言ってくれたから、きっと大丈夫です。

　いつものように、いつもの真ま央お塚づか杏あんでいればいいだけです。センパイにずっと見せてきた、いつもの自分でいればいいだけです。

　私は静かに近づき、話しかけました。

「天気が、いいですね」って。



    

  
    
      



    

  
    
      




あとがき





　はじめまして、星ほし家いえなこと申します。好きな食べ物はハンバーグです。

　僕が読者としてあとがきを読むとき、作品に対する作者の感想のようなものが書いてあると、不思議と得したような気持ちになります。

　ＤＶＤの特典映像として収録されている監督のインタビュー。それを見ているような感じで、作品に対する作者の気持ちが知れて、本当に少しだけですが、得したような気持ちになります。

　なので、そんな僕みたいな人の為に、あとがきとして、作品に関することを書こうと思います。



　この作品を書いたのは、伏線について悩んでいるときでした。

　どうすれば効果的に伏線を張ることができるか。どうやれば上手に伏線を隠すことができるか。その頃ころの僕は、そんなことを真剣に考えていました。そうやって考えて悩んで迷った結果、僕は思いつきました。

「そうだ。上う手まく隠せないのなら、全部を伏線にしてしまえばいいんだ」と。

　木の葉を隠すなら森の中。森がなければ作ればいい。作品の前半部分は、その理屈で作りました。読んでいる最中、一度でも「おっ」と思っていただけたのなら、星家的には幸せです。

　登場人物の中では、麗れい華かが気に入っています。「好きな男の前で良い子ぶりっ子をする。女にとったら当たり前のことだろ」と言いきれる、彼女の男前なところが僕は好きです。

　彼女はこの作品の象徴のような少女です。一つのものでも、見方を変えたら違うものが見えてくる。今見えているものは、世界全体から見たら、小さな一つのかけらでしかない。

　そういうテーマで書いた作品なので、それを上手く表現してくれた麗華というキャラが個人的にはとても気に入っています。

　逆に、書いていて物足りなかったのが真ま央お塚づかです。

　彼女の可愛かわいさは……あんなもんじゃないはずです。もっと僕に力があれば、彼女の魅力の全すべてを引き出せたんですけど……車の性能を引き出しきれない走り屋の気分です。反省と精進です。「私はもっとプリティーでキュートですよ」と、真央塚に文句を言われるような気がします。

　蓬ほう莱らいさんは難しい子でした。

　正直なことをいうと、僕は彼女に興味がありませんでした。適当に見せ場があって、適当に物語に絡む。僕は蓬ほう莱らいさんをそれくらいにしか考えていませんでした。だけど、それでは駄目だということで彼女をしっかりと書き込んでいくうちに……彼女がすごく好きになりました。

　天然ではなく、純粋。雪原のように真っ白な彼女は、とても素敵な少女でした。

　彼女たち三人を読者の皆様が気に入ってくれることを、ただ祈るだけです。



　それでは最後に、関係者の皆様へのお礼の言葉を書きたいと思います。

　挿絵を描いてくださった藤ふじ原わら様。面倒をかけた担当様。機会を与えてくれた編集部様。心を込めて審査してくださった審査員の先生方。作品を読んでくれた読者様。本当にありがとうございました。

　僕を含めてみなさんが、幸せでありますように。



星ほし家いえなこ



    

  
    
      



    

  
    
      

　著者

　星家なこ（ほしいえ・なこ）

　　第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　一月六日生まれのＡＢ型で、性格は天邪鬼。

　　人生は延々と続く上り坂だと思います。何もしなかったら落ちていき、息切れするほどに走ることで、何とか前に進むことができます。

　　だからどんなに苦しくても、それが人生だと思うから、僕は息切れしながら走っていこう思います。

　　好きな言葉は「あとは野となれ山となれ」です。



　イラスト

　藤原々々（ふじわら・わらわら）

　　大阪在住のイラストレーター。

　　主にＰＣゲーム関連の原画家として活動。

　　代表作は『遥かに仰ぎ、麗しの』『ゆのはな』『夏少女』等。

　　http://www.terra.dti.ne.jp/~erieri/
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